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序

島根県教育委員会では、昭和 52(1977)年 から島根県土木部より委託を受けて、

朝酌川広域河川改修事業区域内の発掘調査を実施してきました。この調査は 24年

間にわたって断続的に行われ、平成 13(2001)年 をもって現地調査を終了しまし

た。本報告書は、最終年にあたる平成 13年度に実施した、松江市西川津町に所在

する西川津遺跡Ⅲ区 。Ⅵ区の発掘調査の成果をまとめたものです。

この調査では、今からおよそ 6,000年 前～江戸時代までの朝酌川の旧河道を検出

するとともに、堆積していた土砂の中から当時の人々が日常使用していた土器や木

製品などを多量に発見しました。これらの遺構・遺物は朝酌川流域の集落の変遷と

当時の生活を知る上で貴重な資料となるものです。

本書がこの地域の自然環境の変化と歴史の変遷に触れる契機となり、私たちの周

りに残されている文化財の理解と関心を高める一助となれば幸いです。

最後になりましたが、長期間にわたる発掘調査並びに報告書作成にあたって御協

力いただきました地元の皆様をはじめ、関係者各位に厚くお礼申し上げます。

平成 15年 3月

島根県教育委員会

教育長 広 沢 卓 嗣





例   言

1.本書は、島根県教育委員会が、島根県土木部河川課から委託を受けて平成 13年度に実施した

朝酌川広域河川改修事業に伴う坦蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.発掘調査を実施した遺跡は次のとおりである。

西川津遺跡Ⅲ区 島根県松江市西川津町 560番地

西川津遺跡Ⅵ区      ク    609番 地

3.調査組織は次のとおりである。

調査主体 島根県教育委員会

[平成 13年度]

事務局 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 内田 融 (同総務課長)、

今岡 宏 (同総務係長)、 松本岩雄 (同調査第 1課長)、

調査員 広江耕史 (調査第 1係長)、 宮本正保 (同文化財保護主事)、 鹿野孝博 (同調査補助員)、

寺本和明 (同 )

調査指導 中村唯史 (三瓶フィール ドミュージアム指導員)、 西本豊広 (国立歴史民俗博物館考

古研究部教授)

[平成 14年度〕

事務局 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 卜部吉博 (同副所長)、

内田 融 (同総務課長)、 坂本淑子 (同総務係長)

調査員 今岡一三 (調査第 1係長)、 宮本正保 (同文化財保護主事)、 寺本和明 (同調査補助員)

4.発掘調査及び報告書作成にあたって協力及び従事していただいた方々・機関は以下のとおりで

ある。記して感謝の意を表す。 (敬称略)

[調査協力]山本信夫 (山本考古学研究所)

[発掘調査作業]

安達多津子、石倉春枝、石丸正、岩本大平、遠藤繁、小川吉子、木村 ミヨ子、坂根栄、杉谷勉、

高倉重夫、田部茂、田部千重子、永島八重子、永島雄三、野津昭江、野津千俊、福島秀香、

藤井武美、福田定男、福田美代江、細木澄子、細田美智子、細田美晴、松本長子、山本雄太、

山本嘉男、吉岡昭男、吉野智、和田隆徳

[遺物整理・報告書作成]

瀬川恭子、馬庭志津子、吉田典子、若佐裕子、景山光子、金森千恵子、野田清美、原美樹

5。 挿図中の北は測量法による第Ⅲ座標系 X軸方向を示し、レベル高は海抜高を示す。平面直角座

標系XY座標は、日本測地系による。

6.朝酌川遺跡群発掘調査区と周辺の遺跡位置図 (第 2図)は、松江圏都市計画図を使用した。

7。 本報告書に掲載した写真は、宮本が撮影した。

8。 本報告書に使用した実測図は、各調査員のほか伊藤幸子、景山、金森、野田、原が作成し、景

山、野田、原が浄書した。

9。 本書の執筆は第 1章～第 4章 。第 6章 を宮本が、第 6章付編を岩橋孝典 (島根県古代文化研究

センター)が行った。また第 5章については渡邊正巳氏 (文化財調査コンサルタント株式会社)



に執筆していただいた。

10.本書の編集は、宮本が行った。
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第 1章 調査に至る経緯と調査経過

第1節 西川津遺跡・タテチョウ遺跡 。原の前遺跡の発見と調査

西川津遺跡は、島根県松江市の北東部を南北に流れ、大橋川に注ぐ朝酌川沿いに位置している。

朝酌川沿いには西川津遺跡のほか、原の前遺跡、タテチヨウ遺跡と合わせて 3つの遺跡が約 2 km

にわたって連なるように存在する。これら3つの遺跡は一体となって低湿地遺跡群を形成している

ことから、近年では「朝酌川遺跡群」と呼称されることもあり、県下でも有数の規模と豊富な出土

品をもつ遺跡である。

「朝酌川遺跡群」の発見は、 1934(昭和 9)年に行われた堰と水門の工事中に西川津町字竪町

(現在のタテチョウ遺跡の南端にあたる)において弥生土器などが出土し、遺跡の存在が確認され

たことを契機とする。 1949(昭 和 24)年 には、島根大学の山本清氏によりこの付近の試掘調査が

実施され、タテチョウ遺跡が弥生時代を中心とし、古墳時代に及ぶ複合遺跡であることが確認され

た。

西川津遺跡の発見は、 1939(昭和 14)年に行われた水田の排水工事の際に、弥生土器などが発

見されたことによる。また、戦後間もない時期の電柱埋設工事や、 1967(昭和 42)年の県道松

江―境線 (現在の国道 431号線)沿いの電話線埋設工事の際にも、土器などの遺物が発見されてい

たが、発掘調査が実施されなかったことから遺跡の範囲・J1/■格は不明であった。昭和 40年代に入

り、朝酌川流域の水田地帯は急激に市街地化が進み、朝酌川の氾濫が宅地にも大きな被害を与える

ようになった。 1972(昭和 47)年から島根県土木部は朝酌川の河川改修計画を立て、河道の直線

化と河幅の拡幅に着手することになった。島根県教育委員会では、島根県土木部の依頼を受けて

1974(昭 和 49)年に工事予定地となったタテチョウ遺跡の範囲確認調査を実施し、この遺跡が南

北 300mに 及ぶ大規模な遺跡であることを確認した。タテチョウ遺跡は 1977(昭和 52)年から本

格的に発掘調査が行われ、1991年 に終了した。

河川改修の暫定掘削工事は下流側から行われたが、1979(昭 和 54)年 に西川津町橋本に位置す

るガラガラ橋―宮尾橋の間で遺物が発見されたことで、西川津遺跡とタテチヨウ遺跡の中間地帯に

も遺跡が存在することが判明した。この遺跡は字名から「原の前遺跡」と命名され、発掘調査が

1992(平成4)年と1993(平成 5)年の 2カ 年実施された。

朝酌川遺跡群の最上流部に位置する西川津遺跡では、タテチョウ遺跡の調査と一部並行して

1972(昭和 47)年から1981(昭和 56)年 にかけて暫定掘削部分の発掘調査を実施した。 1994

(平成 6)年からは西川津遺跡の残りの区間について調査を実施し、 1999(平成 11)年をもって現

地調査は終了する予定であった。この後、学園橋上流における公園整備工事と西川津遺跡の北端に

近い海崎橋上流での河川拡幅工事の計画が追加されたため、 2001(平成 13)年、この 2つの地区

について発掘調査を実施して河川改修に伴う現地調査は終了した。
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第2節 西川津遺跡における2001(平成13)年の調査

西川津遺跡のⅢ区とⅥ区の発掘調査を実施した。Ⅲ区で調査を実施した箇所は、 1997(平成 5)

年に発掘調査が行われたⅢ区右岸の北西に隣接する部分である。調査前は中州だった場所で、調査

対象面積は約400だ である。調査区を使宜上3つ に分け、南からⅢ-1区、同2区、同 3区とした。

Ⅵ区は、西川津遺跡の北端に近い海崎橋上流の左岸に設定した。 1999(平成■)年のトレンチ調

査で、遺物包含層の存在が確認された場所で、調査前は水田・河川敷であった。調査対象面積は約

800∬である。

発掘調査は、平成 13年 7月 2日 にⅢ区に着手した。Ⅲ区は全体が朝酌川の旧1可道となっており、

これ以外に遺構は検出しなかった。遺物は、砂礫層から縄文時代～近世にかけて各時代の上器・陶

磁器などが出土したほか、輸入銭、獣骨などを確認した。途中、降雨による朝酌川の増水のため調

査区が 2度にわたり水没し、壁が崩落したため土層観察が行えない箇所もあったが、調査区内は完

掘し9月 13日 に空中写真撮影を実施して調査を終了した。

Ⅵ区は9月 17日 に調査を開始した。この調査区も基本的に旧河道となっており、増水時に堆積

した砂礫層に土器などの遺物が含まれていた。遺構は、平面L字状に並ぶ杭列を検出した。砂礫層

は少なくとも4層が認められ、上位の層は縄文時代～弥生時代・古墳時代の遺物が混在していたが、

下位の層では縄文土器のみが出上し、堆積した時期が特定できる可能性が考えられた。この調査区

では遺物包含層が当初の予想よりかなり深くまで存在したが、発掘調査の安全を図るため調査区の

一部を深く掘り下げるにとどめ、最終的には基盤層となる玄武岩まで検出し12月 17日 に調査を終

了した。

第 1図 遺跡位置図
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置と歴史的環境

西川津遺跡は松江市西川津町に所在 し、松江市の市街地の東側に位置する。付近には島根大学や

松江市立川津小学校などの学園が集まり、最近、遺跡の周囲は宅地化が進んでいる。

西川津遺跡は、朝酌川の河川敷を中心に存在する低湿地遺跡である。朝酌川は島根半島の北山に

流れを発 し、西川津遺跡付近で持田川と合流し、松江市街の東端にある沖積地を南下して宍道湖と

中海をつなぐ大橋川に注 ぐ河川である。この朝酌川沿いには西川津遺跡、原の前遺跡、タテチョウ

遺跡と3つの低湿地遺跡が存在 し、近年ではこれら3つ を総称 し「朝酌川遺跡群」と呼称すること

もある。西川津遺跡はこの朝酌川遺跡群の最上流部に立地し、朝酌川に架かる宮尾橋の上流、持田

川との合流地点の間に位置する。また、この川が形成する平野周辺部の低丘陵には古墳をはじめ、

多 くの遺跡が分布する。

[旧石器時代]

現在の地形とは大きく異なり、谷合になっていたと考えられ、今のところ、この時代の遺跡は知

られていない。しかし、西川津遺跡やタテチョウ遺跡において、尖頭器や細石刃核 と考えられる石

器が出上しており、付近に旧石器時代の遺跡が発見される可能性がある。

[縄文時代 ]

気候が温暖な時期にあたり、海水面が上昇して宍道湖は現在の山合まで広がっていたと推定され

る。縄文土器が出土している遺跡としては西川津遺跡、タテチョウ遺跡、島根大学構内遺跡、金崎

遺跡、城の越遺跡が挙げられる。

西川津遺跡は 1979(昭和 54)年から発掘調査が行われてお り、縄文時代 と弥生時代を中心とし

た多量の遺物が発見されている。縄文時代の遺物としては早期末の繊維土器をはじめ、前期、晩期

の上器や石製品類が多 く出土している。タテチョウ遺跡も1977(昭和 52)年 より1991(平成 3)

年まで調査が行われ、西川津遺跡と同様に遺物が多 く、この地域における縄文時代の様子を知るう

えで貴重な遺跡である。また、西川津遺跡や原の前遺跡ではアカホヤ火山灰が古宍道湖湖底の堆積

層中で認められ、前期から中期にかけて宍道湖がこの付近まで拡張していたことを物語っている。

島根大学構内遺跡は 1994(平成 6)年から発掘調査が行われ、橋縄手地区からはアカホヤ火山灰

の純粋層を挟んで早期末から前期末にかけての遺物群が層位的に出上している。主な遺物には前期

初頭から前半頃の九木船がある。

地質学的調査もあわせて行われており、古環境変還の復元とそれに適応する人類遺跡の展開過程

を追求するうえで重要な遺跡である。なお、金崎遺跡と城の越遺跡からは後期と晩期の上器が採集

されている。

[弥生時代]

縄文時代の終わり頃には、宍道湖の汀線もタテチョウ遺跡付近まで後退して、周囲は湿地帯とな

り、水田に利用されていたと想像される。遺跡は、前述の西川津遺跡やタテチヨウ遺跡をはじめ貝

崎遺跡、橋本遺跡などが知られている。西川津遺跡では前期から中期にかけての多量の上器や木製

農耕具、石製品、骨角器などが出土し、遺構 としては前期の貝塚、中期の掘立柱建物跡などが検出

されている。タテチョウ遺跡では前期から後期までの土器や木製品および石製品などが発見されて

-3-



第 2図 朝酌サII遺跡群 発掘調査区と周辺の遺跡位置図 S=1:7500



いる。両遺跡から出土した特異な遺物には土笛や櫛、腕輪、管玉などの装身具、分銅形土製品、流

水文銅鐸がある。原の前遺跡と同様、川辺の生活や朝酌川の洪水などの痕跡を知る遺跡である。な

お、貝崎遺跡や橋本遺跡からも弥生土器が採集されている。

[古墳時代]

朝酌川流域の低丘陵には多くの古墳が分布し、出雲地方における古墳の密集地の一つとなってい

る。しかし、古い時期のものは少なく、山崎 1号墳や柴尾 2号墳が知られているに過ぎない。山崎

1号墳は一辺 15mの方墳で、埋葬施設から墳丘裾へ延びる、石を置いた排水溝をもつ。割竹形木

棺が直葬されていたと推定されるが、副葬品は少なく、鉄剣と銅鏃のみが出上している。柴尾 2号

墳は朝酌川中流域の下東川津町に所在する一辺 8mの小規模な方墳で、内部主体としては割竹形

木構と箱形木棺が各 1基検出されている。出土品には古式の上師器壺や奏がある。

中期以降になると周辺部の丘陵に多くの古墳群が出現する。大部分は、須恵器が出る頃のもので、

柴古墳群 (3基 )、 馬込山古墳群 (4基 )、 金崎古墳群 (■ 基)、 上浜弓古墳群 (9基 )、 住吉神社裏

古墳などがあり、一辺 20m以下の方墳が相当数築造されるようになる。また、出土品がなく、時

期を明確にできないものの、中期～後期と推定されるものに宮田古墳群、菅田丘古墳群、大内谷古

墳群、福山古墳群、深町古墳群などがある。これら古墳群の中でも、規模が大きいのが金崎古墳群

である。 1号墳は全長 35mの前方後方墳で、小形の竪穴式石室をもつ。副葬品には倣製内行花文

鏡、子持勾玉などの玉類、剣、矛等の武器及び各種の須恵器があり、朝酌川流域一帯を支配した首

長の墓と考えられる。谷を挟んで西の丘陵にある薬師山古墳からも倣製珠文鏡や古い須恵器が出土

している。

しかし、後期には、横穴式石室をもつ古墳は原の前遺跡付近の朝酌川中流域には全く存在しない。

横穴墓も深町横穴墓のみが知られる程度である。この時期には、上流の持田地区付近には大田古墳

群 (5基)に代表される、各壁を一枚石で構成する石棺式石室をもつ古墳が多く築造されている。

さらに、全長 50mの前方後方墳で横穴式石室を2基もつ薄井原古墳も出現する。これらの古墳の

被葬者は、後に出雲国府の置かれた意宇川下流域の古墳群の勢力には及ばないものの、大きな力を

もった首長であることがうかがえる。

一方、集落跡は調査例が少なく、柴遺跡や堤廻遺跡が知られる程度である。柴遺跡は小さな谷合

の奥部に所在し、前期の竪穴住居 2棟が調査されている。堤廻遺跡は低丘陵の斜面に位置し、竪穴

住居跡 21棟、掘立柱建物跡 2棟を検出し、この時代の集落を知るうえでの好資料を提供すること

となった。竪穴住居については、3棟が前期、 8棟が中期前半、 9棟が後半、掘立柱建物は 1棟が

中期前半で他は時期不明である。なお、西川津遺跡、タテチョウ遺跡、原の前遺跡の,可川堆積物中

に古墳時代の上師器や須恵器をはじめ、木製品などの遺物が大量に含まれている。この時代の集落

が川沿いに幾つも存在し、洪水時に、その一部が川に押し流されたことを示している。また、最近

の調査結果より、この時代も今とほぼ同じところが流路となっていたことが知られている。

表 1 周辺の遺跡

1 西川津遺跡 5 貝崎遺跡 9 柴古墳群 13 大内谷古墳群

2 原の前遺跡 橋本遺跡 10 住吉神社裏古墳 貝崎古墳群

3 タテチョウ遺跡 堤廻遺跡 金崎古墳群 福山古墳群

4 島根大学構内遺跡 山崎古墳 馬込山古墳群 16 馬込山古墓群
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[奈良時代・平安時代]

733(天平 5)年 に作成された F出雲国風土記』によれば、奈良時代の西川津町一帯は島根郡に

属し、当時の郡の役所である郡家も所在する山口郷に比定されている。郡家の所在地には諸説があ

るが、松江市福原町の芝原遺跡では規則性をもつ掘立柱建物群が発見され、その可能性が指摘され

ている。朝酌川は F出雲国風土記』には水草河とあり、その源は二つで途中で合流 し、入海(宍道

湖)に注いでいたとある。なお、今は、朝酌町で大橋川と合流している。この時期の遺構としては

タテチョウ遺跡において船着き場と推定される杭列があり、付近から「酵」と墨書された須恵器郭

が出上している。柴Ⅲ遺跡では 8世紀末から9世紀前半にかけての掘立柱建物跡が十数棟検出され

ている。平安時代初めの集落跡である。

[中世]

西川津地域は中世には「長田郷」と呼ばれるようになった。遺跡としては川津貌跡や堂ヶ平城跡

などの小規模な山城や馬込山古墓群、上浜弓遺跡等の中世末から近世にかけての古墳が知られてい

るに過ぎない。しかし、近年の発掘調査において、古代末から中世の陶磁器や土師質土器などが出

土しており、集落は新しい時代にも川沿いに営まれていたと考えられる。

【参考文献】

島根県教育委員会 Fタ テチヨウ遺跡発掘調査報告書』I～Ⅳ 1979～ 1992

島根県教育委員会『西川津遺跡発掘調査報告書』I～Ⅷ 1980～ 2001

山本 清「古代」『ナII津郷土誌』ナII津公民館 1982

松江市教育委員会『山崎古墳』 1984

松江市教育委員会・松江市教育文化振興事業団 F柴尾遺跡発掘調査報告書 (1)』 1994

松江市土地開発公社・松江市教育委員会 F堤廻遺跡』 1986

松江市教育委員会 F上浜弓1号墳他発掘調査報告書』 1993

石橋逸郎・近藤正「松江・馬込山古墓群」F島根県埋蔵文化財調査報告書JⅢ 島根県教育委員会 1971

島根大学埋蔵文化財調査研究センター『島根大学埋蔵文化財調査研究報告』1～ 6 1997～ 2000

日中義昭「弥生時代初点集落としての西川津遺跡」『山陰地域研究』12 島根大学汽水域研究センター 1996
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第2節 遺跡周辺の環境変化

西川津遺跡は松江低地に立地する低湿地遺跡である。宍道湖に面する松江低地の環境は、 100oo

年前以降の海面変化などの影響を受けながら、陸域から海域・汽水域、そして低地の拡大によって

再び陸域へと大きく変化してきた。

西川津遺跡をとりまく環境の変化は、次のようなものであった。

10000年前 (縄文時代早期):最終氷期が終わり、地質時代では現在に続く「完新世」が始まった。

まだ氷期の影響が残っていて、日本列島周辺の海面は-30m～ -40m付近にあった。この頃、松

江低地から西へ向かって流れる河川が深い谷を形成し、宍道湖から出雲平野の位置を流れていた。

6000年前 (縄文時代前期):10000年前～6000年前は気候が急速に温暖化した時代で、それに伴

って海面が急上昇した。この海面上昇によって生じた海進現象は「縄文海進」と呼ばれている。氷

期に形成された谷には西から海が侵入し、細長い内湾が形成された。松江低地も内湾の一部となり、

7000年前頃には温暖な内湾に生息する二枚貝のハイガイなども生息していた。西川津遺跡では、

6300年前に降灰したアカホヤ火山灰層が、内湾底に堆積した泥層に挟まれている。

4000年前 (縄文時代後期):海面は6000年前頃に現在と同水準まで達し、その後、 5000年前頃

に+1.5m程度になっていた。海面上昇が終わると、三角州と海岸砂州が成長して内湾は埋め立て

られ、沖積低地が拡大していった。朝酌川の三角州もゆっくりと成長し、松江低地が拡大していっ

た。内湾の西部では出雲平野が拡大して外海との直接の連絡を絶ち、現在のように中海を経て海水

が流入する宍道湖へ変化していった。

2000年前 (弥生時代):松江低地は、西川津遺跡の下流に位置するタテチョウ遺跡付近まで広が

っていた。低地の広い範囲は湿地状で、集落は丘陵裾部の緩斜面や枝谷の扇状地を中心に形成され

ていたと推定される。低地を流れる朝酌川は、西川津遺跡付近まで海水が遡上し、集落近くから海

まで舟での行き来が可能だった。



10000年 前

6000』手前

2000有F前

第 3図 遺跡周辺の地理的変遷
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第 3章 Ⅲ区の調査

第1節 調査の経過と概要

調査経過

西川津遺跡Ⅲ区で今回調査を実施した場所は、学園橋と嵩見橋との間に存在する中州の南西側部

分である。この中州の公園整備に伴い、北西から流れ込む小河川と朝酌川を接続する部分が調査の

対象となった。 1997(平成 5)年、この中州の東側部分は「西川津遺跡Ⅲ区右岸」として調査が

行われ縄文時代～平安時代の土器が出土している1)が
、このときの調査成果を参考に土層や包含層

の様子を推定した。

調査区は、表土掘削や矢板工事との関係から、便宜的に南からⅢ-1区、同 2区、同 3区 とし、

南側のⅢ-1区から調査を開始した。重機により青灰色粘質土 (第 5図 2層)ま で除去 し、その下

位にある青灰色粘質土 (第 5図 3層 )か ら人力で掘 り下げを行った。

調査区全体図 S=1:300
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調査概要

Ⅲ区は調査区全体が朝酌川の旧河道と考えられ、遺構はこの調査区では認められなかった。

基本的な層序はⅢ-1区 。2区はほぼ共通で、上位から表土 (第 5図 1層)一 鉄分を含む青灰色粘

質土 (同 2層 )一 砂層を含む青灰色粘質土 (同 3層 )一 青灰色砂礫層 (同 4層 )一 褐色粘質土 (同

5層 )で、青灰色砂礫層が遺物包含層である。褐色粘質土は古宍道湖の湖底雄積物層と考えられて

おり、この中にはアカホヤ火山灰層 (同 6層)が挟まれる。

Ⅲ-3区は調査前まで朝酌川の支流だった部分であるため、土層堆積状況が他の調査区とは若千

異なる (第 5図 )。 最上層には現代の河川堆積物があり、その下位に青灰色粘質上が存在するが、

Ⅲ-1区 。2区に比べて薄 く、場所によっては認められないところもある。また、壁の崩落のため

図示できなかったが、青灰色粘質土と砂礫層との間に青灰色砂層と灰茶色砂層が存在する箇所があ

り、このうち灰茶色砂層からは弥生土器などの上器が出土している。

遺物は各調査区の砂礫層から縄文時代～近世の上器が出上しているほか、土錘などの土製品、石

包丁、石錘などの石製品、椀や下駄などの木製品、獣骨が出上した。

第2節 調査の結果

(1)Ⅲ-1区

Ⅲ区の最も南側に位置し、南端は 1996(平成 4)年の調査区に接する。調査区は南北 25m、 東

西 7mに設定した。南壁 (第 5図)の上層は、層序・レベルとも基本的には前回の調査で確認され

たものと一致する。青灰色粘質土に挟まれる砂層の地積状況から、南壁は当時の流路にほぼ直交、

西壁が流路にほぼ平行するとの指摘を受けている2)。 南壁、西壁ともほぼ水平の堆積を示すが、西

壁では北に行くにつれてわずかに砂礫層の高さが高くなっていく。

1.表土

2.青灰色粘賀土 (鉄分を含む)

3.青灰色粘質上 (薄い砂層を含む)

4.青灰色砂蝶屈

5.褐色粘質土

6.アカホヤ火山灰

棚 …石

0         2m

第 5図 西川棒遺跡Ⅲ区 土層図(1)S=1:80
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Ⅲ-1区出土遺物

Ⅲ区から出土した遺物は、土器・陶磁器・土製品・石製品・銭貨・木製品・獣骨と多岐にわたる。

ここでは土器のうち、Ⅲ-1区砂礫層から出土した弥生時代以降の上器について記すこととし、他

のものはШ-2区 。3区出土のものと合わせて種別ごとにまとめて後述する。

Ⅲ-1区砂礫層出土土器 (第 7～ 12図 )

第 7図～第 9図 は弥生時代の土器である。第 7図 1・ 2は壺で、 1は日縁が外反し、頚部に段を

もつ。 2は口縁部が外反し、頸部が比較的長 くなると見られる。顕部にはヘラ描沈線と刺突文が施

される。 3も 壷の破片で、ヘラ描き沈線・刺突文 。木葉文が認められる。 4はヘラ描沈線・貝殻腹

縁による沈線 。羽状文をもつ。羽状支は胴部の突帯にも施される。 5。 6は奏の口縁で、いずれも

口縁部外面に刻 目文をもち、 5は頚部にヘラ描沈線と刺突文が施される。 7～ 9は奏の口縁で無文

のものである。 10～ 12は頚部に多条化したヘラ描沈線文をもつ。 13～ 16は多条のクシ描き沈線を

頭部にもつもので、 16の口縁部には刻 目文も施される。このうち 11。 14は鉢とみられる。

遺物の時期は、 1・ 3～5が出雲 I-2様式 0、 2・ 10～ 16が同 I-3～4様式に相当する。 6～ 9

については出雲 I様式の範疇であるが詳細は不明である。

第 8図 1～ 3は壺、 5～ 10は甕、 11・ 12は高必、 13～ 19は底部である。 1は長頸壷 とみられ、

口縁部は短 く外反し上面は平坦になる。頸部には 7条の浅いクシ描き平行沈線が施される。 2は口

縁端部が凹線文と円形浮文で加飾され、頸部には刻目突帯を複数有すると見られる。 3は大きく開

く口縁の内面に弧文が描かれる。 4～ 6は 口縁が短 く外反し胴部があまり張らないもので、顕部に

多条のクシ描き平行沈線をもつ。 7は口縁部がやや内湾気味で、胴部の張 りもやや強くなるようで

ある。 8～ 10は 口縁端部が肥厚 し平行沈線や刻目文が施される。 8・ 9は頸部に指頭圧痕突帯もも

つ。 11は 口縁端部が肥厚 し、刻目文をもつ。調整は風化のため不明である。 12は脚部で、端部が

肥厚 して平坦面をもつ。浅いクシ描き平行沈線と孔で加飾される。 13は 台付の奏と見られる。外

面は全面ハケメ、内面はナデで調整される。 14・ 15は 内面ハケメ、外面ナデ、 16～ 20は 内面ナデ、

外面ヘラミガキで調整する。

遺物の時期は 1。 4～ 6が出雲Ⅱ-1様式、 7・ 9。 11が同Ⅲ-1～2様式、 8・ 12がⅣ-1～2様式、

13以降の脚部、底部については内面にヘラケズリ調整がみられないことから出雲Ⅲ-1様式以前と

なる可能性が高い。

第 9図 1・ 2は童と考えられる。 3～ 10は甕である。 11は蓋、 12は低脚必、 13は脚部、 14～ 1

6は ミニチュア土器である。1は 口縁部に円形のスタンプ文、頚部には凹線文と刻目文が施される。

調整は頸部外面がハケメ、内面はヘラケズリされる。 2は、細頸壷と考えられ、外面に平行沈線と

連続刺突文がわずかに認められる。 3～5は日縁端部が内傾し、 2～3条の凹線を施す。内面頸部以

下はヘラケズリされ、 5も不明確ながらヘラケズリと見られる。 6も 風化が著しいが、同様なもの

であろう。 7～ 10は口縁端部が外傾するもので、 8・ 9は 口縁端部に平行沈線が施されるものと思

われる。 11は端部が複合口縁状に作られ、内外面ともヨコナデ調整されている① 12は 口縁部が丸

く作られ稜などはもたない。 13は高郭と見られ、複合口縁状の端部に 3条の沈線をもつ。 14～ 16

は頸部が短 く、口縁が外傾するものと考えられる。弥生時代前期の壷のミニチュアであると見られ

る。
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1          14

第 7図 Ⅲ-1区 砂礫層出土土器実測図(1)S=1:3
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17

10cm

第 8図  Ⅲ-1区 砂礫層出土土器実測図(2)S=1:3
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0                   10cm

第 9図 Ⅲ-1区 砂礫層出土土器実測図(3)S=1:3
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遺物の時期は、 1～ 6・ 8が出雲 V-1様式、 7・ 9・ 13が同V-2様式と考えられる。 ■・12は

出雲V-3～4様式であろう。

_第 10図は土師器で、 1～4は奏または壺、 5～ 10は高郭である。 1は複合口縁で、風化のため文

様・調整は不明である。 2も 口縁で直線的に外傾する。頸部以下はヘラケズリである。 3は小形の

胴部で内面胴部上半はナデ、下半はヘラケズリとみられる。4は完形の壷で、2に似た口縁をもつ。

胴部内面上半はヘラケズリ、下半はナデを施す。 5・ 6は郭部が比較的深いもので、 5の内面には

ヘラミガキが認められる。 6は脚との接合部近 くにかすかな稜をもち、内面はハケメののちヨコナ

デで調整する。 7は邦部外面に段を有し、口縁部は直線的に立ち上がる。内外面ともナデとハケメ

で調整される。 8は郭部が比較的浅く、口縁端部はわずかに外反する。内外面とも縦方向のヘラミ

ガキで調整する。 9は内外面ともヨコナデ、 10は 内面ハケメ調整される。

遺物の時期は 1。 3が松山編年 I期°、 4・ 7が同Ⅱ期、 6が同Ⅲ期と考えられる。そのほかは同

Ⅱ～Ⅲ期と見られるが、詳細は不明である。

第 11図 は須恵器である。 1は郭蓋で、口縁端部に平坦面をもつ。 2・ 3は郭身で、日縁部は内湾

する。 4～ 6は郭 と考えられる。 4は体部が外傾し、外面は凹凸が著 しい。 5。 6は器壁が薄い。

7・ 8は、体部がきわめて短い郭である。 9。 10は東播系の鉢で、 10は口径が不明である。 ■ は

単純口縁の発で端部は丸 く収める。 12は底部で、内面は回転ナデ、外面はケズリの後ナデか。

0                    10cm

砂礫層出土土器実測図(4)S=1:3
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遺物の時期は、 1が大谷編年出雲 3期 9、 2～ 3が出雲国庁編年0の 3形式、 4が同 4形式、 5～

6が 10世紀代、 7・ 8は 12世紀
のと考えられる。 9。 10が 12世紀末～ 13世紀初頭

8)、 11,12

については中世のものと見られるが詳細な時期は不明である。

第 12図は奈良時代以降の上師器を図示した。 1～ 14は郭または皿、 15。 16は底部、 17は 高台

付き杯、 18～20は鍋である。 1は郭部が内湾気味に立ち上がり、口縁端部は九 く収める。 2は口

縁端部がわずかに外反する。 3は杯部に凹凸が顕著である。 4は、郭部が深 く、口縁端部は若千細

くなる。 5・ 6は 口縁部の外傾が大きく、全体に肥厚する。 7も これらに近い器形であるが、口径

が小さく口縁も肥厚しない。 8は全体に器壁が厚 く、郭部外面中位に稜をもつ。 9は器壁の厚い小

形品である。 10～ 12は底部が外へ張 り出す。 13は 口縁端部が肥厚する。 14は 口縁端部が玉縁状

に肥厚する。 15は 台状の底部で、回転糸切 りである。 16は底部外面に沈線状の凹凸をもつ。

17は柱状高台付き郭で、郭部内面には回転ナデ、底部には糸切 り痕が残る。 18～20は 日縁部・頚

部外面をナデ、そのほかは粗いハケメで調整される。

遺物の時期は 2・ 3・ 5～ 7は 12世紀、 17、 18～20も 同時期と見られ、 9～12は 12世～13世紀

と考えられる9)。
その他についても古代末～中世のものと見られるが、詳細な時期は特定できない。
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砂礫層出土土器実測図(5)S=1:3
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Ⅲ-1区 砂礫層出土土器実測図(6)S=1:3
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(2)Ⅲ-2区

Ⅲ-1区の北側に位置する。Ⅲ区自体が狭いため、調査の際にはⅢ-1区を北側に拡張するように

掘り下げた。調査区は南北約 10m、 東西 7mに設定した。堆積状況は基本的にⅢ-1区と同様であ

るが、遺物包含層である青灰色砂礫層 (第 6図 4層 )が厚くなり、西壁北側ではアカホヤ火山灰層

(同 6層)が確認できない。

Ⅲ-2区出土遺物

Ⅲ-2区においてもⅢ-1区 と同様に、青灰色砂礫層から各時代の多様な遺物が出土している。第

13図 に弥生土器、第14図 は弥生土器と土師器、第15図 には須恵器を図示した。

第13図 はいずれも前期の上器で、 1～ 5は壺、 6～ 12は発である。 1・ 2はいずれも胴部の破片

で貝殻腹縁による羽状文を施す。 1は胴部最大径付近に2条の刻目突帯をもつ。 3は口縁端部外面

に面をもち、そこにヘラ描きの斜格子文を施し、顎部には指頭圧痕のある浮文を貼り付ける。破片

のため径は定かではない。 4は口縁端部が肥厚するもので、頸部には2条の削出突帯をもつ。 5は

口縁部に羽状文、顎部に沈線文が施される。6は 口縁部が外側へ屈曲し、上面に面をもつもので、

いわゆる「L字奏」である。 7は口縁が外へ屈曲し、頸部に指頭圧痕をもつ。 8は口縁が緩やかに

外反するものである。 9は 口縁の屈曲は緩やかで、頸部には5条のヘラ描き沈線をもつ。 10は 口

縁端部に刻目文、頸部にはヘラ描き沈線に縦方向の浅いヘラ描き沈線を組み合わせ、格子文を描く。

11は 口縁部に刻目文、頸部にはヘラ描き沈線と円形のスタンプ文をもつ。12は 口縁が外側に屈曲

するもので、端部には刻目文、頚部にはヘラ描き沈線と2個単位の刺突文を施す。

遺物の時期は、いずれも出雲 I-2～4様式のものである。このうち、器形、施文の特徴から1・

2。 10。 11は出雲 I-3～4様式、 3～ 5・ 9。 12は I-4様式に特定できると考えられる。

第14図 1～ 5は弥生時代中期の土器、 6は後期、 7～ 12は底部、 13は ミニチュア土器、 14～ 19

は土師器である。 1・ 2は重で、 1は口縁部がわずかに外反し、端部は肥厚しないがわずかに面を

もつ。2は 口縁部が外傾するもので上面に2条単位の斜格子文が施され、円形浮文の痕跡も残る。

頸部には刻目突帯も認められる。 3～ 5は奏で、 3は口縁端部がわずかに肥厚する。 4は口縁端部

が肥厚し、わずかに上方に突出する。 3は顎部付近から器壁が全体的に厚く、口縁端部が幅広くな

る。これらはいずれも文様をもたず、ナデで調整すると見られる。 6は風化が進んでいるが、日縁

は複合口縁となり外面には沈線文も認められる。頸部以下はヘラケズリである。 7は脚部で、外面

に多条の平行沈線が施される。 8～ 12は底部で、いずれも内面に
^ラ

ケズリは認められない。 13

は手づくねで、指頭圧痕が顕著である。14は古墳時代前期の重で、複合口縁をもつ。 15'16は 奏

で、複合口縁を意識しているがかなり形骸化している。日縁部はヨコナデ、内面頚部以下はヘラケ

ズリである。17は単純口縁の重とみられ、顕部以下はヘラケズリである。 18・ 19は高郭の脚部で

ある。18は脚端部へ屈曲しながら広がるもので、ヨコナデ調整、 19は緩やかに外反し、端部がわ

ずかに肥厚する。一部にハケメが認められるほかはナデで調整する。

遺物の時期は、 1・ 2が出雲Ⅲ-1様式、 3・ 4が同Ⅲ-1～2様式、 5はⅣ様式、 6は V-1様式

と考えられる。 7～ 12は 出雲Ⅲ-1様式以前の可能性が高い。 13は 出雲 I様式であろう。 14・ 15

は松山編年Ⅱ期、 16。 17が同Ⅲ期、 17～19は同Ⅲ～Ⅳ期と考えられる。
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第15図 1～3は須恵器、 4～ 13は土師器である。 1は日縁部で複合口縁状を呈する薄手のもので

ある。 2・ 3は郭で、口縁部まで直線的に外傾する。杯部には回転ナデによる凹凸が目立ち、低い

高台をもつ。風化のため不明瞭だが、底部は回転糸切りである。 4は奏で、頸部が「く」の字に届

曲する単純口縁のものである。日縁部内面と胴部外面はハケメ、胴部内面はヘラケズリである。

5'6は郭と見られるが、底部を欠いている。郭部は直線的に口縁に至るもので、 6は器壁が厚い。

7・ 8も 郭であるが、郭部が深く内湾しながら口縁に至る。 9は全体が復元できた小形品で、底都

はヘラで切り離すようである。 10も 小形の郭だが底部の調整は不明である。 11・ 12はいずれも郭

0_す_____司に一
「

――――――一―-10Cm

砂礫層出土土器実測図(1)S=1:3
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第 14図  Ⅲ-2区 砂礫眉出土上器実測図 (2)
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部が短 く浅いもので、 11は器壁が厚 く直線的に立ち上が り、 12はやや内湾する。 13は短い脚を

もつものと見られる。郭部、脚部ともに欠くが、底部内面に糸切 りの痕跡が認められる。

遺物の時期は、1は器形から大谷編年の出雲 2期 と見 られる。 2・ 3が国庁編年の 5形式
10、 4～

13は古代末～中世の上師器で 5～ 10が 12世紀、 ■・12は 13世紀とみられ、 13は足高高台とす

れば 11世紀と考えられる。。

11

2

＼
洋引柴て

/

0 1 0cm

第 15図  Ⅲ-2区 砂礫層出土土器実測図(3)S=1:3

(3)Ⅲ-3区

Ⅲ-2区の北西側に位置する。この地区もⅢ-2区から北西に拡張して調査を実施した。Ⅲ区自

体が狭いため、調査の際にはⅢ-1区を北側に拡張するように掘り下げた。この調査区についても

調査区は南北約 14m、 東西 8mに設定した。調査終了直前に調査区が再び水没したため、西壁の

セクションが図示できなかったが、地積状況は、基本的に前の 2つの調査区と同様である。ただ、

Ⅲ-2区 との境界付近のごく一部で、青灰色砂礫層の上に灰茶色砂層が存在する箇所があり、この

層の中から土器が出上した。また、北西壁のセクションでは、青灰色砂礫層、褐色粘質上の検出面

は他の調査区よりやや深いが、わずかに認められるアカホヤ火山灰層は逆にやや高い位置で検出さ

れており、青灰色砂礫層が堆積する際に褐色粘質上が削られているものと見られる。

Ⅲ-3区出土遺物

この調査区でも縄文時代以降、各時代の遺物が出上した。第 16図は灰茶色砂層出上の上器でい

ずれも弥生時代のものである。1は直口の鉢で、ヨコナデとハケメで調整し、底部には指頭圧痕が

-22-



残る。 2～4は奏である。 2は風化のため詳細は不明だが、無文のものとみられ、内面顎部以下は

ヘラケズリが施される。 3は口縁部に平行沈線をもち、内面頚部以下をヘラケズリする。 4は口縁

端部が大きく拡張する。 5は底部で外面ヘラミガキ、内面ナデ調整である。遺物の時期は、 1が出

雲 I～Ⅱ様式、 2・ 3が同V-1様式、 4が同V-4様式に相当するとみられるが、灰茶色砂層自体は

二次堆積で、遺物の時期とは異なる。

0                    10cm

第 16図  Ⅲ-3区 灰茶色砂層出土土器実測図 S=1:3

第 17図～第 21図 は青灰色砂礫層から出上した土器類で、第 19図 までが弥生土器、第 20図が古

墳時代前期～中期の土師器、第 22図に須恵器と奈良時代以降の上師器を図示した。

第 17図 1・ 2は壷、 3～ 5、 7～15は発、 6は鉢である。 1は 口縁が緩やかに外反し端部に面を

もつ。 2は頸部に段を有し、内面は細かいヘラミガキを施す大形のものである。 3は口縁部が外傾

し頸部から胴部へ直線的に続 く。 4・ 5は口縁部が短 く外反するもので、 5は口縁部に刻目文が施

される。 6は口縁部が月巴厚し、上側には面をもつ。頚部には断面三角形の突帯を有する。 7・ 8は

頸部に 1条の沈線が施される。 9は頭部の 2条のヘラ描き沈線の間に、竹管状工具によるスタンプ

文が施される。 10は顕部に細 く鋭い沈線が施され、外面頸部と内面に指頭圧痕が残る。 11～15は

頸部のヘラ描き沈線が多条化するものである。ナデ調整のものが多いが、 ■ の外面にはハケメも

認められる。また、 12・ 14は 口縁部に刻目文をもつ。時期は 2が出雲 I-2様式、 1・ 3～ 10が出

雲 I-3様式、 11～ 15が出雲 I-4様式に相当すると考えられるが、 6については口縁形態から、

出雲Ⅲ様式 ぐらいまで下る可能性もある。

第 18図 1・ 2は壺、 3～14は奏、 15。 16は鉢と考えられる。 1は口縁部が大きく外反するもの

で、上面には 2条の指頭圧痕突帯、外面には 2条単位の斜格子文を施す。 2は頸部から口縁部へ直

線的に外傾し、端部上面に円形浮文を貼 り付ける。頸部には複数の刻目突帯をもつ。 3は 口縁部の

みの破片で、刻目文が施される。 4・ 5は口縁が短 く外反し、端部には刻 目文が施される。頸部に

はクシ描きの平行沈線をもつ。 6。 7は顕部が外へ屈曲するもので、 6は口縁端部が九みをもつが、

7は わずかに肥厚し面をもつ。また、 6の頚部には指頭圧痕突帯が巡らされる。 8～ 10は 口縁部が

短 く外反する無文のものである。 8・ 9は外面ハケメ、内面はナデで調整され、 8は内面に部分的

にヘラミガキを施す。 11は 日縁部のみであるが、頸部が外へ鋭 く屈曲するものとみられる。風化

のため、調整など詳細は不明だが口縁端部には刻目文が認められる。 12～ 14は、頚部が外へ屈曲

し、口縁部が肥厚・拡張して平行沈線をもつものである。口縁部の肥厚はわずかで、施される沈線

はいずれも2条である。調整は口縁部～頸部付近がヨコナデ、胴部は 12を のぞきハケメが認めら
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9                    110Cm

第 17図 Ⅲ-3区 砂礫層出上土器実測図(1)S=1:3
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れる。 15は厚い器壁をもつ直口の口縁で、三角形の刺突文が 2列認められる。この地方ではあま

り見られない器形だが、備前の弥生時代中期の鉢にこのような口縁をもつものが存在するようであ

るの。 16は風化が著しく器壁の厚さも本来よりかなり薄いものと見られる。調整も不明だが、一

応鉢としておくが、高郭の可能性もある。遺物の時期は、 3～ 5・ 8・ 15が出雲Ⅱ-1様式、 2・ 6

～10。 16が出雲Ⅲ-1様式、 1・ ■ が出雲Ⅲ-2様式、 12～ 14が出雲Ⅳ-1様式に相当すると考え

られる。

第 19図 1・ 2・ 4は奏、 3は壷、 5は鼓形器台、 6は把手、 7～ 19は底部・脚部である。 1・ 2は

日縁端部が上下に拡張し、外面に擬凹線を施す。 1は 日縁部のみの破片で、頭部以下の調整が不明

であり、中期の範疇に入る可能性もある。 2は内面頚部以下ヘラケズリである。 3は複合口縁で 6

条の擬凹線文が施される。 4は 口縁部が内湾して外へ開くもので、調整は風化のため不明である。

5は大形の鼓形器台で、受部と見られる。内面に縦方向のヘラミガキがかすかに認められる。 6は

風化のため調整は不明だが、器壁が厚 くしっかりしたもので、大形の注目土器またはいわゆる山陰

型甑につくものであろう。 7～ 91よ大きく外傾して胴部に至るもので、調整が不明な部分もあるが、

ナデ調整と見られる。 10～ 13はやや外湾しながら立ち上がるもので、 10・ 13の 内面に指頭圧痕が

残るほか、 12はハケメが施される。 14～17は外傾が小さく、直線的またはやや内湾して胴部に至

るもので、 14の内面にヘラミガキ、 16の外面にはハケメが施される。 18はやや小形の底部で、

手捏の可能性もある。内外面ともハケメが認められる。 19は脚部である。器壁は厚 く、短 く外反

して端部は丸くおさめる。遺物の時期は、 1・ 2が出雲V-1様式、 3が出雲V-2様式、 4・ 5が出

雲V-4様式、 6が出雲V-3～4様式に相当すると考えられる。 7～ 18は ヘラケズリが認められな

いことから出雲Ⅲ-1様式以前、 19は出雲Ⅲ-2様式以降と考えられるが、いずれも詳細な時期は

特定できない。

第 20図 1・ 4・ 51ま甕、 2・ 3は壷、 6～ 10は高郭とみられる。 1は複合口縁で、外方へ直線的に

開き、端部がわずかに肥厚する。頸郡下位からヘラケズリで調整する。 2・ 3も これと似た日縁部

をもつが、端部や稜が全体に丸みを帯びる。 3も 頸部の下位からヘラケズリを施す。 4・ 5は単純

口縁であるが、口縁部外面にくぼみをもち、複合口縁の痕跡がみられる。 6は器壁が薄く、邦部が

比較的深いもので、九底の郭の可能性もある。 7は器壁が厚 く、口縁端部はやや鋭 くなる。 8は杯

部外面に段をもち、日縁部は外反する。 9は杯部外面の段が 8よ りも強調され、邦部も深い。郭部

内面には暗文が施され、外面の段より上側は縦方向、下側は横方向のは細かいハケメで調整される。

10は高郭の脚部で、端部に向かって大きく開く。径約 l clllの 円子とをもち、内面はヘラケズリ、端

部付近はナデで調整される。遺物の時期は、 1～ 3が松山編年 I期、 4～ 10が同Ⅲ期に相当すると

考えられる。
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0                    10cm

S=1:3第 18図  Ⅲ-3区 砂礫層出土土器実測図 (2)
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0                    10cm

砂礫層出土土器実測図(3)S=1:3
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第 19図  Ⅲ-3区



10cm

第 20図 Ⅲ-3区 砂礫層出土土器実測図(4)S=1:3

第 21図 1～ 4は須恵器で、 1・ 2は郭身、 3は底部、 4は奏の口縁部である。 5以下は土師器で、

5・ 6は奏、 7～ 18は郭である。 1は口縁部に沈線などを施さず丸くおさめるもので、底部の狭い

範囲にヘラケズリを施すほかは回転ナデで調整する。 2も 邦身の口縁部付近の破片と考えられ端部

には沈線状のくぼみをもつ。 3は底部で、短い高台が底部最外周につけられる。 4は口縁部が外反

し、頭部付近に 1条の沈線をもつ。 5。 6は口縁部が緩やかに外反するもので、 5は端部が月巴厚し、

6は上側につまみ上げられるような形をとる。 5では頚部以下はヘラケズリで調整しており、 6も

頸部を欠くが同様な調整と思われる。 7・ 8は口径に対し底部が小さいもので、回転ナデで調整し、

これによる凹凸が内外面に残る。 7の外面底部付近には指頭圧痕も認められる。 9。 10は底部から

やや内湾しながら口縁部に至るもので、 9で は口縁部の器壁が厚くなる。風化のため明瞭ではない

が、いずれも回転糸切りで切り離される。 ■・12は全体的に器壁が厚く、邦部がやや浅いもので

ある。底部は 11が糸切り、 12はヘラ切りと見られる。 13は底部から直線的に口縁部に至り、端

部はやや鋭くなるが九くおさめる。底部まで回転ナデを施しており、ヘラや糸切りの跡は認められ

ない。 14は杯部のみで、口縁部は緩やかに外反する。 15は郭部外面にわずかな稜をもち、回転糸

切りで底部を切り離している。 16～ 18は は底部が外へ張り出すものである。 16・ 17は郭部がやや

内湾しながら立ち上がり、端部はわずかに肥厚する。底部は回転糸切りの痕跡が残る。 18は郭部
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が短く不整形なものであるが、完形品で底部は回転糸切 りである。

遺物の時期は 1が大谷編年の出雲 3期、 2～6は古墳時代後期～奈良時代と考えられる。 7～18

は古代末～中世のもので、 7～ 17が 12世紀、 18は 13～14世紀とみられる1°
。

て工π＼¬ て｀ く翌プ

0                    10cm

第 21図  Ⅲ-3区 砂礫層出土土器実測図(5)S=1:3

Ⅲ区出土縄文土器

第 22図は、Ⅲ区から出土した縄文土器をまとめて図示したものである。 1は外面に突起をもち、

それより上はヘラ状工具による連続刺突文で押引刺突文とも考えられる。下は条痕調整、内面も条

痕調整である。 2は口縁部で、幅約 l cmの 隆帯が貼 り付けられる。口縁端部と隆帯には半裁竹管

状工具による刻目文が施され、地文が縄文となっている。 3は口縁部が肥厚する波状口縁で、口縁
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部外面には刺突文が認められる。 4は浅鉢で口縁部付近は器壁が薄くなる。外面全体に刺突文が施

される。 5は粗製の深鉢で条痕調整である。 6。 7は突帯支土器で突帯には刻目をもつ。

遺物の時期は、 2が縄文時代早期末、 1・ 3・ 4が前期初頭
D、 5が縄文時代後・晩期、 6・ 7が

晩期である。

司

け

九

ⅧけZ

第 22図  Ⅲ区出土 縄文土器実測図 S=1:3

その他のⅢ区出土土器

第 23図は、壁の崩落土などから出上した土器のうち図化できるものを掲載した。 1～ 10は弥生

土器、 ■～13は土師器、 14は須恵器である。

1は蓋で、Ⅲ区から出土したものはこの 1点のみである。風化しているが、外面ヘラミガキ、そ

のほかはナデと見られ、指頭圧痕も一部に残る。 2は奏で、頚部にヘラ描き沈線をもつ。 3は壺の

口縁で、肥厚する端部の外面には 2条単位の斜格子文を描く。 4・ 5は奏で、頸部が くの字に屈曲

する。胴部はハケメ調整であるが、 4の内面はヘラミガキを施す。 6～9も 奏である。 6は口縁部

には 4条の擬凹線文、頭部には指頭圧痕文をもつ。調整は風化のため定かではないが、内面頭部は

ヘラケズリと見られる。 7・ 8は口縁部が肥厚し、外面に 3～ 4条の沈線をもち内面頸部以下はヘラ

ケズリである。 9は 口縁部が拡張して外反し、 13条の平行沈線を施す。 10は底部で、内面の一部

にハケメが見られる。 11・ 12は奏で口縁部に沈線文はもたない。 11は端部を肥厚させ外面に屈曲

させる。 12は全体に器壁が厚 く、日縁部は外反する。 13は高郭と考えられ、内面の一部にハケメ

が見られる。 14は郭で、郭部は内湾し口縁は九くおさめる。遺物の時期は、 1が出雲 I-3様式、

2が同 I-2様式、 3～ 5がⅢ-1様式、 6～8が V-1様式、 9がV-3様式、 11。 12が V-4様式

である。 13は松山編年のⅡ期、 14は奈良時代以降と考えられるが詳細は不明である。

Ⅲ区出土陶磁器

第 24図 は、Ⅲ区から出土した陶磁器類をまとめたものである。小片のため図化できず、写真掲

載のみとしたものもここで合わせて紹介する。

1・ 2は肥前系の皿である。 1は、内面に胎土目が認められる。 2は輪花皿で、内面に鉄絵が描

かれる。時期はいずれも17世紀第 1/4半期である。 3は龍泉窯の青磁皿で、大宰府編年
けの皿

1類に比定される。 4は広東産の水注ないし瓶である。時期は平安時代である。 5は李朝の皿で、

高台にも胎土目が認められるものである。 6は瓦質の高炉で、中世後半のものである。 7は美濃天
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目、 8は肥前系の摺鉢、 10は備前の奏である。写真図版 22aは越州窯系の青磁碗 1類または 2類

で、内面に目跡を残す。 bは龍泉窯の青磁碗 Blま たは 2類で、蓮弁をもつ。 cは大学府編年の碗

Ⅷ類である。 d・ eは肥前系の碗 と見られ、 17世紀末～ 18世紀初めと考えられる。出土した地区

は 1・ 3～ 6と boc・ dがⅢ-1区、 9がⅢ-2区、 2・ 7・ 8と a・ d・ eがⅢ-3区である。

己 ＼i

第 23図  Ⅲ区出土 土器実測図 S=1:3

-31-



0                    10cm

第 24図  Ⅲ区出土 陶磁器実測図 S=1:3

Ⅲ区出土土製品・銭貨

第 25図 はⅢ区出上の上製品と銭貨を図示した。

1～ 6は土錘である。 1・ 2は平面が長精円形で、長さ約 9 cm、 幅約 4 cmと ほぼ同様な大きさの

ものである。 2は長さ 2.9cm、 幅 3.6cmで横幅の方が大きくなるものである。 4～ 6は細身で小形

のものである。完形品は4のみで、長さ約 4 cm、 幅約 l cmで ある。 7は紡錘車で、欠損する部分

があるように見られる。径は約 5 cm、 孔の径は0.5cmである。 8は有孔円盤の可能性があるが、

孔を4つ もつ例はないようであり、詳細は不明である。 9・ 10は輸入銭で、 9は淳化元賓 (草書・

990年初鋳)、 10は唐國通費 (蒙書・959年初鋳)である0。 遺物の出上した地区は、 1・ 3～ 6。

8がⅢ-1区、 2・ 7はⅢ-2区、 9・ 10は Ⅲ-3区である。

Ⅲ区出土石製品

第 26。 27図 には石製品を図示した。第 26図 2・ 4、 第 27図 1・ 2・ 4・ 6がⅢ-1区、そのほか

はⅢ-3区から出土した。

第 26図 1は黒曜石製の石鏃で、先端を一部欠いている。 2は石包丁の破片である。刃も一部に

残存する。紐を通す孔から浅い溝状のくばみが続き、これは紐による摩滅痕の可能性もある。3は

石鎌の破片と見られる。右下のごく一部に刃が残っている。 4は石錘で、両端に紐をかけるくぼみ

をもち、長さ約 7 cm、 幅約 5 clllである。摩滅が著しく一方の端部を一部欠く。

愁受
ン

ア/p
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O 10cm

第 25図 Ⅲ区出土 土製品・銭貨実測図 S=1:2

第27図 1～ 3は管玉の未製品及び素材である。いずれも薄い緑色を呈する石材を使用するもので

ある。 1は右端付近が厚さ約 5 11ullに なっており、片面に溝の痕跡が残る。 2は全体が厚さ約 5111111

になっており、右端から約 5111111の ところに溝をもつ。図の上端をのぞく3つの端も直線的になっ

ており、打割 。研磨の痕跡は明瞭ではないが、一定程度厚さ。長さの調整が行われた段階のものと

考えられる。 3は前の 2者 よりやや厚みがある。溝の痕跡は右端にあり、図の表面と裏面の両方か

ら溝を入れている。右側面には擦痕をもつほか図の左上も斜めに切り取られているが、これが玉作

に関係するものかどうかは不明である。これらは板状の素材に施溝して柱状の素材を得る擦切技法

が認められるものである。

4は表 。裏面の一部に平坦面や凹面をもち、擦痕も認められることから砥石とした。きめの細か

い軟質の石を使用している。 5も 片面が凹面になっており砥石と考えられる。砂岩系の石を使用し

ている。 6は板状を呈する石材の片面に墨書が残るものである。墨書は2文字のうち上が「冠」な

いし「罪」と見られるが、「冠」の可能性が高い。下の文字は「神」である。何らかの祭祀に関わ

る遺物で、平安時代以降のものと考えられるが詳細な時期や性格については不明である。
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Ⅲ区出土木製品

Ⅲ区から出土した木製品を第 28・ 29図に図示した。木製品は、青灰色砂礫層のほか灰茶色砂、

青灰色砂質土からも加工痕をもつものが出上しており、それらについても掲載した。

第 28図 1は椀で、口縁の平面形は楕円になり、口径は長径で 15.2 cmと なる。 2は下駄と考えら

れる。 3は用途不明で、外径約 5 cm、 中に径 2.5 cmの 孔をもつ。 4は下駄の差し歯と考えられる。

第29図 1・ 2は下駄である。 2は一方の端部が斜めにカットされ、中央に3つ、端部に1つの小

孔をもつ。 3は棒状で一方の端部を欠くが、もう一方の端部には小さな袂りをもつ。 4は平面四角

形の板状を呈すもので、一方の端部付近に創り込みがある。両端には計 4つの釘孔を有する。5は

断面円形の棒状のものである。一方の端部付近に快りがある。

Ⅲ区出土動物遺体 (写真図版 25)

Ⅲ区から出土した動物遺体を掲載した。ウシ、ウマ、シカの骨や歯牙、スッポンの腹甲が検出さ

れた1の。

⇔
1

―

―

0            2cm

-

く 宝 三 乏 :憂 づ
》

4

‐‐力い日「山山［‐‐‐‐日日］田日山‐‐日日日日日日呟‐‐山

一

|

3

第 26図 Ⅲ区出土 石製品実測図(1)S=1:2(1のみ S=1:1)
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第 27図 Ⅲ区出土 石製品実測図(2)S=1:2
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1)島根県教育委員会 [西川津遺跡Ⅵ』 1996

2)中村唯史氏の御教示による
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以下、出雲○様式と記載したものはこの編年による。

4)松山智宏「出雲における古墳時代前半期の土器様相」『島根考古学会誌』第 8集 1991

以下、松山編年○期と記載したものはこの編年による。

5)大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第 11集 1994

以下大谷編年出雲O期 と記載したものはこの編年による。

6)松江市教育委員会『出雲国庁跡発掘調査概報』 1971

7)広江耕史「島根県における中世土器について」F松江考古』第 8集 1992

広江耕史・片岡詩子「島根県における吉代末～中世にかけての須恵器について」F中近世土器の基礎研究』Ⅳ

8)明石市教育委員会・平安博物館 F魚住古窯跡群発掘調査報告書』 1985

9)註 7に同じ

10)註 6に同じ

11)註 7に同じ

12)正岡睦夫「備前地域」F弥生土器の様式と編年』―山陰・山陽編- 1992

13)註 7に同じ

14)井上智博「西日本における縄文時代前期初頭の上器様相」「考古学研究』 38-2 1991

15)輸入陶磁器の時期については山本信夫氏の御教示を得た。他に次の文献を参考にした。

横田賢次郎・森田勉「大学府出上の輸入中国陶磁について」『九州歴史資料館研究論集』4 1978

16)永井久美男 編 F中世の出土銭』兵庫埋蔵銭研究会 1994

17)獣骨・動物遺体鑑定については西本豊弘氏に御指導いただいた。

イ ‖

第 28図 Ⅲ区出土 木製品実測図(1)S=1:3
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表 2 西川津遺跡Ⅲ区出土土器観察表

挿図番号
種類 法量(cm)

形 態・ 手 法 の 特 徴 出上場所 胎 土・ 色 調・ 焼 成 備 考
器種 口径 底 径 器 高

生
ξ 19.6

外
肉

ヘラミカキ、ナテ
ナデ、ヘラミガキ 青灰色砂礫

2mm大の砂粒を含む 淡責灰色
良好

頸部に段

生
写 17.2 内・外面:ナデ ? 青灰色砂礫

1～ 3mm大の砂 桂 を含 む 責灰 色
息浮

頸部 :3～5条のヘラ描沈緑文、
丸1輩す

07-03 外面:ナデ? 内面フ ケヽメ 青灰色砂礫 微砂粒を含む 灰自色 良好 木案文 ?ヘラ描沈線 、刺突文

07-04 弥 生
内・外面:ナデ 青灰色砂礫

3mm天のυ 種 を富 む

外面 :淡 灰掲 色  内面 :灰 色  良好
貝殻による羽状支、ヘラ描沈線文

07-05 外面:ナデ、ハケメ 内面:ナデ 青灰色砂礫
2mm大の砂粒を含む
淡灰色～暗灰色 良好

ヘラ描沈線、刺突文

07-06 立
内・外面 :ヨ コナデ 青灰色砂礫

2～ 3mmの 砂 | を少し含む
解 口縁部 :クシか貝殻による亥J目 支

07-07 弘 16.0 外面 :ヨ コナデ 内面:ナデ 青灰色砂礫
5mm以下 の砂 粒 を多く含 む 淡 褐色
息47

07-08 弘 20.8 外 向 :福 韻L摂 、ハケメ
肉面 :ナデ 、ヘラミガキ ハケメ 青灰色砂礫

1～ 3mm大の砂 粒 を含 む
外面 跳

「

泰 負  肉面 :辰負  息好

07-09 弘 40.8 外面 :ハケメ 内面 :ヨ ヨナデ 青灰色砂礫
lmm以下 の 砂 粒 をラ く含 む
墾 本 握 岳  出た

07-10 弥生
華

16.0 内・外面:ナデ?(風化書しい) 青灰色砂礫
3.5mnま で の 砂 粒 を含 む  炊 自 色
戯注 頸部:最低3本のヘラ描沈線

07 弥生
鉢

20.8 内・外面:ナデ、ハケメ 青灰色砂礫
3mm程 度の砂粒を身く含む 外向 :幡快色
肉面 :携 魔負 ～陪楊負  息好 胴言Б:ヘラによる5条の沈線文

07-12 推
奪

15,8 外向 :ナデ、ハケメ、据顕と覆
肉面 :風イヒのため不 llR

青灰色砂礫
2～ 4mmの曰く大きな種を身く含 む
贋 ～陪 匠負  B好 胴部に5条のヘラ描沈線文

07-13 弥生
暮

15.4 内・外面:ナデ ? 青灰色砂礫
3mm大の紗檻 含む 淡茶炊色
B好 胴部:ヘラ描7条平行沈線文

07-14 姓
警

17.0 内・外面:ナデ 青灰色砂礫
2～5mm大の 日色紗 租を身く含 む
贋吉 色  B好 頸部:5条ヘラ描沈線支

07-15
弥
彊 35.0 内・外面:風化のため不明 青灰色砂礫

2～ 4mmの日い紗 杜 を含 む
外面 :瀦粧 白色  穴面 :灰 白色  巳年 頸部:6条のヘラ描沈線文

07-16 推
碧

36.4 内・外面:ナデ 青灰色砂礫
3mm以 卜の紗 種 を身く含 む 炊 萄 色
色毎

部 :栗」冥 更
・ 皇ヽ V行 Ⅲ 趣 す

忙

士里

外面 :風化のため不明
内面 :ナデ (指頭圧雇 )

青灰色砂礫
lmm以 下の砂粒を含む 淡灰色
包好

頸部 :4条クン栖 況緑 、
3集クシ結 沈線

弥
菖 26.8 内・外面 :ナデ 青灰色砂礫

lmm以 下の砂粒を多く含む
外面 :灰 負 内面 :灰 白角  自好

3条半 行況緑 又 、円形 浮更 、
刻1目 突 1帯

勤
風化のため不明 青灰色砂礫

2mm大の砂粒を合む 淡灰色
由お7 口縁内面に孤文

13.8 内・外面 :ナデ ? 青灰色砂礫
3mm以下の砂粒を多く含む 灰掲色
巳力宰 刻目支、クシ描6条平行沈線文

19.8 外面 :ナデ、ハケメ
内面 :風イとのため不明 青灰色砂礫

2～ 3mmの日い紗 柾 を含 む
外 面 :灰茶 角  内面 :灰褐 色  島年

口縁部:床U突文 胴部:4条以上
ゐ ウラ焙 V各 Ⅲ 範 す

08-06 23.2 内・外面 :ナデ ? 青灰色砂礫
3mm以下 の砂 粒 を多く合 む 灰 褐 色
已お7 胴部:6条平行沈線文

08-07 20.6 内・外面 :ナデ ? 青灰色砂礫
1～2mm以下 の砂 粒 を夕 く含 む
殊匝 白岳  由解

08-08 14.6 内・外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ 青灰色砂礫
lmm以 下の砂粒を多く含む
淡灰橙掲色  良好

口縁部:3条平行沈線文

推
甕

21.0 内・外面:風化のため不明 青灰色砂礫
lmm以下の砂粒を多く合む 外面:淡

責白色～淡灰色 内面:灰 白色
良好

口縁部:ヘラ描刻目文
頸部:指頭圧痕突帯

08-10 20,8 内・外面:風化のため不明 青灰色砂礫
lmm以下の砂粒を夕く合む
外面 :灰白色 内面 :灰 色 良好

口縁 皆b:ス」日又
輛 蔀 :指 藉 FF痛輩 嵩

08-11 29.4 内・外面:風化のため不明 青灰色砂礫
lmm以下の靱
淡黄灰色 」

粒を多く合 む
}力7 口縁部 :刻 目文

08-12 17.C 内・外面 :ナデ ? 青灰色砂礫
2mm以下の砂粒を多く含む
良好

灰褐色 外面 :平 行沈線 文 (2段 )、

音径 4mm付の日 71

08-13 外面 :ハケメ 属部ナデ
内面 :ナデ 青灰色砂礫

3mm以下の砂粒を多く含む
良好

灰掲色

08-14 11.0 外面 :ナデ 内面 :ハケメ 青灰色砂礫
lmm以 下の砂粒を含む 淡灰色
良好

03-15 外画 :ナテ
内面 :底部指頭圧痕 ハケメ 青灰色石少礫

Zmm以 卜のυ 磁 言 0 黒炊 色
良 好

08-16 5.3 外 白 :ヘラミカ キ  i
肉 面・+学 つrセ彊 F

耶ナデ
良)

青灰色砂礫
lmm以下の砂粒を夕く含む
淡橙茶掲色 良好

08-17
弥
廣

白 :lat化 のため不 F

百 :ナデ

`指

市

「

示 青灰色砂礫
2mm以下の砂粒を晏く含む 外面 :淡

黄灰色  内面 :淡黒色 良好

08-18 弥生
廣部

白 :ヘラミカキ ほ部ナデ
百 :ナデ 青灰色砂礫

lmm以下 の 1

排 匠 ～陪 房
粒を多く含む

08-19
生
部

弥
庇 外面 :ヘラミガキ 内面 :ナデ 青灰色砂礫

1～2mmの砂 粗 を含 む
正 基 缶 ～ 熊 庁 色  由注

09-01 推
議

27.8 外 白 :ヨ ヨナデ 、ナデ 、ハケメ
内面 :ヨ ヨナデ、ハケメ、ナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

2mm以下 の 砂 租 を多 く含 む
正 白 線 亀  虫牌

3条平 行 況緑 更 、円形 スタンブ更 、
6峯の凹線 ヘラ粘 丸1輩す

09-02 弥生 外 向 :ナデ ?

内面 :風イヒのため不 明 青灰色砂礫
3mm以下の砂社を含む 炊 日色
a解 クシ描平行沈線、連続刺突支

09-03 泳生
密

外面 :ヨ ヨナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

青灰色砂礫 菊”暗掲色餅
蠅鞘鶏

下
淡
淡

ｍ以
配
配

２ｍ
外
内

口縁部:3条平行沈線文

09-04
弥
奎 19.6 孔詈窪獣畜ヨ響 鞘軍鍵γ湘 青灰色砂礫

lmm大の紗 柱 を含 む 淡炊褐 色
島年

口縁部:3条平行沈線文

09-05
猟
襲 36.4 外面 :ヨ コナデ ?

内面 :ヨ コナデ ? ヘラケズリ?
青灰色砂礫

lmm大の砂粒を合む 外面 :灰 白色
内面 :階灰角～灰 白角  島好

口縁部:浅い沈線文2本

09-06 18.6 外面 :ヨヨナデ ロ縁 i

内面 :ヨ コナデ、ヘラ
∫風化のため不明
‐

ズ リ

青灰色砂礫 lmmの砂粒を含む 淡茶黄色 良好

09-07 弥生
甕

14.8 外面 :ナデ
内面 :ヨ コナデ ?ナデ ?ヘラケズリ

青灰色砂礫
2mm以下の砂粒を多く含む
外面:浚灰色～暗灰褐色
内面:淡灰掲色 良好

口縁部:7条平行沈線文

09-08 弥生
密

24.5 外面 :頸部ハケメ 他不明
内面 :頸部ヘラケズリ 他不明

青灰色砂礫
Zmm以 卜のイ
肉 面 :匠 白 i

粒を含む 外面 :淡掲色
I 色お7

09-09 16.0 風化のため調整不明 青灰色砂礫
1～ 2mm以下 の砂 粒 を多く含 む
努 匠楊 魯 ～ 陪 F掲毎  息47

09-10 25.0 外面 :ヨ コナデ ? 膝 i:口 縁言Бヨヨ
ヘラ/「ズ Iナ 青灰色砂礫

lmm太 の 107 を含 む 外面 :淡灰褐色
I缶 ～匠拐 a 包47 口縁部:浅い平行沈線文
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種 類 法量 (cn)
形態・手法の特徴 出上場所 胎 土・色 調・焼 成 備 考

維 口径 底径 器高

09-11
弥生
蓋

内・外面:ヨ コナデ 青灰色砂礫
lmm以 下 の砂 粒 を含 む 淡灰 茶 色
由力軍

09-12 贈帥不
10.8 外面:ナデ? 内面:ナデ 青灰色砂礫

lmm以下の砂粒を多く合む 外面:淡

桃白色 内面:淡灰白色 良好 内面:口縁付近に一部すす付着

09-13
弥
言 20.4 外 白 :ヨコナデ

内面 :風化 のため不 明 青灰色砂礫
2mm以下の砂 粒 を身く含 む 外 面 :灰
楊 角  肉面 :陪辰楊 負  a浮 脚部:3条の沈線

09-14 弥生
底部 内・外面 :ナデ 青灰色砂礫

1～ 2mmの紗 租 を含 む
外面 :携 贋 音褐 角  ユ好 このミニチュア

09-15
弥
ョ 7.1 発目:李事γ旨頭圧痕) 青灰色砂蝶

2mm以 卜の紗 梃 身く含 む 貢褐 色
畠好 重 のミニチュア

09-16
弥
重

外 面 :ナデ  内面 :ナデ
博獣指 0百

『

清 青灰色砂礫
2mm以 卜の紗 権 身く含 む 炊 日色
白力7 童のミニチュア

10-01
土

ご 風化のため不明 青灰色砂礫
2mm以下の砂粒を多く含む
善 ″ 揚 名  白解

10-02
土師
目邑?

外面 :ヨコナデ
内面 :ヨコナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

lmm以 下の砂粒を僅かに含む
書 ″ 掻 名  白解

10-03 却
対

外面 :ナデ、ハケメ
内面 :ナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

2mm以下 の砂 粒 を少 し含 む 黒褐 色
也歳

10-04
却

・亜
14.5 外面 :ヨコナデ、ハケメ

内面 :ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫
lmm以 下 の砂 粒 を少 し合 む 灰 掲 色
息占7

10-05 師
杯

上
高 17.2 外面 :ハケメ、ナデ

内面 :ナデ、ヘラケズリ後ヘラミガキ 青灰色砂礫 微砂粒を合む 茶白色 良好

10-06 師
杯

上
高 17.0

う 面:ヨヨナデ、ナデ
面:ヨコナデ、ハケメ後ヨコナデ 青灰色砂礫

lmm大の砂粒を含む 外面 :淡責赤
掲色 内面 :塗 茶 白色  良好 脚部に直径lcmの 穴あり

10-07 師
邦

上
高

外面 :ナデ、ハケメ
内面 :ナデ、ハケメ 青灰色砂礫

2mm以下の砂社を僅かに含む
貨灰掲色 良好

10-08 師
不

上
高 20.2 内・外面:ヘラミガキ(タ テ方向) 青灰色砂礫 微砂粒を多く含む 責 白色 良好

10-09 師
郭

土
高 内・外面:ヨコナデ 青灰色砂礫

lmm以 下の砂粒を僅かに合む
外面 :暗灰褐色 内面 :灰褐色 良好

10-10 」ヒド中

高年 ?

須恵
邦蓋
須恵

26.8 外面 :ヨヨナデ
内面 :ヨヨナデ、ハケメ 青灰色砂礫 脚絶

‐ｍ
橙

,砂粒を多く含む
17

11-01 12.0 外面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ
(後ナデ ?)内 面 :ナデ、回転ナデ

青灰色砂礫
lmm以 下の砂粒を少し含む 言灰色
良好

11-02 内・外面:回転ナデ 青灰色砂礫 微砂粒を僅かに含む 暗吾灰色
良好

11-03 12.0 内・外面:回転ナデ 青灰色砂礫 密 灰色 良好

11-04 12.2 外面 :回 転ナデ 属部回転糸切 り
内面 :回 転ナデ、ナデ 青灰色砂礫 密 灰～暗灰色 良好

11-05 須思
フト?

15.6 内・外面:回転ナデ 青灰色砂礫 密 灰色 良好

11-06 須悪
杯 ?

12.2 内・外面:回転ナデ 青灰色砂礫 密 暗青灰色 良好

11-07 編
杯

外 面 :ナテ  履部 静止 糸切 り
肉而 :ナギ 青灰色砂礫 微砂粒を合む 淡灰掲色 良好

11-08 妬
罫

デ

【
ア

ナ

ナ

画

面

外

肉
属部 静止 糸切 り?

青灰色砂礫
1～ 2mm以下 の 砂 粒 を多 く含 む
株

「

握 缶  主″

11-09 22.0 内・外面:ナデ ? 青灰色砂礫
3mm以下 の砂 裡 を含 む 淡檀 灰 色
不 息 東播系

11-10 内・外面:回転ナデ 青灰色砂礫 微砂粒を含む 暗灰色 良好 東播系

11-11 鶴
奪

18.6 内・外面:ナザ 青灰色砂礫 密 灰色 良好

11-12 瓦器 ?
外国 :企足万同のケズリ後ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :回 転ナデ 底部回転糸切り?

肉面 :回 転ナデ

青灰色砂礫 密 灰色 良好

12-01
土師 13.2 青灰色砂礫

2mm大の¢粒を1望かに含む 炊茶色
B好

12-02 利
係

15.2 外 国 :回 転ナデ 属部 糸 VJり
肉面 :回 転ナデ 青灰色砂礫

lmm以 卜のけ概 少し含む 炊褐色
色好

12-03 鰤
係

14.8 風化のため不明 青灰色砂礫 密 淡橙灰色 良好

12-04 鰤
係

11.0 外白 :回 転ナデ 属部回転糸VJり

内面 :回 転ナデ
青灰色砂礫

〔け柾を含む 外国 :明 奈色
1面 :擁 掲角  自解

12-05 却
邦

11.6
外
庇 鑑糸切 り 青灰色砂礫

外面 :灰茶色 内面 :淡茶掲色
好

12-06 土師 ?

タト?
外面:回転ナデ 内面:回転ナデ 青灰色砂礫

砂粒を含まない 外面:黒灰責色
肉 面 :線 書 本 名  由好

12-07 蜘
罫

内・外面 :回転ナデ
底部風化のため不朗 青灰色砂礫

lmm以 下 の砂 粒 を含 み密  茶 黄色
白お7

12-08
土師 ?

フF? 10.6 2.1
外面 :回 転ナデ、回転糸切り
内面 :ナデ 青灰色砂礫

微砂粒を僅かに合む 暗灰褐色
磁力7

12-09 帥
郵

外面 :回 転ナデ 底部回転糸切り
内面 :回 転ナデ 青灰色砂礫

3～4mm大の砂 粒 を含 む 橙褐 色
由お7

12-10 郷
郷

内面・外面 :回 転ナデ
序蝋 同雛率 TJl,) 青灰色砂礫 微砂粒を含む 淡灰責色 良好

12-11 却
郷

内・外面 :回転ナデ 底部ヘラ切 り? 青灰色砂礫 砂粒を合まない 淡茶掲色 良好

…師
ψ 1.3 内・外面 :ナデ 底部回転糸切り? 青灰色砂礫 密 淡茶掲色 良好

12-13 土師
コF?

外面:回転ナデ 底部回転糸切り
内面:回転ナデ 青灰色砂礫

lmm以下の砂粒を僅かに含む
外面:灰掲色
内面:茶白色～淡灰色 良好

12-14 コEF印 肘
莉

白 :口縁 部 ヘラミカキ ?
ギ 青灰色砂礫 密 淡茶白色 良好

12-15 土属巾
lTN?

外 向 :回転 ナデ  内向 :回転 ナデ
庫部 糸削 青灰色砂礫 微砂粒を含む 淡黄灰色 良好 脚台をもつ

師
部

上
廣

外 白 :回転 ナデ  属 部糸 V」り
肉面 :回転 ナデ 青灰色砂礫 密 黒灰色 良好

12-17
土師 外 向 :回転 ナ デ  底 部 糸 V」り

肉 面・画 ar+ギ 青灰色砂礫
mm以 下の¢租を少し含み留
ξ白色  巳好 柱状高台付不

12-18 聾
卸

13.2 内・外面:ナデ、ハケメ 青灰色砂礫
n以 卜の炒 粒 をイ望かに含 む
渇負  荏好
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種類 法量(cm)
形態・手法の特徴 出上場所 胎 土・色 調・焼 成 備 考

器種 口径 底径 器高

12-19 帥
鍋

29.2 外面:ナデ、ハケメ 内面:ハケメ 青灰色砂礫
lmm以下の砂|
黒褐色 良タ

立を僅かに含む

12-20
土師
土饂

30.8 外面 :ナデ lt旨頭圧痕 )、 ハケメ
内面 :ハケメ

青灰色砂礫
lmm以下の砂
掲色 内面 :

とを含む 外面 :淡茶
怪灰色 良好

13-01
弥生 外面:不明 内面:ナデ 青灰色砂礫 lmm大の砂粒を合む 灰黄色 良好

Rによる羽状更、
日卑嵩

13-02 弥生
壺

内・外面 :ナデ 青灰色砂礫
lmm天の

内面 :灰

1檀 含む 外面 :晴灰色
!好

貝殻腹縁による羽状文、沈線支

13-03 弥生
欝

外面:ナデ、ハケメ 内面:ナデ ? 青灰色砂礫
4mm以下の砂粒を夕く含む 貢褐色
良好

ヘラ描斜格子文、指頭圧痕浮文

13-04 弥 生 136 内・外面 :ナデ ? 青灰色砂礫
3mm以下の砂粒を夕く含む 灰褐色
とお7 頸部:削 出突帯

弥 生 164 外面 :ナデ 内面 :ナデ、ヘラケズリ? 青灰色砂礫
2mm以下の砂和
淡灰褐色  良 !

少し含む
羽状文 (クシ状工具)平行沈線文

13-06 弥生
暮

内・外面 :ナデ 青灰色砂礫
4mm以下の砂粒を含み密
淡灰桃掲色 良好

13-07 推
甕

16.2 外面 :ナデ、ハケメ 頸部指頭圧痕 藪 靭
lmm以下の砂粒を含む 黒褐色
良好

13-08 推
甕

17.0 外面 :ナデ ?指頭圧痕
内面 :風化のため不明

青灰色砂礫
2mm以下の紗
淡灰掲色 J

を晏く含 む

13-09 弥生
甕

13.2 内・外面 :ヨヨナデ、ナデ 青灰色砂礫
3mm以下の紗粒をレく含む 炊茶色
良好

5条平行沈線文

1310 庄
鰹 25.8 外面 :ヨ コナデ、ハケメ 内面 :ナデ 青灰色砂礫

3mm以下の∪
撚 白楊 負  |

[少し含む
刻目文、ヘラ描格子文

13-11
弥 生 35.0 外画 :ナデ、ハケメ

内面 :ナデ、ハケメ 青灰色砂礫 岬勝
２ｍ
撚

を身 く含 む 刊霧制 行沈線文、

13-12 弥生
甕

26.8 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ

内面 :ヨヨナデ、ナデ
青灰色砂礫

3mm以下 の
夕(面 :陪贋

'

粒を僅かに含む
生 肉面 :灰褐角 良好

口縁部・胸部 :束U突支

14-01
弥生 ?

吉 内・外面:ナデ 青灰色砂礫
m以下の砂粒を合む 淡褐色
blr

14-02 17.5 外面:風化のため不明 内面:ナデ 青灰色砂礫
六の砂粒を含む 淡肌褐色 子文 (2条単位 )円 形浮 文痕

‖日空 嵩

14-03 弥生
奎

19.0 風化のため不明 青灰色砂礫
子の砂粒を多く含む
儀  白お

=

14-04 弥生
甕

外面 :ヨ ヨナデ 内面:ナデ 青灰色砂礫
lmm以下の砂 粒 を含 み密
暗書 匝塚 名  已諄

14-05 11.6 内・外面 :ヨ コナデ、ナデ 青灰色砂礫
nm以下 の砂 粒 を含 む 橙灰 色
!力7

14-06 外 白 :ヨ コナデ
肉面 :ヨ コナデ 、ヘラケズリ 青灰色砂礫

2mm以下 の砂 粒 を多く含 む 灰 茶 色
由お7 口縁部 :平 行沈線文2条以上

14-07 風化のため不明 青灰色砂礫
3mm以下 の砂 粒 を含 む 淡灰 茶掲 色
血浮 6本以上の沈線

14-08 外 向 :ハケメ 属 部ナデ
肉面 :ナデ

青灰色砂礫
3mm以 卜のけ租をグし千
外面 :灰褐色 内面 :皓

む
尾褐色 良好

14-09 外面:ナデ? 内面:ナデ 青灰色砂礫
Z～ 3mmの 中少柾を曾 む う
色 、一 部橙 色  内面 :淡

面 :責掲
こ色 良好

14-10 内・外面:ナデ 青灰色砂礫
3mm以下 の砂 粒 を多く含 む 茶 褐 色
巳お7

14-11 5.7 外面 :底部ナデ 他不明
肉面 :風イヒのため不朋 青灰色砂礫

3mm以下の砂斗
狭灰褐色 良

:便かに含む

14-12
弥
廣 外面:風化のため不明 内面:ナデ 青灰色砂礫

5mm以下の砂粒
色～淡黒色 序

,ご  タト回 :日

:白 掲色 良

14-13 勤 内・外面:ナデ(一部指頭圧痕) 青灰色砂礫
2mm程度の砂粒を含む 黒灰色
皇好

ミニチュア土器

14-14 師
帯

20.6 外面:ナデ
内面 :ヨ ヨナデ、ハケメ、ナデ 青灰色砂礫

3mm以下の自色砂粒を含む
外面 :責褐色  内面 :灰掲色 良好

14-15 鰤
筆

17.2 外面 :ヨコナデ、ナデ
内面 :ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

3mm以下の砂粒を身く含む 灰褐色
良好

14-16 師
奪

14.0 外面 :ヨコナデ 内面:ヘラケズリ 青灰色砂礫
]mm以 卜のれ少和
盤

「

褐 色  己 ,

努く含む

14-17
土師
占 , 10,4

外面 :ヨ ヨナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

]mm以 ドの紗 磁 1皇がに

外面 :灰褐色  内面 :黄5
・む
島色 良好 脚部

14-18
師
杯

土
言 内・外面 :ヨコナデ 青灰色砂礫

lmm以下の砂粒を含む 灰茶色
良好

14-19
師
添

土
菖 10。 6 内・外面 :ハケメ、ナデ 青灰色砂礫

2mm以下の砂粒を身く含む 灰褐色
良好

15-01
須 思

際 ?
12.4 内・タト面 :回 転ナデ 青灰色砂礫 微砂粒を含む 灰責色 良好

15-02 須恵
lTk

15.6 外面 :回 転ナデ 底部回転糸切り
内面 :回 転ナデ

青灰色砂礫
微砂】
内面 :

お
缶

外 画 :暗灰 色
ス 主

15-03 須恵
郷

16.8 11.8
内・外面 :回 転ナデ
底部回転糸切り(風化 )

青灰色砂礫 微砂粒を合む 淡灰色 良好

15-04 端
甕

23.4 外面 :ヨヨナデ、ハケメ
内面 :ハケメ後ナデ、ヘラケズリ

青灰色砂礫
lmm以下 C

「

楊 色  |
2を僅力ゝに含む

15-05
LH“

巳?
13.4 外面:回転ナデ 内面:回転ナデ ? 青灰色砂礫

lmm以下 の砂
排 F褐負  I

2を含 み 唇
仁

15-06 却
皿

12.0 内・外面 :回 転ナデ 青灰色砂礫
lmm以下 の 砂
盤 産 想 色  1

とを恒 かに含む
好

15-07 鰤
郷

12.6 内・外面 :回 転ナデ 青灰色砂礫 密 淡明掲色 良好

15-08 鰤
増

11.0 内・外面 :回転ナデ 青灰色砂礫
lmm以下 |

狙 面・搭 : 色  肉面 : 楊色  農好

15-09 鰤
杯

4.1 内・外面:ナデ 底部ヘラ切り? 青灰色砂礫
m以下の砂粒を含む 灰 白色
わ軍

15-10 『
杯

内・外面 :回 転ナテ 青灰色砂礫
Znm以 卜∽

外 面 :白 灰

!】笠 合み密
1面 :灰 星角  農好

15-11
土師
llll?

外面 :回 転ナデ E部 ヘラ切り?

内面 :回 転ナデ、ナデ
青灰色砂礫

Imm以下の砂粒を含む 淡灰褐色
色浮

15-12 土 師
皿

外面 :風化のため不明
内面 :回 転ナデ、ナデ

青灰色砂礫 聰
耐

ｍ
外

立を含む
! 内面 :携褐角 皇好

15-13 土師
不明

面
葡

外
肉

ヨヨナテ 属 部糸切 り?

ヨコナデ 青灰色砂礫
Imm以下の砂粒を含み密 淡灰褐色
喜好 足高高台 ?

外 面 :ヨ コナテ、ハケメ、ナテ lt目頭F■覆 )

内面 :ヨコナデ ハケメ 青灰色砂礫
m以下の砂粒を多く含む 灰 白色
お7
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種類 法量 (cm)
形態 。手法の特徴 出上場所 胎 土・ 色 調・ 焼 成 備 考

器種 口径 底径 器高

16-02 推
森

12.0
,卜白 :ヨ ヨナデ
肉面 :ヨ コナデ 、ヘラケズリ 青灰色砂礫

2mm以下の砂粒を多く含む 灰掲色
良好

16-03 推
警

12.8
タト白 :ヨヨナデ
内面 :ヨ ョナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫 賀解

下の砂粒を多く含む 灰掲色
口縁部 :2条平行沈線文

16-04
弥
ョ 11.2 外 画 :ヨ ヨナデ

内面 :ヨ ョナデ 、ナデ 青灰色砂礫
lmm以下 の V7●粒 を僅 かに含 む
灰 白負  &浮

16-05 弥生
底都 外面:ヘラミガキ 内面:ナデ 青灰色砂礫

文下 の紗 粒 を多 く含 む
色  己解

17-01
弥
目 18.0 内・外面 :ナデ 青灰色砂礫

m以
~下

の伯鉢 立を少 し含 む
贋褐 角  醇好

17-02 弥
宣 28.8 外画 :ヨヨナデ 内面:ヘラミガキ 青灰色砂礫

m以 卜のけ社を含む VL褐色
好 頸部に段

17-03 22.2 外面 :ナデ、ハケメ
内面 :ナデ、ハケメ?

青灰色砂礫 畠    肉 R5:
む 外 国 :茶褐
: 血算

17-04 内・外面 :ナデ 青灰色砂礫
4mm以下の砂粒を含む 外面 :風化
のため不FIF 内面 :未茶褐負  己好 外面に籾痕あり

17-05 18.0 外面 :ヨヨナデ、ナデ ?

内面 :ヨコナデ、ナデ (一部指頭圧痘 )
青灰色砂礫

3mm以下 の砂 粒 を多く含 む
匠楊 毎  由好

17-06
勤

彗 25.0 外面 :ヨヨナデ 内面 :ナデ ? 青灰色砂礫
2mm以下の獨
首灰色  使

租 を含 む
辛

17-07 弥生
壺

内・外面 :ナデ 青灰色砂礫
3mm以 下の砂粒を多く含む
淡灰褐色  良好

17-08 弥生
菫

14.8 孔目:夕凄〔具歩?チ
め不明(ハケメ?)

青灰色砂礫
2mm以下のる
黒褐色 良

立を多く含む

17-09 弥生
甕

15.0 外面 :ナデ 内面 :不明のため不明 青灰色砂礫
もmm以 卜の ね

タト面:橙灰1

ヨむ
面 :橙掲色  農好

2条のヘラ描沈線 竹管状工具
1,■ス漉‖牽

17-10 20.4 外面 :頸部指頭圧反 他不明
内 :月同部指頭圧痕 他不明

青灰色砂礫
3mm以下の輌
灰褐色 良

立を多く含む

17-11 23.0 外面 :ナデ、ハケメ 内面 :ナデ 青灰色砂礫
5mm以下の砂粒を含む
外面 :奏掲色 内面 :淡 褐色  良年 外面:6状ヘラ描沈線文

17-12 内・外面 :ヨ コナデ、ナデ 青灰色砂礫
3mm以下の洒
灰掲色 良

立を多く含む 日稼部 :界UttX
肩部 :8条平行沈線支

17-13 25.5 内・外面:ナデ 青灰色砂礫
うmm以 卜のね
外面 :茶 白 1

粒を夕く含む
, 内面 :灰掲色  良好 外面:3条ヘラ描沈線文

17-14 30.0 外面 :ナデ  内面 :ヨ コナデ、ナデ ? 青灰色砂礫
3mm以下の砂
黒掲色 皇汐

立をレく含む
刻目支、7条ヘラ描平行沈線文

17-15 36.8 外面 :ヨ コナデ 内面 :ヨ コナデ、ナデ 青灰色砂礫
3mm以下の靱
灰掲色 良 !

粒を多 く含 む
子 4条平行沈線文

18-01
生
ξ 37.6 外面 :ヨ コナデ、ナデ

内面 :風化のため不明
青灰色砂礫

zmmヵストΨ如
黄掲色 良

租を言 む
子

2条のヘラ描 ?斜格子文 、
亥J目 突幕

18-02
生
ヨ 19.2 内・外面:ナデ 青灰色砂礫

2mm以下の砂粒を含む
淡茶灰色 良好

口縁部 :突起状浮文
頸部 :刻 目突幕

18-03
生
軍 内・外面:ナデ 青灰色砂礫

lmm以下の砂粒を僅かに含む
淡灰掲色 良好

口縁部 :刻 目文

18-04
生
岳 23 4 風化のため不明 青灰色砂礫

」mm以 卜のり
灰 掲 色  良 J

ヱを多く含む 口縁部 :刻 目文
肩部 :2条平行沈線文

18-05 雉奉
27.2 内・タト面:ヨヨナデ、ナデ 青灰色砂礫

Jmm以 ドの棚
灰 白色 良】

盟を少 し含 む
刺突文、6条クシ描平行沈線支

18-06 推事
29.8 ア

デ
ア
ナ

回
面

外
肉

淑 部 輌 眼 に 猥 u(' 青灰色砂礫
2mm以下の砂粒を含み留
暗灰掲色 良好

頸部:指頭圧痕突帯

18-07 推
奪

28.0 風化のため不明 青灰色砂礫
2mm以下 の

「

掲 負  貫
粒を僅かに含む
F

18-08 姓
義

19.0 外 薗 :ヨ ヨナデ 、ハケメ
内面 :ヨヨナデ 、ナデ (―銘 ヘラミガキ 青灰色砂礫

lmm以 ドの

,卜面 :景揚
を僅かに含む
内面:灰褐色 良好

18-09 推
鶏

18.2
画

面

外
肉

ヨコナデ、アヽケメ
ヨヨナデ、ナデ 青灰色砂礫

lmm以下の砂 粒 を優 かに含 む
外雨 :諾庶掲負  肉面 :匡揚負  自好

18-10 推
彗

外面 :ヨヨナデ、ナデ
内面 :ヨョナデ、ナデ 青灰色砂礫

咽
榊

‐ｍ
灰 '租

を便 かに含 む
好

18-11 弥生
奪

15.4 内・外面:ナデ 青灰色砂礫 獅囃
一‐ｍｍ，翔

悧
色

ケ租 を身く含 む
好

口縁部:刻 目文

18-12 推
暮

13.6 外 薗 :ヨヨナデ 、ハケメ
肉面 :ヨ コ+ギ +ギ 青灰色砂礫

ての紗 粒 を恒 かに含 む
色   巳好

口縁部:2条平行沈線文

18-13 推
甕

12.4 外 薗 :ヨ コナデ 、ハケメ
肉面 :ヨ コナデ 、ナデ 、ハケメ 青灰色砂礫

‐ｍ
灰

文卜の紗 租 を身く含 む
色  色好

口縁部:平行沈線文

18-14 推
甕

15.6 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ
内面 :ヨ コナデ、ハケメ、指頭圧痛 青灰色砂礫

咆呻一］郷

聴 を少し含む
好 口縁部:平行沈線文

18-15 弥 生
S卜 ?

15.8 外面:風化のため不明 内面:ナデ 青灰色砂礫
炉租 を身く含 む
b7 刺突文

1816 生
よ 22.8 内・外面:風化のため不明 青灰色砂礫

m以 卜の紗 権 晏く含 む
面 :白灰 角  肉面 :白褐 負  喜好

弥生
甕

15.4 内,外面 :ヨ ヨナデ 青灰色砂礫
2mm以下の砂
狭灰楊角  |

を多く含む
口縁部:3条平行沈線文

弥生
塞

13.6 外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

2mm以下 の砂 粒 を僅 かに含 む
匝揚 魯  由お7 国縁部:6条平行沈線文

庄
極 26.6 外国 :風4ヒのため調整企明

内面 :口綴部ヨョナデ 他不明 青灰色砂礫
3mm以下 の砂 粒 を多 く含 む
書 塚 魯  白浮 口縁部:6条平行沈線文

庄
應 11,8 内・外面:風化のため不明 青灰色砂礫

2mm以下 の砂 粒 を含 む 黄掲色
白解

19-05 弥生
器台

34 4 外面 :風化のため不明
内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ、ナデ 青灰色砂礫

lmm以下の砂 粒 を含 む 灰 白色
白鯨

19-06
生
手 外面 :ヘラケズリ?ナデ 7 青灰色砂礫

2mm以下 の砂 粒 を含 む 白責色 ～
球 里楊 名  白解

19-07 弥生
底部

外面 :風化のため不明 内面 :ナデ 青灰色砂礫 報解 じ醍 多く含む

19-08
Й

底 10.2 内・外面 :ナデ ? 青灰色砂礫
3mm大の砂 粒 を多 く含 む 淡責褐 色
己解

19-09 弥生
底部

外面 :不明 内面 :ナデ 青灰色砂礫
4mm以下 の砂 粒 を多く含 む
殊 庁潜楊 名  息淳

19-10 弥生
底部

外面 :ナデ ?

内面 :ナデ ●旨頭圧痕 )
青灰色砂礫

3mm天の紗柾を言む
内・外面 :不明 良好

19-11 弥生
底部

10.3 外面 :風化のため不明 内面 :ナデ 青灰色砂礫
2mm以下の砂粒を含む 淡灰掲色
懲47

19-12 弥 生
庫部 外面 :ナデ 内面 :ハケメ、ナデ 青灰色砂礫

3mm以 卜の 107 を含 む 外面 :淡赤
圧碁掲 魯  息浮
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毒図番弓
種 類 法量 (cm)

形態・手法の特徴 出上場所 胎 土・色 調・焼 成 備 考
器種 口径 底径 器高

19-13
弥

底 内・外面:ナデ 青灰色砂礫
nm以下の砂粒を含む 浚黄掲色
!お7

外面:ナデ? 内面:ヘラミガキ、ナデ 青灰色砂礫 1 内 i

歩粒を含 む 外 面 :淡 明
:務 暗 匪揚 名  建扉

19-15
弥
底 内・外面:ナデ 青灰色砂礫 諺

開
子の砂 粒 を多く含 む
畠  亀汚7

19-16
弥
底 外面:ハケメ 底部ナデ 内面:ナデ 青灰色砂礫

nm以下 の砂 粒 を多く含 む
手匠娼 魯  也好

19-17 弥生
底部

内・外面:ナデ 青灰色砂礫
4mm以 卜のυ
球 匠 楊 魯  :

とを多く含 む
解

19-18
Й

底 内・外面:ナデ、ハケメ 青灰色砂礫
2mm以下の砂粒を含む 淡灰掲色
良好

ミニチュア土器

19-19 内・外面:風化のため不明 青灰色砂礫
3mm以下 の砂 粒を多 く含 む 灰 褐色
息解

20-01
師

‥ 16.2
夕Ⅲ薗:ヨコナデ 肉画:ヨ ヨナデ、
ナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

lmm以下の砂粒を少し含む 灰褐色
良好

20-02 蜘
説

25.4 内・外面:ヨヨナデ 青灰色砂礫
lmm以下 の砂 粒 を少 し含 む 茶 自色
巳力7

郎
帯

16.4 外面 :ヨ コナデ 内面 :ヨ コナデ、
ナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

2mm以下の砂粒を多く含む 灰褐色
良好

20-04 16.0 外面 :ヨヨナデ 内面:ヨコナデ
輌 欺 不 HH 青灰色砂礫

2mm以下 の砂 粒 を含 む 淡灰 色
急力7

20-05 16.2 内・外面:ヨヨナデ 青灰色砂礫
2mm麦メ
色  フ

Ｖ
蔵

少粒を含む 外面 :灰 自
雪灰色 良好

20-06
土

１ 14.0 内・外面:ヨヨナデ 青灰色砂礫
lmm以下の砂桂を含み留 外画 :橙

褐色 内面 :灰茶褐色 良好

20-07
帥
罫 18.6 外画 :ヨ コナデ後ナデ

内面 :ヨ コナデ
青灰色砂礫

lmm以下の ]

色 内面 :)

少粒を含み
買掲色 丁

晉 外 面 :炊
注

ぽ
杯

16.8 内・外面 :ヨ コナデ 青灰色砂礫
lmm以下の砂粒を少し含む 灰褐色
良好

帥
杯

外面:ハケメ後ナデ
内面:ナデ(暗文あり)

青灰色砂礫
zmm,ス トΨ)
茶掲色 」

房粒 を優 かに含 む
不部:内面に暗支

20-10
師
部

上
脚 13.4 外面 :ヨヨナデ

内面 :ナデ、ヘラケズリ
青灰色砂礫

lmm,ス トυフ
外面 :浚灰

れヽを便 かに含む
負 肉面 :灰掲色  己浮 高郭の脚、円形の穿孔あり

21-01
須 恵
妹 島 12.2 外 面 :回転 ナデ  底 部 ヘラケズリ

肉面 :肉面 チギ 青灰色砂礫
Zmm以 ドの
青灰色 I

ナ裡 を便 かに含 み留
好

21-02 須恵
lTN夢

12.8 内・外面 :回 転ナデ 青灰色砂礫 密 灰色 良好

21-03 須恵
底部

内・外面 :回転ナデ 青灰色砂礫 孤 υ 破 言
肉面 :淋 魔

卜面:暗灰色
147 不の脚部 ?

21-04
恵
縁

須
ロ

20.4 内・外面 :回 転ナデ 青灰色砂礫
5mm以下の砂粒を合む 暗灰掲色
息解 頸部:1条の沈線有り

21-05 土師
奢

27.2
画
面

外
内

ヨヨナデ、ナデ
ヨヨナデ、ヘラケズリ 青灰色砂礫

3mm以下 の靱
耕 魔掲 負  |

立を多く合む
好

21-06 却
荘

36.6 内・外面:風化のため不明 青灰色砂礫
もmm以「

υフυ 卍 を言 の
匠角  肉面 :一 部 未 4

F 外面 :淡
名  白力7

21-07 却
杯

13.0 外面
内面

回転ナデ(一部福頭圧摂)

回転ナデ 青灰色砂礫
lmm以下の砂粒を含む 黄褐色と灰
畠 い 子F云  巨好

21-08 却
郭

14.2 内・外面:回転ナデ 青灰色砂礫
lmmE
務灰イ

「の砂粒を僅かに含む
名  由力7

21-09 師
郵

10.6
画
面

外
肉

回転ナデ  圧部 回転糸切 り
同録ナデ 青灰色砂礫

lmm2
瀦灰 |

の紗 種 を少 し含 む
名  己力7

2110 師
邦

10.6 面
面

外
内

回転ナデ 属郡回転糸VJり

回転ナデ
青灰色砂礫

lmm以下の砂粒を僅かに含み密
淡茶黄色 良好

11 却
杯

10,0 内・外面:回転ナデ、回転糸切り 青灰色砂礫
lmm以 卜のυ
暗灰楊 色  J

立を僅 かに含み密
好

21-12 却
杯

2.0
外
内

ミナデ  底 部 ヘラ切 り?

=+ギ
青灰色砂礫

2mm以下 の砂 粒 を含 み密  責灰 色
己力平

21-13 蜘
杯

内・外面:回転ナデ 青灰色砂礫
lmm以下の砂
灰奏色 良ぢ

とを僅かに含む

21-14
コEH印
雰 ?

10.8 内・外面:回転ナデ 青灰色砂礫
lmm以下 の砂 粒 を僅 かに含 む
殊 匠揚 魯   包47

21-15
土 師
不

内・外 面 :ロクロナ デ
眸 とR筒 岳 ネ Int, 青灰色砂礫

lmm以下 の砂
匠 白名  息X

之を少し含み留

21-16 却
郷

外 面 :回 転 ナ デ  底 部 回 転 糸 VJり
丙・画 轟 +ギ 青灰色砂礫

lmm以下 の砂
膳 肝拐 魯  I

とを僅 かに合み露
好

21-17
土師
lTN

1.7 画
百

外
肉

回 転 ナデ  履 部 回 転 糸 V」 り
画 器 +ギ 青灰色砂礫

lmm以下の砂】
灰褐色 良角

とを僅かに含み留

21-18
土師
杯

5.1
外 白 :回転 ナ デ  E部 回 転 糸 V」り
肉 裔・画 器 +ギ 青灰色砂礫

Zmm以 卜のυ 租 を言 が

灰 掲 色  内面 :淡 茶糖
外面 :浚
息造7

22-01
縄
深 外面:条痕、ナデ 内面:条痕 青灰色砂礫

lmm以下 の砂 *
諧本 揚缶  白

を含み密 暗褐色～
子

剌突文

22-02 内・外面:ナデ 青灰色砂礫 3mm大の砂粒を合む 暗灰色 良好 刻目突帯

22-03 外面:条痕 内百:ナデ ? 青灰色砂礫
3mm大の砂
暗褐色 I

顕
解

雷 0 黒 狭 色 ～
波状口縁、国縁外面に刺突支

臓 X
梁鉄 ユ 外面:ナデ?条痕? 内面:ナデ ? 青灰色砂礫 lmm大の砂粒を含む 暗灰色 良好 刺突文

22-05
又
銚

穐
渓 外面:条痕 内面:口縁部ナデ ? 青灰色砂礫

2mm大の砂粒
暗灰色 良汐

言 み 密  灰 B～

22-06 外面:ナデ、貝殻条痕 内面:ナデ 青灰色砂礫
lmm大の砂粒
暗灰色 良う

多 く言 む  Ж ～
刻目突帯

22-07 外面 ナデ 内面:風化のため不明 I‖ -3 zmmttυ ,υ租 を言 む 狭 日B～
灰 色  良好

亥」目突帯

23-01
生
事

外面
肉面

ナデ狩旨頭圧痕、ヘラミガキ
ナデ ‖-1 1～2mm以下の砂粗をレく含む

外面 :淡茶褐色 内面 :暗灰掲色 良好

推森
30.2 外面 ヨヨナデ、内面:ヨコナデ、ナデ ‖-3 3mm以 卜のυ 和

淡灰 掲 色  良 J

多く含 む
頸部:沈線

23-03
生
≡ 24.0 外面:ナデ? 内面 :ヨ ヨナデ 7 ‖I-1

lmm以下の砂粒を晏く
灰掲色～灰色 内面

む  外 向 :淡
朱庁 名  嵐μ 口縁部:2条単位の斜格子文

23-04
生
ｇ 18.8

画
面

外
肉

ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ナデ?ヘラミガキ Ⅲ-3 ]mm以 ドのυ柾

暗灰掲色 良タ
多く含 む

23-05 艇落
23.2 内・外面 :口縁部ヨコナデ

胴部ハケメ
III―-1 微砂粒を含む 灰黄掲色 良好
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種類 法量 (c阿

形態 。手法の特徴 出上場所 胎 土・色調・焼 成 備 考
維 口径 底径 器高

23-06 23.8 剰 ナデ ?

ヨコナデ、ヘラケズリ?
I11--1

3mm以 卜の r7r柾 を多 く言 む
昔 庁 楊 a 息浮

口縁部 1平行沈線文
頸部 :指 頭圧痘突帯

23-07
勤

善
五:ヨ コナデ
]:ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラケズリ

Ⅲ-3 3mm以下 の砂 粒 を多 く含 む 灰 褐 色
息造子 口縁部:平行沈線文

23-08
生
ほ 20.4 面:ヨ コナデ ?

面:ヨコナデ ?胴部ヘラケズリ
‖I-1

1～ 2mmの砂粒を含む 外面 :灰 自色
～灰責色 内面 :灰 白色 良好

口縁部:4条平行沈線文

23-09 推
甕

外面 :ナデ
内面 :日縁部ヨヨナデ 胴部ヘラケズリ

III-1
lmm以 卜の紗 磁 多く宮 む
淡灰 褐 色  皇好

口縁部 :13条平行沈線支
外面にすす付着

23-10
上

部
外面 :ナデ
内面 :ナデ (一 部ハケメ)

‖I-2 1～ 3mmの砂粒を含む 外面 :淡灰褐
色～橙色 内面 :淡灰掲色 良好

23-11 弥 外画 :ヨヨナデ ?

内面 :ヨヨナデ ?
‖-3 2mm以下の砂粒を少し合む

良好
灰褐色

23-12 外面 :ヨヨナデ
内面 :ヨヨナデ、ヘラケズリ

‖-3 2mm以下の砂粒を夕く含む 灰褐色
良好

23-13
師
杯

デ
【ア

ナ
ナ

コ

コ

ヨ
ヨ

画
面

外
内 ハケメ Ⅲ-3

‐ｍ
陪

下の砂糧を僅かに合む
日缶  己好

23-14 12.2 内・外面:回転ナデ III-1
imm程度の自色砂粒を含み留

表 3 西川津遺跡Ⅲ区出土陶磁器観察表

挿図番号 器種 口径 (cm) 器高 (cm) 底径 (cm) B合  土 色  調 備 考

24-01 皿 10.6 2.65 淡灰緑色 内面に1合土目

24-02 皿 密 内面に鉄絵

皿 龍泉

24-04 水注 密 広東産 瓶 ?

24-06 皿 密 李朝 高合に胎土目

24-06 高炉 12.2

碗 12.4 密 美濃天目

摺鉢 15.0 肥前系

24-09 甕 22.0 備前

図版21a 碗 越州窯系の青磁

図版21b 碗 龍泉窯の青磁 蓮弁をもつ

図版21c 碗

図版21d 碗 肥前系

図版21e 碗 肥前系
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表4 西川津遺跡Ⅲ区出土上製品・銭貨観察表

膵図番号
種 類
器 種

法 量 (cm) 肇
●

形態。手法の特徴 出上場所 胎土・色調・焼成 備  考
長 さ 最大径 孔の径

25-01 土鍾 136.4 ナ デ III-1
lmm以下の砂粒を少し含む
黒掲色 良好

25-02 土鍾 1.7 ナ デ III… 2
lmm以下の砂粒を少し含む
黒褐色 良好

25-03 土錘 0.7 ナ デ Iil-1
2mm以下の砂粒を少し含む
灰掲色 良好

土錘 ナデ III-1
lmm以下の砂粒を僅かに含む
灰褐色 良好

25-05 土錘 ナデ III-1
lmm以下の砂粒を僅かに含む
黒褐色 良好

25-06 土錘 ナデ III-1
lmm以下の砂粒を僅かに含む
灰掲色 良好

25-07 防錘車? 21.9
ナデ ?(風化のた
め調整不明)

m-2 2mm以下の砂粒を多く含む
淡茶灰色 良好

25-08 有子L円
盤 ?

径3.8
0.2～
0.4

ナデ ?(風化のた
め調整不明)

I11-1
2mm以下の砂粒を多く含む
淡灰色 良好

4つの孔をもつ

25-09 銭貨 径2.3 III-3
淳化元賛
(草書 990年初鋳)

25い10 銭貨 径2.4 III-3 磯 島年初鋳)

表 5 西川津遺跡Ⅲ区出土石製品観察表

挿図番号 種 男u 出上場所 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ 重さ (cm) 石  材 備 考

26-01 石 鏃 III-3 黒曜石

26-02 石包丁 III-1

26-03 石 鎌 III-3

石 錘 III-1 76.8

27-01 玉素材 111-1 6.2 77.0
菅玉
擦切の溝

27-02 玉素材 III-1
菅玉
擦切の溝

27-03 玉素材 Ⅲ-3
菅玉
擦切の溝

石氏石 ? III-1 55.5

27-05 砥石 ? lil-3 107.4

27-06
不 明
石製品

III-1 396.4 祭品E具 ?

表 6 西川津遺跡Ⅲ区木製品観察表

挿図番号 種 類
法量 (cm)

出 上 場 所 備 考
長 さ 最大径 厚  さ

椀 III-1 青灰色粘質土 高台は平面やや楕円形

28-02 下駄 ? 5,9 III-3 青灰色砂礫層

28-03 不明 III-3 青灰色砂礫層

28-04 下駄 ? III-2 青灰色粘質土

29-01 下駄 20,0 ‖I-1 青灰色粘質土

29-02 29,2 III-1 青灰色砂礫層

29-03 不明 III-3 青灰色砂礫層

29-04 Iil-3 青灰色砂礫層

29-05 112,0 III… 2 青灰色砂礫層
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第 4章 Ⅵ区の調査

第1節 調査の経過と概要

調査経過

西川津遺跡Ⅵ区は朝酌川と持田川の合流地点付近に位置し、左岸の河川敷を中心とする部分であ

る。海崎橋付近については 1983(昭和 58)年 に調査が実施され、縄文時代の遺構としては土坑、

遺物では、早期末～前期の上器を大量に確認している°。このときの地形図を見ると、朝酌川は現

在より西側を流路とし、今回調査を行ったⅥ区の位置は水田になっていた。

Ⅵ区は、海崎橋付近で行われた前回の調査区よりさらに約 50m上流に所在する。調査区の旧状

は、大きく水田部分と河川敷部分に分かれ比高差がおよそ2mあったため、水田部分の発掘を先

行して土層の確認を行うとともに、比高差を小さくしてから河川敷部分の調査にとりかかった。調

査開始時には、遺構や遺物包含層は標高 Om付近までに存在しそれ以下は無遺物層と考えていた

が、標高 Om以下にも遺物包含層が存在することがわかった。無遺物層は適宜重機により除去し、

最終的には最深部で標高-2m付近まで掘り下げを行った。水田部分は重機により表土から約 lm

まで除去し、その下位にある青灰色粘質土から入力で掘り下げを行った。河川敷部分は表上のみ薄

く除去し、以下は人力で掘り下げた。

第 30図 西川津遺跡Ⅵ区 調査区全体図 S=1:300



調査概要

Ⅵ区は、下流で実施された以前の調査で地山が確認され、縄文時代の上壊などが検出されている。

今回も遺構の存在が想定されたが、水田部まで含めて調査区全体が朝酌川の旧河道と考えられ、河

道内に杭列遺構を検出したほかは遺構は認められなかった。

基本的な層序は、旧水田耕作上を除去すると河川堆積物層が厚 く存在し、最下部ではこの付近の

基盤層となっている玄武岩が存在する。北壁、西壁それぞれで分層は可能だが、実際の調査ではそ

れぞれの層位を把握することは困難であった。

主要な遺物包含層は砂礫層 1(北壁 15層 )、 砂礫層 2(北壁 19層 。西壁 8層)で、ここから弥生

時代の土器を中心に遺物が多量に出上した。また、粘質土と細砂の縞状堆積 (北壁 21層・西壁 10

層)以下では、砂層と混在する礫層から少量ながら縄文土器が出土し、砂礫層 1。 2よ りも古い時

代の堆積があったことを示している。このほか土層図には示すことができなかったが、調査区の南

東部に存在する淡青灰色土層から、まとまって土器が出上している。この層は砂礫層 1よ り上層に

存在し、土器の時期は全体的に新しいものである。

遺物は砂礫層 1・ 2か ら縄文時代～古墳時代の上器が出土しているほか、磨石などの石製品、分

銅形土製品、鋤、抗などの木製品が出土している。

第2節 調査の結果

Ⅵ区については、それぞれの遺物包含層、遺構を層位的に上位のものから記述する。

淡青灰色土出土遺物 (第 32図 )

淡青灰色土は砂礫層 1の上位に位置し、砂礫を含まないことから増水時ではなく、比較的流れが

緩やかな時期に堆積 した層と考えられる。第 32図 1～7が弥生土器、 8～ 13'15～ 18は土師器、

14は須恵器である。 1～ 5はいずれも奏で、 4をのぞき口縁端部に沈線を施し、 2では沈線が細 く

多条化する。調整は風化のため不明なものもあるが、内面頸部以下はヘラケズリを施すものと考え

られる。 6は脚部で、器壁は薄く脚端部は丸 くおさめる。鉢または高郭の脚部と考えられる。 7は

底部で、内外面ヘラミガキが認められる。8～ 10は奏である。8は複合口縁の端部に平坦面をもち、

肩部には波状文がかすかに認められる。9は単純口縁で、肩部にはヘラ状工具による刺突文を施す。

内面のヘラケズリは、顕部よりやや下位から施される。 10は複合口縁が形骸化 したもので、頚部

が長 く壼とも考えられる。 11は郭で、器壁は表面が剥離 している。九底で、日縁部先端では器壁

が薄 くなる。 12は高郭で、外面郭底部に段をもち、口縁部が外反する。古墳時代のものと考えた

が、弥生時代終末まで遡る可能性がある。 13は 高郭の脚で、途中から屈曲して端部にいたる。脚

外面はヘラミガキ、内面はヘラケズリを施した後ナデている。 14は郭蓋で外面に突帯をもち、口

縁部内面は段をもつ。 15は 口径約 15cmを はかる口縁である。風化のため調整など詳細は不明であ

るが、直口壷の口縁の可能性がある。 16～ 17は壺、 18は奏でいずれも大形のものである。風化が

進んでいるが、 16の頭部にはヘラ描きの沈線を組み合わせた有軸羽状文、 18の肩部にはクシ描き

の平行沈線と波状文が認められる。遺物の時期は、 1・ 3が出雲V-1～2様式か、 2が同V-3様式、

4～6が同V-4様式、 8～ 12・ 15～ 18は松山編年のⅡ～Ⅲ期
°、 11・ 13が同Ⅲ～Ⅳ期、 14が古墳

時代後期で大谷編年の出雲 2～3期°である。
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杭列状遺構 (第 32'33図 )

Ⅵ区の中央付近に存在する旧河道で検出された杭列である。この河道は、この調査区の主要な遺

物包含層である砂礫層 1に覆われていた。抗上面の高さは標高約 lmである。検出時にはこの杭

列に自然木が引っかかるように残っていたが、加工の痕跡はなかったため、後の自然堆積にかかる

ものと考えて除去した。

杭は大きく2群に分けられると考えられ、河道に平行するように約 20本、直交するように約 10

本の杭が打ち込まれている。抗の長さは0,4m～ 1.Omと 様々であるが、河道に平行な一群が直交

するものにくらべ長い傾向が認められる。杭は土層図 (第 31図 )か ら考えると、青灰色粘質土

(北壁第34層 )に打ち込まれたものと見られる。

杭列の時期は、後述する砂礫層 1の遺物から考えて、古墳時代前期を下ることはないものと考え

られる。なお、河道に直交する杭列に近接して弥生時代の鋤が 1点出土しており、この杭列の時期

を示す可能性もある。

第 33図 Ⅵ区 杭 。木製品出上位置図 S=1:300
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砂礫層 1出土遺物 (第 34～40図 )

砂礫層 1か らは、縄文時代～古墳時代前期までの遺物が出土しているが、その大多数は土器であ

る。第 35図は 1～4が縄文土器、 5・ 7～ 14が弥生土器である。 1は深鉢で、胴部から口縁部へ直

線的にのびるものである。外面には横方向と縦方向の隆帯をもち、横方向の隆帯には刻目が施され

る。内外面とも条痕調整である。 2も 深鉢で外面に縄文をもつものである。 3は波状となる口縁部

で、外面には凹線が認められる。 4は浅鉢で、風化 しているが外面の凹線は巻き貝によるものと考

えられる。 5は朝鮮系無文土器の可能性がある。日縁部を外面に折 り曲げて肥厚させるもので、指

頭圧痕が認められる。 6は時期 。器種とも不明の上器である。蓋または台状を呈し、外面には多数

の刺突文をもつほか、中央付近には径 l cmの 円子しが貫通する。 7は壷の肩部付近で、外面には列

点文、ヘラ描き文が施される。 8は壷の胴部で、外面全体がヘラミガキで調整される。 9～ 14は奏

である。 9は無文で内面に指頭圧痕が残る。 10も 無文であるが、頸部付近で器壁が薄くなリアク

セントがつく。頚部には指頭圧痕、内面にはハケメが残る。 11は頚部やや下に沈線をもつもので、

口縁端部に刻目文が施される。 12は正確な口径が不明であるが大形のもので、頸部に 1本の沈線

をもち、口縁部にはヘラによる刺突文が施される。 13は ヘラ描きの沈線が多条化するもので、口

縁部には刻目文をもつ。頚部付近には、縦方向と斜め方向のハケメが認められる。 14は 口縁部が

短く外傾するもので端部には刻目文をもつ。頭部の沈線は 6本施される。遺物の時期は、 1が前期

初頭、 2が中期、 3が後期初頭、 4が晩期である°。 6は縄文時代のものと考えておきたい。 7

は出雲Ⅱ-1様式であろうか。 8～ 12が出雲 I-2様式、 13が同 I-3様式、 14が同 I-4様式と考

えられる。なお、 5は弥生時代中期のものと見られる。

第 36図 は弥生土器の壺である。 1は 口縁が大きく開くもので、端部は全体に肥厚し、面をもつ

が文様はない。 2は端部外面にヘラ描きの刻目文をもつものである。 3～ 6は端部がわずかに上下

に拡張し、外面には凹線文をもつものである。 4は外面のほか、内面にも5条の凹線をもつもので

ある。 5も 口縁内面にヘラ描きの波状文をもつ。 7は口縁部に凹線を施すが、口縁部の外反が緩や

かである。頸部には貼付の指頭圧痕突帯をもつ。 8も 口縁部の外反は緩やかで、頸部は破損 してい

るが、少なくとも4条の凹線文が施されている。 9は頸部外面にハケメが認められる。 10は頭部

が長 く、日縁部は短 く外反する。口縁部には外面のほか内面にも3条の凹線文をもち、頚部にも

2条の凹線文とヘラ描き刺突文が認められる。頭部の内 。外面はハケメで調整される。遺物の時期

は、 1が出雲Ⅱ-1様式に相当すると考えられる。 2は出雲Ⅲ-1～ 2様式、 3～10は同Ⅲ-2様式～

Ⅳ-2様式のいずれかに相当すると考えられるが、口縁部のみの破片が多 く、特定は困難である。

第 37図は奏である。 1は口縁が短 く外反し、票部には 8条のクシ描き平行沈線を施す。 2は 日

縁がくの字に屈曲し、端部はわずかに上方へつまみ上げられるように拡張する。 3は 2と 同様の形

態をとるもので胴部内 。外面はハケメで調整される。 4は口縁部がわずかに肥厚し、頸部付近の器

壁が胴部よりやや薄くなる。胴部最大径付近にクシ描きの列点文を巡らせ、調整は胴部上半が内・

外面ともハケメ、外面胴部下半は縦方向のヘラミガキである。 5は大形の奏で、日縁端部に 1条の

浅い沈線を巡らせる。胴部外面にはハケメが認められる。 6は 口縁部が肥厚し、わずかに上方に拡

張する。口縁端部には刻 目文、頸部には指頭圧痕突帯、胴部最大径付近にはクシ描きの列点文が

2段にわたって施される。調整は胴部上半に内・外面ともハケメが認められる。

遺物の時期は、 1が出雲Ⅱ-1様式、 2～6については凹線文が認められないことから、同Ⅲ-1～ 2
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Ⅵ区 砂礫層 1出土土器実測図(2)S=1:3第 36図
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様式に相当すると考えられるが、全体の器形をうかがわせるものがないため、詳細は不明である。

第 38図 は奏と高杯である。 1は 口縁が上方に大きく拡張するもので、口縁端部には沈線が施さ

れるほか、胴部最大径付近にはクシ描きの列点文が 2段にわたって施される。調整では胴部内面の

かなり頸部に近い位置までヘラケズリが施されるのが注目される。 2～ 7は頸部がくの字に屈曲し、

肥厚する口縁端部に凹線文が施されるものである。 2は頸部に指頭圧痕突帯をもち、ハケメ調整が

認められる。 3は口縁部付近のみの破片で、口縁部は凹線文のほか刻目文、円形浮文により加飾さ

れる。4も 指頭圧痕突帯をもつもの、 5は 口縁部のみの破片で、頸部以下の調整は不明である。 6

は頸部に粘土紐を貼 り付けず、指頭圧痕文のみを施すものである。 8は口縁部が上方に大きく拡張

し、 5条の凹線文を施すものである。調整はヨコナデのみで、ヘラケズリは確認できない。 9は高

郭で、郭部は内湾して端部の上面には 2条の沈線が施されるほか、郭部外面に4条の凹線と刻目文

が巡らされる。内面には砂粒の移動痕が残 り、ヘラケズリののちナデで調整したものと見られる。

0                    10cm

第 37図  Ⅵ 区 砂 礫 層 1出土 土 器 実 測 図 (3)S=1:3
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遺物の時期は、 とについては、ヘラケズリの範囲がかなり上位にまで及ぶことから時期が下る可

能性もあるが、クシ描き列点文の施文位置から出雲Ⅳ-2様式と考えておきたい。 2～ 8については

出雲Ⅳ-1～ 2様式と考えられる。 9については杯部の形態から出雲Ⅳ-2様式に特定できると考え

られる。

F♂〃〃″子テ

',FFr'♂

子ザゴ

〆

砂礫層 1出土土器実測図(4)S=113
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第 39・ 40図 は弥生時代後期の上器を掲載した。第 39図 1・ 2は壷、 3～20が奏、 21が鉢と見ら

れる。 1は口縁部が緩やかに外反し、端部は上下に拡張して 4条の凹線を施す。頭部以下をヘラケ

ズリで調整する。 2は直口壷で、口縁部は胴部よりもやや厚 く、端部は九 くおさめる。外面は口縁

端部をのぞいて細かなヘラミガキ、内面は口縁部～頸部をヨコナデ、胴部はヘラケズリで調整する。

3～6は内面のかなり高い位置まで縦方向のヘラケズリを施すが、頸部にまで及ばないものである。

口縁の形態は、 3の ように全体に肥厚するもの、 5の ように上方に拡張するものなど各種あり、日

縁端部には 2～3条の凹線文を施すが、 6の ように無文のものも存在する。口縁端部以外への施文

は、 4で胴部最大径付近に刺突文をもつほかは認められない。 7～ 9は外面の頚部よりやや下に刺

突文をもつものである。いずれも頸部付近まで横方向のヘラケズリで調整される。 7の ように口縁

部に文様はもたないものも存在するが、口縁は肥厚・拡張する。 7は クシ状工具、 8は貝殻腹縁、

9はヘラ状工具による刺突である。 10～ 20は、施文が口縁端部の凹線文のみで、刺突文が認めら

れないものだが、これは土器の残存状況によるところも大きいと考えられる。 10の ように口縁部

全体が肥厚するものもあるが上方に拡張するものが多く、 3条～ 5条の凹線文を施すものである。

13・ 16の ように頭部内面に面をもつものや、 15の ようにヘラミガキを施すものも存在する。 21

は鉢と考えたが、下半部の形状は不明である。外面には横方向の細かいヘラミガキが施される。遺

物の時期は、いずれも出雲V-1様式と考えられる。

第 40図はいずれも奏である。 1～ 9・ 11～ 13は 口縁端部が拡張し、日縁端部に 4～ 5条の擬凹線

文を施すものである。日縁部～頸都付近までの破片が多く、胴部の施文や調整が不明なものが多い

が、 12で は外面の頸部からやや下にクシ描きの列点文が施される。調整は 1・ 2・ 8な ど外面にハ

ケメを残すものと、 5や 12の ようにナデ調整のものが存在する。内面は胴部に横方向のヘラケズ

リを施すが、 1の ように頚部にヘラミガキを施すもの、 2の ように横方向のハケメを施すものなど

も見られる。 14。 15は、口縁端部に細い多条の沈線が施されるものである。 14は 口縁部が大きく

上方に拡張し、外面に 14条の平行沈線が巡る。頸部の内面は横方向のヘラミガキ、胴部は横方向

のヘラケズリである。 15は 口縁端部に 17条の平行沈線が巡るほか、顎部にも同様な沈線が少なく

とも4条認められる。口縁部内面は横方向の細かいヘラミガキ、頭部以下はヘラケズリである。

16～ 18は 口縁端部が文様をもたないものである。 16は比較的器壁が厚く、口縁の先端に向かい先

細りとなる。外面の顎部やや下にクシ描きの平行沈線を巡らせる。 17・ 18は 、 16よ りも器壁が薄

くなり、口縁部が緩やかに外反しながら上方へ拡張して先端は先細りとなる。内面の頸部以下はヘ

ラケズリを施す。

遺物の時期は、 1～ 13が出雲V-2様式、 14・ 15が同V-3様式、 16～ 18が同V-4様式と考え

られる。なお、 10は口縁端部に文様をもたないものであるが、日縁形態・調整から出雲V-2様式

のものと考えられる。
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第 39図 Ⅵ区 砂礫層 1出土土器実測図(5)
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第 40図 Ⅵ区 砂礫層 1出土土器実測図(6)S=1:3
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第 41図は弥生時代の高郭・器台・把手・底部、土師器の奏・高郭・器台を図示した。 1・ 2は高

イの郭部、 3は脚部である。 1は端部が拡張し、 3条の凹線と刻目文が施される。必部外面がヘラ

ミガキ、内面はハケメの後ヘラミガキで調整される。 2も 口縁部に 3条の凹線文をもつ。 3は脚端

部が複合口縁状を呈し、 3本の凹線が施される。内・外面ともハケメで調整される。 4～ 6は器台

でいずれも受部である。 4は外面に 10条の平行沈線を巡らせる。外面の一部はヘラミガキ、内面

はヨコナデで調整される。 5は外面に文様をもたないもので、内・外面とも横方向の細かいヘラミ

ガキで調整する。 6は口縁部外面に平行沈線のほか、円形浮文を貼 り付ける。外面はハケメ、内面

は受部をヘラミガキ、筒部をヘラケズリで調整する。 7は把手で、細かいヘラミガキで調整する。

この把手がつく土器の器壁は比較的薄く、内面はヘラケズリが認められることから、注口土器の肩

部につくものと見られる。 8は脚部で、外面に 3条の沈線が巡る。 9～20は底部で、 9は外面にハ

ケメ、内面にヘラミガキが認められる。 10～ 14・ 16。 17は いずれも外面が縦方向のヘラミガキ、

内面はナデが施される。 18～20は いずれも内面にヘラケズリが施されるものであるが、 19。 20は

ヘラケズリが縦方向で、外面はヘラミガキであるのに対 し、 20は横方向のヘラケズリで外面はハ

ケメである。 21は土師器の発で、複合口縁の先端部が外側へ屈曲する。 22も 奏であるが器壁が厚

く、短 く外傾する単純口縁で外面にはナデの痕跡が残る。 23・ 24は高郭と考えられる。口径は

23が 20.8cmで 郭部が深 く口縁端部は丸くおさめるものである。調整は郭部内面に横方向のヘラミ

ガキが施される。 24は復元口径が 24.6cmと 大きく、浅い郭部をもつものと見られる。先端になる

につれて徐々に器壁が厚 くなり、端部には平坦面をもつ。 25は鼓形器台の脚部である。脚端部に

向かってハの字状に開き、端部は九くおさめる。文様はもたず、内面はヘラケズリで調整する。

遺物の時期は、 1～3が出雲V-1様式、 4・ 6が同V-2様式、 5・ 7がV-3様式に相当すると考

えられる。 9～ 20に ついては、内面ナデ調整のものは出雲Ⅲ-1様式以前、ヘラケズリが見 られる

ものは同Ⅲ-2様式以降と考えられるが、それ以上の特定は困難である。土師器については、 21・

25が松山編年 I期、 23が同Ⅲ期と考えられる。 22・ 24については詳細は不明である。

砂礫層 2出土遺物 (第 42・ 43図 )

砂礫層 2か らは、縄文時代～弥生時代の遺物が出土している。遺物の時期が砂礫層 1と 重なると

ころもあるが、下限は弥生時代で、古墳時代の遺物は出土していない。第 42図 1～4は縄支土器で

ある。 1は浅鉢と考えられ、外面に斜め方向の隆帯をもつ。内 。外面とも条痕調整である。 2は胎

土に繊維を含み内 。外面とも条痕調整を施す。 3・ 4は突帯文土器で、口縁部のやや下方に刻み目

をもつ突帯を巡らせるものである。 5。 6は弥生時代の壷である。 5は肩部の破片で、ヘラ描 きの

平行沈線などを施文する。 6は頸部に段をつくり出す。 7～■ は奏である。 7は口縁端部を外側ヘ

折 り曲げて肥厚させるもので、頸部にヘラ描き沈線が施される。8は無文のもので、外面にハケメ、

内面に指頭圧痕が認められる。 9は 口縁が外側へ屈曲し、わずかに肥厚するもので鉢の可能性 もあ

る。頸部には指頭圧痕をもつ貼付突帯を巡らせる。調整は内・外面ともハケメである。 10も 口縁

部が屈曲するもので、外面はハケメ、内面は部分的にヘラミガキが認められる。 11は 口縁部が肥

厚し、端部には平行沈線が施される。胴部は内 。外面ともハケメで調整される。 12・ 13は鉢で、

12は 口縁端部がT字状に拡張し、刻目文が施される。また胴部にはクシ描きの列点文も施文され

る。 13は大形のもので、胴部は内湾して口縁部に至る。口縁部は12と 同様にT字状に拡張し、上
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第 41図 Ⅵ区 砂礫層 1出土土器実測図(7)S=1:3
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面には 3条単位のクシ描き格子文が施されるほか、口縁部から胴部には刻目突帯文、クシ描き刺突

文が施文される。

遺物の時期は、 1が縄文時代前期初頭
°、 2が早期末

の、 3・ 4が晩期
°である。 6～ 8は 出雲 I一

2～4様式、 9。 10'12が同Ⅲ-1様式、 13がⅢ-2様式、 11がⅣ-1様式に相当する。

第 43図 1～5は奏、 6～ 13は脚部・底部である。 1は器壁が全体に厚 く、口縁が上方に拡張し

4条の平行沈線を施す。内面はヘラケズリで調整するが、頸部付近は指頭圧痕が残る。 2は 5条の

平行沈線を施し、頚部まで横方向のヘラケズリで調整する。 3は口径が小さく、口縁部に円孔をも

ち、頚部に平行沈線、刺突文を施文するなど装飾性の強いものである。内面頸部はヘラミガキ、以

下はわずかながらヘラケズリが認められる。 4は比較的器壁が厚 く、日縁部先端が先細 りになるも

のである。胴部内面はヘラケズリと見られる。 5は小形の奏で、単純口縁をもつ。胴部最大径付近

から4段にわたって半裁竹管による刺突文を施し、内面は頸部までヘラケズリで調整する。 6は小

形の壷ないし鉢の底部と見られ、内面に指頭圧痕が残る。 7は底部穿孔された脚部で内・外面とも

ヘラミガキを施す。 8～ 13は外面に縦方向のヘラミガキを施すものである。 9については、最下部

付近にハケメが認められるほか、砂粒の移動痕もあリヘラケズリが行われた可能性もある。内面調

整はナデ、ハケメ、ヘラミガキ 。ヘラケズリと各種のものがある。

遺物の時期は、 1が出雲V-1様式、 2・ 3が同V-2様式、 4が V-4様式に相当する。 5は内面

ヘラケズリ調整を施しているが、器形・文様の特徴からは出雲Ⅲ様式とも考えられる。脚部、底部

については内面調整から13が出雲Ⅲ-2様式以降、その他は同Ⅲ-1様式以前の可能性が高い。

砂礫層 3・ 4出土土器 (第 44図 )

遺物包含層である砂礫層は、北壁の上層観察では 23層、 26層、 27層の 3つに分層できる。一

方西壁では 15層、 19層の 2つ にしか分けられない。このため、北壁と西壁の層位については、北

壁 23層 はそのまま西壁 15層 に対応させ砂礫層 3、 北壁 26層 ・27層 の 2つは西壁 19層 に一括 し

て対応させ砂礫層 4と しておく。ただし、 19層 は 20層 。21層 といった有機物を含む粘質土を挟

み、細分できる可能性をもつ。なお、これらの層は二次堆積と考えられるものの、縄文土器以外の

遺物は出土していないことから、堆積した時期が出土遺物の時期に比較的近い可能性がある。

第 44図 1～ 4は砂礫層 3、 5～8が砂礫層 4か ら出上したもので、いずれも深鉢と考えられ、胎

土に繊維を含んでいる。 1は内・外面を条痕調整する。 2は口縁部が肥厚し、貝殻腹縁による刺突

支をもつもので内面は条痕調整である。 3は、外面に半裁竹管様の二叉の工具と2枚貝の貝殻腹縁

を用いた連続刺突文を施す。内・外面とも条痕調整である。4は、内・外面とも条痕が認められる。

5は底部付近で、九底になるものと考えられる。外面には縄文、内面には条痕が施される。 6は外

面は条痕地で、一部に縄文がみられる。 7は縄文を地文とし、日縁部に貼付突帯をもつ。突帯には

2枚貝による刺突文が施されるほか、器表にも同様な刺突文が複数列施されるようである。

8は内・外面条痕調整とみられる。

1は長山式、 2'3が西川津A式で、4も 西川津式と見られるが、文様がないため詳細は不明で

ある。 5。 6・ 8は菱根式、7は長山式で、時期は縄文時代早期末～前期初頭にあたるの。
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第 43図 Ⅵ区 砂蝶層 2出上土器実測図(2)S=1:3

Ⅵ区出土土器 (第 45・ 46図 )

第 45。 46図 は、壁の崩落などにより出土層位が特定できなかった土器のうち、図化可能なもの

を掲載した。第 45図 1～4は縄文土器でいずれも深鉢である。 1は胴部から口縁部へ直線的にのび

るもので、外面に羽状縄文、内面に条痕をもつ。 2は波状口縁で、口縁部が肥厚する。外面には太

い凹線をもち、内面は条痕調整である。 3・ 4は突帯文土器で、口縁よりやや下に刻目を有する突

帯が巡る。内・外面とも条痕調整である。 5～ 18は弥生土器である。 5は壺の胴部で、ヘラ描きの

沈線文、刻目文などが施される。調整は内・外面ともヘラミガキである。 6は奏で、口縁が緩やか

に外反する。 7～9は壼である。 7は口縁が大きく外反し、端部は肥厚する。顕部には凹線が認め
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第 44図 Ⅵ区 砂礫層 3・ 4出上土器実測図 S=1:3

られる。 8は短頸壺で、肥厚する日縁の上面に 2条の沈線文が施される。内面はナデであるが、ハ

ケメと見られる工具痕がわずかに残る。 9は大きく開く口縁の端部で、上面に 4条の凹線とクシ状

工具による刻目文が施される。 10は鉢と考えられる。胴部から直立して口縁部に至 り、端部が小

さくT字状に拡張する。内・外面ともナデ調整と考えられ口縁部直下には指頭圧痕が残る。 11～

17は奏である。 11は回縁端部がわずかに上方につまみ上げられるように拡張し、外面に刻目文が

施される。全体に風化が著しいが、内面の一部に粗いハケメが認められる。 12は 口縁全体が肥厚

し、端部は丸 くおさめる。胴部外面はハケメで調整する。 13～ 16は 口縁端部に平行沈線を施すも

のである。 15は頸部に指頭圧痕突帯をもつが、そのほかは頚部以下を欠 くため、詳細は不明であ

る。 18は高郭で、日縁端部が肥厚 し、刻目文を施す。内・外面ともヘラミガキで調整する。

遺物の時期は、 1が縄文時代早期末
。、 2は 同後期初頭、 3・ 4は晩期であるH)。

5・ 6は出雲

I-2～3様式、 7・ 10～ 12・ 18が同Ⅲ-1～ 2様式、 8・ 9。 13～17がⅣ-1～2様式と考えられる。
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第 46図 1～ 6・ 8・ 9は弥生土器の奏で、口縁端部が拡張して外面に 3～ 5条の平行沈線を施すも

のである。内面頚部付近から下位にはヘラケズリを施すが、 4。 6では頭部の一部にヘラミガキが

加えられている。 9は肩部付近まで残存 し、外面に刺突文を巡らせているのがわかる。 7は頸部が

やや長 く、壷の可能性がある。内面の口縁部から頸部にかけてはハケメで調整する。 10は奏と考

えられ、日縁部が大きく拡張し、 10条の細い沈線が施される。 11も 弥生土器の奏で、口縁端部が

わずかに外側へ屈曲する。口縁部には施文されず、肩部に平行沈線が施されるのみである。 12は

短い単純口縁をもつ奏で、頸部はくの字に屈曲する。文様は施されず、内面頸部以下はヘラケズリ

で、胴部下位はさらに細かいヘラミガキを加える。 13～ 18は底部で、 13～ 16は 内面ナデ、 17。

18はヘラケズリが施される。 16は底部に穿孔がある。 19。 20は脚部である。 19の胴部内面、

20の脚部内面はヘラケズリで調整される。 21は須恵器の郭身で比較的長いかえりをもつ。

遺物の時期は 1～ 9が出雲V-1様式、 10が同V-3様式、 ■ がV-4様式と考えられる。 12は

出雲V-3～ 4様式のいずれかに相当すると見られる。底部・脚部については、内面ナデ調整を施す

13～ 16は 出雲Ⅲ-1様式以前、 17～20は同Ⅲ-2様式以降の可能性が高い。 21は古墳時代後期で

ある。

Ⅵ区出土石製品・土製品 (第 47図 )

第 47図 は石製品と土製品を掲載した。 1は、砂礫層 1の上にのる砂 +粘質土層から出土した磨

石で、一方の面がやや平坦になり、その中央付近に径約 2 cmの 浅いくぼみをもつ。 2は砂礫層 1

から出土した石錘で、板状の石の両短辺にくぼみをつくる。 3は分銅形土製品で、これも砂礫層 1

から出土した。半裁竹管状ないしクシ状の工具による刺突文、ヘラ描沈線文などが施されるもので

ある。

Ⅵ区出土木製品 (第 48～ 52図 )

Ⅵ区から出土した木製品は、杭列状遺構を構成する杭が多数を占めるが、高必などの容器、鋤、

祭祀具とも考えられる用途不明の木製品なども出上している。

第 48図 -1は高郭の郭部である。イ底部は比較的平坦で、底部外面には花弁状の装飾が施され

る。底部のほぼ中心となる位置には、小さな孔をもつ。 2・ 3は用途不明の木製品である。 2は一

方の端部を欠いているが、もう一方の端部はふくらみをもつように加工される。横断面は半円形で

ある。 3は薄い板状で、片方の端部を欠くが、もう一方の端部は突起状に加工される。何らかの祭

祀具の可能性が考えられる。 4は用途不明の部材である。各面ともきれいに面取りされている。 5

は鋤の先端部分である。 4本刃とみられ、柄を取り付けるためのくぼみをもつ。 6は柄とも考えら

れるが、一端は杭のように削られている。 7は一方の端部にぶくらみを残し反対側をとがらせてい

る。 8は一方の短辺に到り込みをもち、長辺の円子とが認められる。

9は薄い板状の木製品で、円孔が 3つ認められる。 10も板状の木製品で、用途不明である。

第 49・ 50図は杭である。自然木の先端のみを削って杭としたものがほとんどで、全体に加工を

施したものは第49図 2・ 6、 第50図 2・ 4な ど少数である。長さは 36.Ocm～ 93.lcmと 様々である。

第52図 は梯子と考えられる。径 10cm前後の比較的太い自然木に、深さ4～ 8 cmの くぼみを3つ

設けている。
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第 46図 Ⅵ区出土 土器実測図(2)S=1:3
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註

1)島根県教育委員会『西川津遺跡』Ⅲ 1987

2)松本岩雄「出雲・隠岐地域」『弥生土器の様式と編年』―山陰・山陽編- 1992

以下、出雲○様式と記載したものはこの編年による。

3)松山智宏「出雲における古墳時代前半期の土器様相」『島根考古学会誌J第 8集  199ユ

以下、松山編年○期と記載したものはこの編年による。

4)大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」F島根考古学会誌』第 11集 1994

以下大谷編年○期と記載したものはこの編年による

5)小林達雄 編 F縄文土器大観』 1・ 3・ 41989

6)井上智博「西日本における縄文時代前期初頭の土器様相」『考古学研究』 38-21991

7)註 61こ 同じ

8)小林達雄 編『縄文土器大観』 4 1989

9)註 6に同じ

10)註 61こ 同じ

11)註 8に 同じ

0              5cm

石製品・土製品実測図 S=1:2
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表7 西川津遺跡Ⅵ区出土土器観察表
種類 法量(cm)

形態・手法の特徴 出上場所 胎 上・色 調 '焼 成 備 考

器種 口径 底径 器高

推
華

17.6 偽目:∃∃李昇i乱ヶズリ 淡青灰色土
２ｍ
良

文下 の砂 粒を壼く含 む 炊褐 色 口縁部:3条平行沈線文

32-02 帷
姦

15。 8
外面 :ヨ コナテ、ハケメ
肉面 :ヨ コナデ ヘラケズリ

淡青灰色土 微砂粒を含む 淡茶責色 良好 口縁部:7条平行沈線文

32-03 推
甕

29.0 外面:ナデ 内面:風化のため不明 淡青灰色土
1～2mmの砂粒を多く合む 淡茶白色
良好

口縁部:6条平行沈線文

32-04
弥生
甕

13.0 貧寄:∃∃李5、 ヘラケズリ?
淡青灰色土 微砂粒を含む 茶白色 良好

32-05
庄
毎 16.4 風化のため不明 淡青灰色土

‐ｍ
缶

下の砂粒を多く含む 淡桃掲
上むイ

生
部

弥
関

11.2 内 ,外面 :風化のため不明 淡青灰色土
３ｍ
負

下の砂粒を多く含む 淡色褐
しむ7 低脚不か?

32-07
弥生
底都 贄目:父号ミ雰華、プ妻輩

ナデ?
淡青灰色土

lmm以 下 の砂粒 を含む 暗灰色 ～
正本缶  白解

32-08 師
甕 織召:目∃チ夢、ヘラケズリ?

淡青灰色土
lmm以 下 の砂 粒 を多く合む 淡灰責
名  由鯨 外面に波状文

32-09
土師
甕

14.6
外面 :ヨ コナデ 胴部不明
内百 :ヨ ヨナデ 胴部ヘラケズリ 淡青灰色上 鶴著罐 也色夕理静茶褐色 ヘラ描刺突文

32-10
土RRl

甕
13.0 内・外面 :風化のため不明 淡青灰色土

|

れn"ス
司面 :曇鯉暫逸錮

:解
この可能性もある

32-11 輛
郭

13.0 表面剥離のため調整不明 淡青灰色土
lmm以下の砂粒を多く含む、2～ 5mmの

大きい砂粒もあり 淡茶黄色、
一部淡灰色 良好

32-12
帥

罫

土
菖 18.7 内・外面 :ヨ ヨナデ 淡青灰色土

1～2mmの砂 粒 を含 む 淡灰褐 色
已解 外面に段

32-13
帥

沐

土

菖
外面 :ナデ、ヘラミカキ
内面 :ヘラケズリ後ナデ、ナテ

淡青灰色土
]mm以 卜9'υ
淡音 白色 (淡 !爺 ってぃ。

32-14 忌
書

須
杯

14.4
外面:回転ナデ、回転ヘラケズリ、ナデ
内面:回転ナデ、ナデ 淡青灰色土

lmm以 下の砂粒を僅かに含む
音灰色 良好

32-15 蜘
載

15.2 風化のため不明 淡青灰色土 4mm大の砂粒を含む 淡灰色 良好 直口壺か?

32-16 鰤
帯 織目:昌∃チ票よラケズリ?

淡青灰色土
3mm以 下の砂粒を僅かに含む
淡灰褐色 良好

ヘラ描有軸羽状文

32-17
上師 20.8 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ

内面 :ヘラケズリ?
淡青灰色土

3mm以下の砂粒を僅かに含む

灰 白掲色 良好

32-18 鰤
塗

23.0 貧零:事事4罠みヶズlJ 7 淡音灰色土
2mm以下の砂粒を少し含む
灰褐色 良好

5条の平行沈線文、6条の波状文

縄文
深鉢

内・外面:貝殻条痕 砂礫層1
2mm大の砂粒を含む 外面 :黒灰色
肉面 :圧缶  息好 刻目をもつ隆帯文、西川津 B式

35-02 縄又
深鉢 ?

外面:条痕 内面:ナデ 砂礫層 1
lmm以下の砂粒を多く合む 灰掲色
良好

舟元 Ⅵ

35-03 縄文
深鉢 ?

内・外面:ナデ? 砂礫層 1 2mm大の砂粒を含む 黒灰色 良好 波状口縁、凹線文、中津式 ?

35-04
縄文
深鉢

外面:ナデ?内 面:風化のため不明 砂礫層 1
碇
材

怖

”

(の砂粒を多く含む 淡赤茶色
匠tl e好 巻貝による沈線、宮滝式

35-05 忙
塞

156 外面:指頭圧痕、ナデ 内面:ナデ 砂礫層 1 4mm大の砂粒を合む 淡灰色 良好 朝鮮系無文土器か?

35-06 縄文 7

不明
風化のため不明 砂礫層1 3mm大の砂粒を含む 灰茶色 良好 円孔、宋1突文

35-07 弥生 外面:ナデ 内面:ナデ、ハケメ 砂礫層 1
lmm大の砂粒を含む 茶灰色～灰色
H解 ヘラ描沈線、クシ描列点文

35-08
弥 生 外面:ヘラミガキ、底部ナデ

肉百:ナデ 砂礫層1

怖
負

|の砂粒を含む 茶灰色～暗灰
慧年

35-09
生

ｇ 外面:ナデ? 内面:ナデ 砂礫層1

耐

灰

‐ｍ
沸

fの砂粒を多く含む
名  由お子

35-10
弥 生
恋

外面 :ナデ (指頭圧痕 )

肉面 :ナデ、ハケメ
砂礫層1

2mm以下の砂粒を多く含む
黒褐負 E年

35-11
弥生
甕

15.3 風化のため不明 砂礫層1 習そ堰R懃彗暮晉く1議匿
～
賀甲

口縁部:ヘラ状工具による刻目文
頸部1条の沈線

35-12 弥生
甕

外面 :ヨ ヨナデ、ナデ
穴面 :風化のため不明

砂礫層1 μ?鮮維鈍 廼y奄 噺
勁

部:ヘラ状工具による刻目文
1峯の 中 趣

35131瞥 26.6
外面 :ヨ コナデ、指頭圧痕、ハケメ
内面 :ヨ ヨナデ

砂礫層1

～2mm以下の砂粒を多く含む

t目繋喜彊色
～
覧緑色 縣葛霧鞠謂 破

35-14
生

雪 23.4
外面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ハケメ
内面 :ヨ ヨナデ、ナデ 砂礫層1

mm以下の砂粒を多く含む
こ灰掲色 良好

口
覇 ヘラ結沈線 支

36-01 等 168 風化のため不明 砂礫層1
mm以下の砂粒を多く合む
た黄灰色 良好

36-02
弥 生 28 8 内・外面 :ナデ ? 砂礫層1 婚

鰤
鳥諮堤糖鏑分網桑)

口縁部:ヘラ状工具による刻目文

36-031等 28.6 内・外面 :ナデ 砂礫層1 暇涙蜜竃粒綸謹色良好
口縁部 :4条平行沈線文
□縁部内面 :5条平行沈線支

36-04
生
ξ 孔召彊瞥奨々

め不明 砂礫層1 暇聾鍵毯粒緑 色良好口縁部:2条平行沈線支

36-05
生
写 内・外面:ヨコナデ 頸部指頭圧痕 砂礫層1 £甥 昭虞縫

タト
貞炉

:2条平行沈線文
ヘラ粘渡状文

36-061: 21.2 内・外面 :ヨ コナデ 砂礫層1

mm以下の砂粒を壼く含む 次 日色
こ力子 口縁部:3条平行沈線文

36-071瞥 26.2 墾チ;瑠覇濃雛β聯耳葎 砂礫層1  1瞥 酵
粒を含む 淡貢褐色～淡黒色 景裂曽藉謂電理彙畢文

36081攣 22.2 内・外面 :ヨ コナデ 砂礫層1  1智 ピ
下の砂粒を憂く含む 炊掲色

昇職業喬革葎陣

36C19瞥 25 0 染用
:帝

矧皆3宗花の解親
のため

砂礫層1  1懲 P下
の砂粒を多く含む り七日色 口縁部:4条ヘラ描平行沈線文

削0瞥 29.0 外面:ヨ コナデ、ハケメ
内面 :ヨ ヨナデ、ハケメ 砂礫層1  1聖?下

の砂粒を合む 灰茶黄色 緋� 艦
37-011瞥 17.6 偽目:∃∃茅耳i夕寮ケ

反 砂礫層1  1報ピ想翠咄争
壼く含む 頸部:8条クシ描平行沈線文

37-02 推
奪

18.6 内・外面 :ヨ ヨナテ 砂礫層1

imm以下の砂粒を晏く含む
淡灰掲色 良好

37-03 推
義

13.6 内・外面 :ヨ コナデ、ハケメ 砂礫層1

‐ｍ
包

文下の砂粒を含む 黄灰色
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挿図番号
種 類 法量 (cm)

形態 。手法の特徴 出上場所 胎 土・色 調・焼 茂 備 考
器種 口径 底径 器高

37-04
生
鬱 18.2 面:ナデ、ハケメ、ヘラミガキ

面:ヨヨナデ、ハケメ 砂礫層1

lmm以下 の砂 粒 を少 し含 む
謄 圧楊 41 島お7 胴部:クシ描刺突支

37-05
在
と
¨

28.8
ぢ 面

面
ヨヨナデ 胴部ハケメ
ロ縁部ヨコナデ 胴部ナデ 砂礫層1

lmm以下 の微 砂 粒 を夕 く含 む
釈 面 :膳匠名  八面 :匪本名  由解 口縁端部:浅い沈線

37-06
在
と 23.6 内。外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ 砂礫層 1

lmmの 砂 粒 を僅 かに含 む 黒褐 色
息造7

刻 日更 、T目 顕 L反突 雨 、
ヘラ粘東‖突支

姓箋す
19.6

夕1面 :ヨヨナデ、ハケメ、ヘラミガキ、ナデ
内面:ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 砂礫層 1

lmm以下の砂】
黒褐色 良勾

僅かに含む
胴吉Б:クシ描剃突文

38-02 20 8 画
面

外
内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ハケメ、ナデ 砂礫層 1

lmm以下の砂粒を僅かに含む
灰掲色 良好

口縁部 :3条の平行沈線文
頸部 :指頭圧痕突幕

28.8 画
面

外
内

ヨヨナデ、ナデ
ヨヨナデ、ハケメ?

砂礫層 1
lmm以下の砂粒を少し含む 黒掲色
息47

口縁部 :平行沈線文 、刻 目文、
円形浮文 頸都 :指頭圧痕突帯

29.8 内・外面:ヨ ヨナデ 砂礫層 1
lmm以下の砂粒を多く含む 灰褐色
慮47

口縁部 :3条平行沈線文
頸部 :指頭圧痕突林

16.8 内・外面:ヨ ヨナデ 砂礫層 1
lmm以下の砂粒を夕く含む
茶黄色～灰色 良好

口縁部 :3条の平行沈線文
外面 :一 部すす付着

38-06
生
再 17.0 内・外面:ヨ コナデ 砂礫層 1

lmm以下の砂粒をやや含む
外面 :暗茶色 内面 :茶白色  良好

口縁部 :4条平行沈線文
頸部 :刻 目突幕

弥 生
奪

19,4 外白 :ヨヨナテ
肉面 :ヨコナデ ヘラミガキ , 砂礫層1

lmm以下の砂粒を壼く
,(面 :秦F缶 肉面 ! i灰色 良好 曇覇鶉窯薩皐騒鼻祭文

エ 166 内・外面:ヨ ヨナデ 砂礫層1
lmm大の砂粒廷
～黄褐色 良

む タト回靱 衛B 口縁部:5条平行沈線文

生
罫 15.4 外面:ナデ 内面:ヘラケズリ後ナデ 砂礫層1

lmm以下の翻
―
粒芝
344

晏く含 む 只舞艦譜盪縫ゴ部
“
条の

弥 生 25.4 タト向 :ヨヨナデ、アヽケメ
内面 :ヨヨナデ、ヘラケズリ 砂礫層1

lmm以下 の砂 裡 を含 む 灰 自色
巳好

口縁部:4条平行沈繰文 内側に
すす付着

39-02 弥 生 12.0 給雲鰯 下 肉向:口縁部ナデ 砂礫層1
3mm大の1

の砂粒を

2mm以下 (

陪歴褐や

神翔授ｒ
む lmm以下
軋 自浮 直口壺

39-03 弥生
事

10.4 外面 :ヨヨナデ、ナデ
内面 :ナデ、ヘラケズリ 砂礫層1

立を晏く含 む
好

口縁部:3条の平行沈線文

弥生
華

15.0 外面 :ヨヨナデ、ハケメ
内面 :ヨ ョナデ、ヘラケズリ 砂礫層1

2mm以下の拶
灰 色～陪灰 f

立を多く含 む 外 向 :淡
肉面 :灰揚負  巳好

口縁 部 :3条の平 行況緑 更
胴 部 :ヘラ粘夷‖牢 ▼

弥生
奪

170 外面 :ヨヨナデ、ハケメ
内面 :ヨ ョナデ、ヘラケズリ格ナデ ?

砂礫層1
2mm以 卜のυ 梃 少 し含 む 黒褐 色
己好

口縁部:2条の平行沈線文

39-06 弥生
磐

122 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ
内面 :ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 砂礫層1 似

算
３ｍ
由

卜の紗 粒 を少 し含 む 黒褐 色

39-07 弥生
蓬

12.4 外面 :ヨヨナデ 胴部に一部ハケメ
内面 :ヨヨナデ、ヘラケズリ 砂礫層1 微砂粒を含む 茶黄色 良好 胴部:クシ描刺突文(一部ハケメ)

39-08 弥生
甕

10.8 外面:ヨヨナデ、ハケメ
内面:ナデ、ヘラケズリ後ナデ ?

砂礫層1

lmm以下の砂粒を多く含む
外面:乳灰色～黒色
内面 :▼L灰色～暗褐色 良好

口縁部:3条平行沈線文
胴部 :クシ描刺突文 すす付着

弥生
甕

14.0 画:風化のため不明
面 :胴 部ヘラケズリ 砂礫層1

1～2mmの砂 粒 を含 む 淡 黄灰 色
由″ 胴部 :刻 目文

39-10
庄
鬱 22.0 面:ヨヨナデ、ハケメ

面:ヨヨナデ、ヘラケズリ 砂礫層1

3mm以下の砂粒を多く合む
外面:黄褐色 内面:黒褐色 良好

口縁部:3条平行沈線文

39-11
庄
笞 150 面:ヨ ヨナデ、ハケメ

面:ヨコナデ、ヘラケズリ 砂礫層1
lmm以下の砂粒を多く含む 外面:淡

灰色～暗灰色 内面:淡灰色 良好
口縁 部 :3条半 行況緑 X
外面 口綴 下 部 :すす付 書

39-12
庄
こ 190 面:ヨヨナデ、ハケメ

面:ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 砂礫層1
lmm大の砂粒を少し含む 黒掲色
良好

口縁部:4条平行沈線文

39-13
生
ｇ 130 歩 面:ヨヨナデ

面:ヨヨナデ、ヘラケズリ 砂礫層 1
lmmの砂粒を含む 外面:黒茶灰色
内面:茶灰色 良好 口縁部:3条平行沈線文

39-14
在
億
］

21.0
う 面 :ヨコナデ

面 :ヨコナデ、指頭圧痕、ヘラケズリ
砂礫層 1

]mm以 卜のυ
外面 :黒掲 趣

裡 :夕し
面ヽ :

む
:楊缶  色解 口縁部:3条平行沈線文

39-15 15.0 外面 :ヨヨナデ
内面 :ヨヨナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ

砂礫層 1
lmmtt w¢柾を多く
灰色  内面 :淡責掲て

封む 外面 :暗
1 息力子

口縁部:3条平行沈線文
士 士 付 善

39-16
弥

雲 18.0 外面 :ヨヨナデ、ハケメ
内面 :ヨヨナデ、ヘラケズリ

砂礫層 1

lmmの 砂粒を含む 外面 :灰褐色
内面 :淡灰色 良好

口縁部 :4条ヘラ描沈線文
全体にすす付着

39-17 弥生
甕

16.2 外面 :ヨヨナデ
内面 :ナデ、ヘラケズリ後ナデ

砂礫層 1

lmm以下の砂粒を僅かに含む
灰掲色 皇好

口縁部:3条平行沈線文

39-18 忙甕す
24.0 外面 :ヨコナデ

内面 :ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ
砂礫層 1

1～ 2mmの砂粒を
内面 :淡灰掲色

む 外面 :灰掲色
息浮 口縁部:4条ヘラ描平行沈線文

39-19 弥生
慈

16.0 外面 :ナデ
内面 :ヨコナデ、ヘラケズリ

砂礫層 1
lmm以下の砂粒を多く含む 外面 :茶

褐色～灰褐色 内面 :淡茶褐色 良好
口縁部 :5条平行沈線文
途中で4条になってぃる

39-20 弥生
な 18.3 外画 :ヨヨナデ

内面 :ヨヨナデ、ヘラケズリ
砂礫層 1

1～ 2mm以下の石
灰 白色～暗灰牟

位を多く含む
色 良好

口縁部 :4条平行沈線文

弥生
鉢 ?

16.6 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 砂礫層 1

微砂粒を含む 外面:淡橙茶白色～
黒白茶色
内面:淡橙茶色～黒白茶色 良好

距甕
一

16.2 外面 :ヨ コナデ、ハケメ

内面 :ヨヨナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ
砂礫層 1

2mm以下の砂粒を多く含む 外面 :暗

灰掲色～淡灰色 内面 :灰茶色 良好
四 豚 部 :う条 半 行 況 線 又

すす付着
弥生
喜 23.8 外画 :ヨ コナデ、ハケメ

内面 :ヨヨナデ、ハケメ、ヘラケズリ、指頭圧痕
砂礫層 1 lmm以下の砂粒を多く含む 園縁部 :5条平行沈線文

生
雷 13.8 外面 :ヨ コナテ

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ
砂礫層1

lmm以下の砂粒
内面 :淡 灰色

む 外 面 :黒灰 g
子

口縁部 :4条平行沈緑文
外面に黒色の付着物あり

40-04 生
Ｅ 27.0 外面 :ヨ ヨナテ

肉面 :ヨ コナデ ヘラケズリ 砂礫層1

lmmの 砂 粒 を含 む 外 画 :貢 自色
肉面 :匠茶 負  自47 口縁部:5条平行沈線支

40-05 推な
13.6 外向 :ヨ コナテ 、ナテ

肉面 :ヨ コナデ ヘラミガキ ヘヽラケズリ 砂礫層1
1～2mmの砂 杜 を多 く含 む
際 匠 握 Fh 虫た 口縁部:4条の平行沈線文

弥 生 20.5 外 国 :ヨ コナテ
肉面 :ヨ コナデ 、ヘラケズリ 砂礫層1

lmmの 砂 粒 を含 む 淡 炊 色 ～灰 褐 色
色解

口縁部:5条ヘラ描平行沈線文

40-07 弥生
落 21.0 外向 :ヨ ヨナデ 肉薗 :ヨ コナテ、

ヘラケズリ 砂礫層1
lmm以下の紗樅 晏く含む 淡灰色
B好 回縁部:4条のヘラ描平行沈線文

40-08 弥生
奪

16.4 外 国 :口縁 音bヨコナデ 、ハケメ
肉面 :ヨ ヨナデ ヘラミガキ、ヘラケズリ 砂礫層1

1～2mmのけ租をやや含む 黒炊色
白 ″ 口縁部:6条ヘラ描平行沈線文

推
甕

12.8 外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ 砂礫層1

lmm以下の砂粒を多く合む
外面:暗灰掲色
内面:暗灰褐色～淡責掲色 良好

口縁部:4条平行沈線文
すす付着

40-10 推
義

12.2 回
面 ヨヨナデ、ヘラケズリ 砂礫層 1

‐ｍ
灰

ス トΨフ|夕不立をしクヽ
名 ～ 本 書 名  白

鴻
子

40-11 推
姦

16.4 向 :ヨ ヨナデ
1面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 砂礫層1

imm以 卜の抄 柱 牽
茶角 ～星 色  肉

多く含む タト回 :炊
i:灰茶角  醇好

口縁部:6条平行沈線支

40-12 弥生
霧

14.0 外面 :ヨヨナデ、ナデ
肉面 :ヨ ョナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 砂礫層1

2mm以 卜の紗 粒 を少 し含 む
ウト面 :星褐 角  内面 :灰掲 負  醇好

口縁 部 :6条半 行況緑 更
唐吉E:ク シ描 引I点す



挿図番号
種類 法量 (cm)

形態 。手法の特徴 出上場所 胎 土・ 色 調・ 焼 成 備 考
維 口径 底径 器高

40-13 弥生
奪

19.4 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ?

砂礫層 1
1～2mmの砂粍 含む 淡灰色
良好

口縁部:7条平行沈線文

40-14 弥生
塞

31.4 外面:ナデ 内面:ナデ、ヘラミガキ、
ヘラケズリ 砂礫層1

lmm以下の自色砂粒を身く含む
外面 :黄 白掲色 内面 :黒褐色 良好

口縁部刊2条平行沈線文

40-15 弥生
蓬

15.0 外面 :ヨ コナデ 内面 :ヨ コナデ、
ヘラミガキ、ヘラケズリ 砂礫層1

1～2mmの砂粒を含む
外面 :黒茶色 内面 :茶 白色 良好

行半
綿

条
】

‐７
行

甜

坪

縁
鶏

口
頸

X
:すす付着

40-16 弥生
藝

15.6 外面 :ヨコナデ、ハケメ
内面 :ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 砂礫層1

lmm以下の砂糧 少し含む
灰掲と 良好

胴吉5:10条平行沈線文

40-17
猟
塾 17.3 外面 :ヨコナデ ?

内面 :ヨ ヨナデ ? ヘラケズリ
砂礫層1 微砂粒を含む 黄白色 良好

40-18 外国 :ヨ ヨナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

砂礫層1
lmm以下の砂粒を含む 淡灰色
a好 外面:黒色付着物有り

41-01
弥生
高郭

24.8 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ
内面 :ヨ ヨナデ、ハケメ後ヘラミガキ

砂礫層1

lmm以下の秒粒を含む

貧雷軟棗福色
～
畳爆
色 口縁部:3条平行沈線文、刻目文

41-02 弥生
高邪

内・外面 :ヨ コナデ 砂礫層1 lmmの砂粒を合む 黒灰茶色 良好 口縁部:3条平行沈線支

41-03 弥生
高郵 ?

13.2 外面:ヨヨナデ、ハケメ 内面:ハケメ 砂礫層1
lmmの紗粒を含む 外国 :炊余色
内面 :黒灰色～淡黄褐色 良好

脚部 ?3条平行沈線文

41-04 生
台

弥
器 20.4

外
肉

ヨコナテ、ヘラミ方キ
ヨコナデ 砂礫層1

lmm以 下の砂粒を多く合む
瀦昔灰負  隻好

口縁部 」0条平行沈線文

41-05 弥生
器 台

23.4 外面 :ヘラミカキ(一部ハケメ)

ヨコナデ 肉面 :ヘラミガキ 砂礫層1

lmm以 下 の砂 粒 を含 む 灰 責 色
己お軍

41-06 弥生
器台

外白 :ヨ ヨナデ、ハケメ 困向 :ヨコナ
デ ヘラミガキ、ヘラケズリ 砂礫層1

2mm以下の砂 粒 を多く含 む 橙褐 色
己ね宰

口縁部 :11条の平行沈緑文 、
円形浮支

41-07
弥
把 外面:ヘラミガキ 内面:ヘラケズリ 砂礫層1

imm以 卜のυ 檄 少 し言 む 黒萄 色
白む7 注口土器 ?

41-08
弥
脚 5.9 外面 :ヨヨナデ、ナデ 内面:ナデ 砂礫層1

1～2mm以下の砂粒を多く合む
暗灰色～淡灰色 (一 部明茶色)良好

脚付甕 ?3条の沈線

41-09
生
部

弥
底

外面:ハケメ、ナデ
内面:ヘラミガキ、ナデ 砂礫層1

2mm以下の白い砂粒を合む
外面:明茶灰色～暗灰色
内面:茶灰色 良好

41-10 弥生
底部

外面 :ヘラミガキ 内面 :ナデ 砂礫層 1

lmm以下の砂粒を多く合む

梵目壕優色Ξ量雹 良好
11

弥
廣 11.0 外面:ヘラミガキ、ナデ 内面:ナデ 砂礫層 1

微砂粒を含む 外面:灰貢色
内面:淡茶責色 良好

41-12 弥 生
廣部 外面:ヘラミガキ、ナデ 内面:ナデ 砂礫層 1 架〕懇聰瞥督を負淳集色書亀搾
弥生
虞都

内・外面:ナデ 砂礫層 1

1～2mmの砂粒を含む
排匠～膳庶a 息好

41-14 弥生
底部

外面:ヘラミガキ、ナデ 内面:ナデ 砂礫層 1

lmmの砂粒を含む
外面:皓灰色～灰白色
内面:黒掲色～灰褐色 良好

41-15 弥生
度部

外面:ヘラミガキ、ナデ
内面:ナデ、指頭圧痕 砂礫層 1

微砂粒を含む
肉面 :圧揚色

4面 :暗灰色
J造7

41-16
生
部

弥
度

外面 :ヘラミガキ
内面 :ナデ (指頭圧痕 )

砂礫層 1
微砂粒を含む
肉面 :「昔色

卜面 :黒 k色
とと7

17 弥生
底部

外面 :ヘラミガキ、ナデ 内面 :ナデ 砂礫層1

lmm以下の砂粒を多く含む
外面:淡灰色～暗灰色
内面:淡灰色～黒灰色 良好

41-18
生
部

弥
底 外面:ハケメ、ナデ 内面:ヘラケズリ 砂礫層1

lmm以下の砂粒を多く含む
外面:明茶色～淡灰掲色
内面:淡茶灰色 良好

41-19
弥
底

う ヘラミガキ
ヘラケズリ、ナデ 砂礫層1

似げ 卍 を
肉面 :里号

剰:炊 黒色 外面にすす付着

41-20
う ヘラミガキ、ナデ

ヘラケズリ、ナデ(指頭圧痕)
砂礫層1

lmm以下の砂粒を多く含む
陪掲負～携灰褐負  醇好

41-21 師
甕

23.3 内・外面:ヨ コナデ 砂礫層1 微砂粒を多く合む 淡灰責色 良好

41-22 師
甕

内・外面:ヨ ヨナデ 砂礫層1
砂 粒を含む 外面 :黒茶 白色
1面 :圧茶負  島好

41-23
土

喜 20.8 外面 :ヨ ヨナデ 内面:ヘラミガキ 砂礫層1 絆野墓客騨縫紬亀鞣督面
:茶

41-24 土師 ?
言 抹 24.6 外面:不明 内面:ナデ 砂礫層1

lmm以下の砂粒を多く含む 外面 :淡

精褐角 内面 :淡 褐色 皇好

41-25
師
台

上
器 22.2

タトEl
内面

ヨヨアア
ヨヨナデ、ヘラケズリ

砂礫層 1

lmm以 下の砂粒を多く含む 責 自色
由お7 鼓形器台、脚部

縄文
浅鉢

内・外面:条痕 砂礫層2
2mm以 卜のυ租ヱ
暗産温毎  t崩

:多く含む
斜めの隆帯 、西川津式

42-02 縄文
深鉢 ?

内・外面:条痕 砂礫層2
lmm以 下 の砂 粒 を含 む 黒褐 色
由力7 長山式

42-03 文
鉢

福
深

画
面

外
肉

ナテ 、貝敲条 涙
目鞘峯 痛 砂礫層2

lmm大の砂 粒を含 む 淡灰 ～階灰 色
白おマ 突帯文土器 、貝殻腹縁による刻 目

42-04 更
鉢

縄
深

外
肉

ナテ 、貝 殿 条 根
目‐4峯 適 砂礫層2

lmm大の紗 艇 含 む 狭 袴 色 ～
膳 匪岳  由造7 突帯文土器、刻目文

42-05 弥 生
内・外面:ハケメ後ナデ 砂礫層2

2mm以下の砂粒を多く含む 灰褐色
巳わ7

ヘラ描沈線、斜行文

42-06
Й
．‘

27.6 内・外面:ナデ 砂礫層2
3mm以下 の砂 粒を多く含 む 灰褐 色
磁汚7 頸部に段をもつ

42-07 15.0 外面:ナデ、ハケメ 内面:ナデ 砂礫層2
lmm大の砂 粒 を
～量 匠名  包|

かに含む 淡灰色 ]に況緑
1系無文土器か ?

42-08 15.8 外白 :ナデ 、ハケメ
内面 °十ギ r一喜R指輌

「

清 ヽ 砂礫層2 摺浮霜躍ダ鍵ξ臨 』卜亀痒内、外面ともすす付着

42-09 32.6 外向 :ヨヨナデ 、ハケメ
肉面 :ヨコナデ 、ハケメ

砂礫層2
lmm以下の砂
明橙褐色 J

夕く含む
頸部:指頭圧痕突帯

42-10 20.0 外 向 :ヨ ヨナ テ 、ハ ケ メ
肉 面 'へ予ヽず キ , 砂礫層2

lmm以下の砂粒を少量含む 灰 自色
良好

42-11 23.6 向 :ヨ コナデ、ハケメ
面 :ヨ ヨナデ、ハケメ

砂礫層2
lmm以下の砂粒を多く含む 灰茶色
皇好

口縁部:2条平行沈線文

42-12
生
よ 152 内・外面 :ヨ ヨナデ、ナデ ? 砂礫層2

lmm以下の砂粒を含む 淡灰色 口
胴

ヘラ栖 亥」日更
ξのクシ結妄‖空 す
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車図番号
種 類 法量(cm)

形態・手法の特徴 出土場所 胎 土・色 調・娩 成 備 考
器種 口径 底径 器 高

42-13 住
よ 外面:ナデ 内面:ナデ、ハケメ 砂礫層2 匪 名 〃

駈
Ｗ
肉

を多く含む 外面 :暗
灰負  島好

:クン猫格子更
‖目突常す、クシ結夷‖窯す

43-01 推
奪

18.2 外面 :ヨ コナデ、ハケメ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 砂礫層2

下の砂粒を少し合む
! 農好

口縁部:4条平行沈線文

43-02 推
牽

16.4 外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 砂礫層2

2mm以下の砂粒を多く合む 外面 :暗
褐負 内面 :瀦 灰茶色  皇好

口縁部:5条平行沈線文
士 士 付 善

43-03 推
輩

11.0 外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズ I

砂礫層2
lmm程度の砂粒を多少含む
外面 :灰 白色  内面 :未茶色  良坪 %屠転第愚震誦穀 歯殻侮級)

43-04 帷
姦

13.2 外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ

砂礫層2
lmm以下 の砂 粒 を含 む
秘 書 匠名  已解

43-05 弥生
苔

外面 :指頭圧痕、ナデ
内面 :ナデ、ヘラケズリ 砂礫層2 微砂粒を多く含む 外面:淡灰褐色

内面:明灰色 良好
胴部 :ユU突文 (半哉竹管 )

ミニチュア土器 ?

43-06
弥
底

外面 :風化のため不明
内面 :ナデ、指頭圧痕

砂礫層2
I～ 2mmの白色砂粒多く含む
務昔 歴 缶  息解

43-07
弥
脚

面:ヘラミガキ、ナデ
面:ヘラミガキ、ナデ 砂礫層2

lmm以下の砂粒を夕く含む 外面 :暗
灰褐色 内面 :暗灰色 良好

すす付着 底部 :焼成後穿孔
壷か ?

43-08 弥生
底部

タト面:ヘラミガキ 内面:ナデ 砂礫層2
2mm大の砂
黒灰色 ,

授
輌

含む 外面 :灰 自色～
:灰 白色～灰色 良好

43-09
生
部

弥
底 11.8 外面:ヘラミガキ、ハケメ(一部ヘラケ

ズリ?)内面:ハケメ、ナデ 砂礫層2
lmm以下の砂粒を多く含む
外面:淡暗灰色
内面:灰色～濃暗灰色 良好

43-10 弥生
底部

外面:ヘラミガキ、ヘラミガキ後ナデ
内面:ナデ、部分的にハケメ 砂礫層2

lmm以下の砂粒を多く合む
外面:淡灰掲色
内面:淡灰掲色～皓灰色 良好

43-11
弥生
底部

タト面:タテ方向にヘラミガキ、ナデ
ー部ヘラミガキ 砂礫層2

lmm以下の砂粒を多く含む 外面 :灰

～黒灰色 内面 :淡灰色 良好

43-12 弥生
底部

5.1
外面 :タ テ万同にヘラミガキ、ナデ
内面 :横方向にヘラミガキ

砂礫層2
lmm以下C
灰色  内 i '粒

を夕く含 む 外 画 :黒
:殊 庶負  巳解

43-13 生
部

弥
底

珂:ヘラミカキ、ナデ
尋:ヘラミガキ、ナデ

砂礫層2
lmm以下 の砂 粒 を含 む 外 面 :暗灰
～里 F負  肉面 :魔茶 負  B47

緻紳
内・外面:条痕 砂礫層3 長山式か?

外面:風化の為不明 内面:条痕 砂礫層3 晒静
２ｍ
黒

少裡 を多く含 む
好

口
漠

B厚 、貝設復縁による
文 、西川津 A式

内・外面:条痕 砂礫層3
zmmフ くυフ 租を含む

■ 巳好
二 又 の工 具 と2枚貝による扉」突 、
西 ∫II違 A式

語

深
電
』 内・外面:条痕 砂礫層3

2mm以下 の紗 粍 少 し含 む
黒掲 負  B好 西川津の無文部分か?

44-05
又
鉄 外面:羽状縄文 内面:条痕 砂礫層4

lmm大の紗 粒 を含
灰褐 色 ～景色 解

胎土に繊維を含む、妻根式

44-06 緻紳
内・外面:条痕 ? 砂礫層4 菱根 (新 )

44-07 外面:条痕 内面:ナデ 砂礫層5
卜の紗 租 を少 し含 む
! 崖好

け 、ZTX只によつ剰 矢 、

44-08 内,外面:条痕 砂礫層5 菱根 (新 )

45-01 外面:縄文 内面:条痕 その他
2mm犬の砂 粒 を含 む
匪名 ～里 匪名  白解 菱根式

45-02
文
鉢

縄
深 外面:縄文 内面:条痕 その他

4mm大の砂 粒 を合 む
匠本 魯 ～贈 匠岳  自解 波状口縁、磨消縄文、中津式

45-03
文
鉄

縄
深 外面:ナデ、条痕 内面:条痕 その他

lmm大の砂粒を合む
灰掲色～階灰色  良好 突帯文土器、刻目文

45-04
文
鉢

縄
深 外面:ナデ、条痕 内面:条痕 その他 lmm大の砂粒を合む 淡灰色 良好 突帯文土器、刻目文

45-05
推

と
里

内・外面 :ヘラミガキ その他
lmm大の石
灰褐色、

粒を含む
ミ褐色 良好 斜行文、沈線文 刺突支

45-06
弘
整 21.8 内・外面 :ナデ その他

]～ zmmf/,綸
産 白 侮  F

粒を多く含む
t7

45-07
弘
彗 21.0 内・外面 :ナデ ? その他 lmm大の砂粒を含む 淡灰色 良好 頸部に凹線

45-08
弧
彗 11.8 面 :ヨ ヨナデ

面 :ハケメ後ョコナデ ?
その他

lmm以下の砂
責灰掲色 J

をやや多く含む
♀ 口縁部:2条平行沈線文

45-09 駒
内・外面 :ヨ ヨナデ その他 微砂粒を含む 灰 白色 良好 4条の四線、クンによる刻目文

45-10 弥生
鉢

25 6 面:ヨヨナデ、ナデ ?(福頭圧痕)

面:ナデ、指頭圧痕 その他
lmm以下の砂粒を夕く含む 外面 :淡

灰色  内面 :淡責灰色 良好

45-11 158 外面 :ヨ ヨナデ 内面 :縦方向ハケメ その他
lmm以下の砂
淡灰色 皇ぢ

とを含む
口縁部 :刻 目文

45-12 外面 :ナデ、ハケメ
内面 :ヨ ヨナデ、ナデ

その他
lmm以下の砂粒をやや含む
灰 白色 良好

45-13 18.6 内・外面 :ヨ コナデ その他
lmm以下の砂粒を身く含む 外面 :i

白色～灰掲色 内面 :黄 白色 良 J

口縁部:2条平行沈緑文
すす付着

45-14 内・外面 :ヨ コナデ その他
]mm以 卜のυ 柾 を多く言 む
務 匠楊 缶 口縁部:5条平行沈線文

45-15 弥生
甕 ?

25.0 外面 :ナデ、ハケメ
内面 :ヨ ヨナデ、ナデ

その他
lmm以下の砂粍 少し含む
灰掲色 良好

口縁部 :

頸部 :指

45-16 忙
甕

12.0 内・外面 :ナデ その他
1～ 2mm以下の砂枚を多く含む
灰 白色 良好

口縁部:3条平行沈線文

17 弥生
甕

16.9 内・外面 :ヨ ヨナデ その他
好

む
　
良

‐々２輌楠
口縁部:5条平行沈線文
すす付着

45-18 21.2 外画 :ナデ、ハケメ後ヘラミガキ
内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

その他
lmm以下の砂
淡茶褐色 J

含 む
口縁部 :ヘラ描刻 目文

22.0 外面 :ハケメ

内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ
その他

1～2mmの砂粒を含む 外面 :淡灰色
肉面 :務 昔揚缶  a好 恩綴評ぎ秀爵名移猥雰

15.0 外面 :ヨ コナデ、ナデ (一部ハケメ)

内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ
その他

lmm以下の砂程を身く含む 外面 :鴫

黒色 内面 :暗 茶掲色 良好 ど 籐 樹冗督卍
:3条平行沈線文

46-03 22.0 外 面 :ヨ ヨナテ
肉面 :ヨ コナギ ヘラケズリ その他

1～2mm以下 の 砂 粒 を身 く含 む
根 面・卑 握 名  肉 裔・盟 握 缶  由μ 民環砒熊金命尾蟄沈線文

住
毎 11.6 外面 :ナデ 内面 :ヨ コナテ、

ヘラミガキ ヘヽラケズリ その他
lmm以下 σ
淋茶 反 角

とを多 く含 む
好

口縁部 :5条平行沈線文
すす付著

住
歯

外向 :ヨ ヨナデ 内面 :ヨ ヨナテ、
ヘラケズリ その他

lmm以下 の砂 粍 妥く含む 外 向 :暗
灰奏 色  肉面 :匠昔 負  B好

口稼部:4条平行沈緑文

'卜

面にすす付着
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挿図番号
種 類 法量 (cm)

形態 。手法の特徴 出上場所 胎 土・色 調・焼 成 備 考
器種 口径 底径 器 高

推
甕

18.2 外面:ナデ 内面 :ヨ コナデ、
ヘラケズリ、ヘラミガキ その他

lmm以 下の砂粒を多く含む

貧屠壕蜃彊自～暗灰褐色 良好
口縁部:3条平行沈線文
全体にすす付着

46-07 弥生
壺

外面 :ヨ コナデ 内面:ハケメ後ナデ、
ヘラケズリ その他 投増進Ⅳ駅躍帝驚齋gむ貴斧

面:淡 口縁 部 :4条半 行況線 更
すす付着

46-08 17.2
画
面

外
内

ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ その他

1～2mmの 砂 粒を含 む 灰 褐 色
慰造7 口縁部:4条平行沈線文

46-09
外面 :ヨヨナデ、ナデ
肉面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

その他 抜渓』峰覇瑠貿群琴焉&尋
°良好

国縁部 :4条平行洵線文
胴部 :東‖寮支

46-10 弥生
甕

19.6 外面 :ヨ コナデ
内面:ナデ、ヘラケズリ

その他
lmm以下の砂粒を多く含む

織召壊凝蟹色 良好
10条の平行沈線文

46-11
生
Ｅ

外面 :ヨ コナデ 内面 :ヨ コナデ、
ヘラミガキ、ヘラケズリ その他

lmm以下の砂粒を合む 淡茶黄色
説と7 胴部:7条平行沈線文

46-12 孔詈:課事存らず則催聖Υ翠案為 その他
2mm以下 の紗 租 をレく含 む
陪辰褐 色  喜好

46-13
弥
底 外面 :ナデ ? 内面 :ナデ (指頭圧痕 | その他

1～3mmの砂粒を含む 外面 :茶白色
肉面 :灰 ～暗灰角  畠好

46-14
弥
虞 外面:ヘラミガキ 内面:ナデ ? その他

lmm以 下の砂粒を多く含む
,卜面 :灰 黒色 肉面 :浚 首色

46-15 弥生
底部

外面:ヘラミガキ、ナデ 内面:ナデ? その他
2～ 4mmの白い砂粒をわずかに含む
外面:黄掲色
内面:黄掲色～黒色 良好

46-16 弥生
度部

外面:ナデ 内面:風化のため不明 その他
1～2mmの砂 粒 を多く含 む 外 面 :淡
匠想 名  肉面 :圧掲 毎  息浮 焼成後穿孔 、転用紡錘車か ?

46-17
生
部

弥
底

外面 :ナデ、ハケメ 内面 :ヘラケズリ その他 菊鱒餅
粒

”ω馳随

下
責
黄

ｍ以
酎
配

ｌｍ
外
内

46-18
生
部

弥
底

外面:ヘラミガキ 内面:ナデ、
ヘラケズリ

その他 聖墜鞍擢イ掃舗勲軟柔発軍
:賓

療
色

46-19
生
部

弥
劇 外面 :ヨ ヨナデ 内面:ヘラケズリ その他

lmm以 下の砂粒を含む 外面 :淡灰
色～階灰色 内面 :淡 灰色 良好

ミニチュア土器 ?甕か?

弥生
脚部

6.4
外面:上面ナデ 胴部ヘラミガキ、
指頭圧痕 内面:底部ヘラケズリ後
ナデ

その他

lmm以下の砂粒を多く含む
外面:淡灰褐色～暗灰色
内面:淡灰掲色 良好

恵
身

須
林

外 面 :回 転 ナ デ 、ヘ ラケズ リ
丙 雨・画 薪 十 ギ その他 露面:囁塗

灰
骨経暗

灰色

表8 西川津遺跡Ⅵ区出土石製品・土製品観察表

挿図番号 種 別 出 上 場 所 長さ(cm) 幅(cm) 重さ(g) 備 考

磨 石 淡灰色砂礫層 9.7 8.6 689.9

47-02 石 錘 砂礫層 1 7.0 36.6

47-03
分銅形
土製品

砂礫層1 4,7 13.2 刺突支、ヘラ描沈線
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表 9 西川津遺跡Ⅵ区木製品観察表

挿図番号 種 類
法量 (cm)

出土場所 備考
長 さ 最大径 厚 さ

高邪 砂礫層2

男根状木製品 ?

48-03 人形代 0.5

不明 20.5 砂礫層 1

鋤

柄 ?

48-07 不明 28.2 3.5 砂礫層 1

不明

不明 22.9 砂礫層 1

48-10 不明

杭 杭列状遺構

49-02 杭 杭列状遺構

杭 80.2 杭列状遺構

49-04 杭 杭列状遺構

杭 杭列状遺構

杭 12.2 杭列状遺構

杭 杭列状遺構

50-01 杭 78.3 杭列状遺構

50-02 杭 杭列状遺構

50-03 杭 杭列状遺構

50-04 杭 杭列状遺構

50-05 杭 95.0 杭列状遺構

50-06 杭 2.2 杭列状遺構

50-07 杭 36.0 杭列状遺構

杭 杭列状遺構

5 杭 3.3 杭列状遺構

杭 杭列状遺構

5 杭 45.5 杭列状遺構

杭 68.5 杭列状遺構

5 杭 92.0 杭列状遺構

杭 杭列状遺構

杭 66.6 7.5 杭列状遺構

52-01 梯子 ?
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第 5章 平成13年度西川津遺跡発掘調査に係る
自然科学分析

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタントlkl)

はじめに

西川津遺跡は島根県東部、松江市西川津町地内に立地する遺跡である。西川津遺跡では、朝酌川

改修工事に伴い昭和 47年以降、断続的に発掘調査が行われてきた。平成 13年度調査区は、一連の

発掘調査の最上流の海崎地区に位置し、朝酌川と支流の持田川合流点に近接する。また今回の発掘

調査が一連の発掘調査の最後となる。

西川津遺跡では、発掘調査の初期から継続的に花粉分析が行われており (大西・渡辺, 1987ほ

か)、 下流に位置する原の前遺跡、タテチ ョウ遺跡、近隣の島根大学構内遺跡などの花粉分析結果

っを踏まえた古植生が論じられてきた (た とえば、渡辺,2001)。 前述の様に本調査区は一連の朝

酌川改修工事の最上流部に位置し、持田川との合流点に近いことから、従来にない堆積相を示して

いた (島根県教育委員会・島根県土木部河川課 (2003))。 当初、層相対比から上部の泥層が K―

Ah降灰層準 と考えられたが、今回の調査により下部の砂礫層に狭材される泥層から K一Ah起源

と考えられる火山ガラスが発見され、14c年
代測定、花粉組成からもこれを指示する結果を得た。

本報告では、花粉分析、珪藻分析および 14c年
代測定を基に、K―Ah火山灰降灰以降数百年間の

遺跡周辺の古植生、堆積環境などの古環境を推定した。

また本報告は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターが文化財調査コンサルタント株式会社に委

託して実施した委託業務報告書を簡略化したものである。

分析試料について

花粉分析試料は島根県教育庁坦蔵文化財調査センターと協議の上、文化財調査コンサルタント株

式会社が採取した。図 1に試料採取地点を示す。調査 トレンチ西壁で、すべての分析用試料が採取

されている。

分析方法

花粉分析処理、珪藻分析処理は、渡辺 (1995a,1995b)1こ 従い行った。プレパラー トの観察・

同定は、光学顕微鏡により通常 400倍で、必要に応 じ600倍あるいは 1,000倍を用いて行った。花

粉分析では原則的に木本花粉総数が 200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・

胞子化石の同定も行った。珪藻分析では原則的検出総数が 200個体以上になるまで同定を行った。

また、“C年代はAMS法を用い、株式会社加速器分析研究所に委託して測定した。

分析結果

花粉分析結果を図 2に、珪藻分析結果を図 3、 4に、
望C年代測定結果を表 1に示す。

図 2の花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数として各分類群毎に百分率を算出し、木本花粉

を黒塗 リスペクトルで、草本花粉を白抜 きスペクトルで示している。また、花粉ダイアグラム右側

に「針葉樹花粉」、「広葉樹花粉」、「草本花粉」に「胞子」を加えた総合ダイアグラムを示 している。

-81-



本年度調査区

図 1 試験採取地点

総合ダイアグラムでは、計数値の合計を基数にそれぞれの百分率を算出し、累積百分率で示してある。

図 3の珪藻ダイアグラムでは検出総数を基数として各分類群毎に百分率を算出し、白抜きスペク

トルで示している。

図 4の珪藻総合ダイアグラムで表した 5つのグラフの内、左端の「生息域別グラフ」では同定し

た全ての種類を対象にそれぞれの要因 (生息域)毎に百分率で表した。そのほかの 4つのグラフで

は、淡水種についてそれぞれの要因毎に百分率を算出し、累積百分率で示 してある。

花粉分帯

西川津遺跡での花粉層序は渡辺 (1999)に より設定され、渡辺 (2001)に より修正が加えられ、

10花粉帯が設定されている。また、 10花粉帯はさらにいくつかの亜帯に細分されている。今回の

分析層準はユC年代値から、既設定 10花粉帯のⅥ、Ⅶ帯に相当する時期の堆積物である。

以下では花粉分帯の特徴を基に地域花粉帯を設定するが、同時に西川津遺跡での既知の花粉帯と

の比較を行い地域花粉帯の名称とした。以下に各花粉帯の特徴を示す。

また、本文中では花粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試料血

も下位から上位に向かって記した。
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① Ⅶ帯 (試料血 15～5)

アカガシ亜属が卓越傾向にあり、出現率の低い下部の試料血 15、 14で もコナラ亜属より低率に

なることはない。アカガシ亜属が卓越傾向にあることから、試料血 15～ 5はⅦ帯に対比される。

試料血 15、 14では、マツ属 (複維管束亜属)が最も高い出現率を占め、モミ属、スギ属、アカ

ガシ亜属、コナラ属、ムクノキ属―エノキ属、ニレ属―ケヤキ属などが他の種類に比べ高い出現率

を示す。一方、アカガシ亜属の出現率がコナラ亜属の出現率を下回らないこと、マツ属 (複維管東

亜属)が卓越する。また、試料陥 14層準で得られた 6660± 50 yrB.P.の 年代が得られ、試料血 1

5層準で火山ガラスが濃縮 していることは、V区 ―Aの Ⅶ帯 b亜帯中 (試料血 1-28と 28の 間)

にK―Ah火山灰層を挟み、c亜帯 (試料hl-34層準)で 6910± 80yrBoP,の年代が得られてい

ることと整合的である。これらのことから、試料血 15、 14は b亜帯に対比される。

マツ属 (複維管束亜属)の卓越傾向は大西ほか (1989)の 区分 i、 jで も認められるが、その後

の分析では顕著に現れることが無かった。渡辺 (1999)ほかでは、海崎地区でのマツ属 (複維管束

亜属)卓越 (大西,1989)を 局地的な現象であるとして対応してきたが、今回海先地区に隣接する

調査区でマツ属 (複維管束亜属)の卓越傾向が認められたことから、マツ属 (複維管束亜属)の卓

越傾向が局地的植生を示している可能性が一層高まった。

試料胤 13～5では、アカガシ亜属が卓越するほか、クマシデ属―アサダ属、ムクノキ属―エノキ

属、ニレ属―ケヤキ属が他の種類に比べ高い出現率を示す。花粉組成の特徴および下位層準が b亜

帯に対比されることから、試料h13～ 5は a亜帯に対比される。

② Ⅵ帯 b亜帯 (試料h4～ 1)

アカガシ亜属がⅦ帯に比べ減少するが、他の種類に比べ依然高い出現率を示す。一方コナラ属、

ムクノキ属―エノキ属、ニレ属―ケヤキ属は増加し、他の種類よりやや高率を示す。また、シイノ

キ属―マテバシイ属もやや増加する。また草本花粉の割合が高くなり、検出種類数も多 くなる。試

料血 13～ 5か ら、試料血 4～ 1への花粉組成の変化はV区‐Aで得 られたⅦ帯 a亜帯からⅥ帯 b亜帯

への花粉組成の変化 (渡辺,2001)と類似する。また試料胤 7と 6の間 (Ⅶ帯 a亜帯上部)で得ら

れたヱC年代 (6090± 40yrB.R)も 、V区‐A試料血 1-6と 5の間 (Ⅵ 帯 b亜帯下部)で得られ

た望C年代 (6020± 100 y rB.R)と 整合的である。これらのことから、試料血 4～ 1はⅥ帯 b亜帯

に封比される。

表 1 “C年代測定結果

謝
血

整理番号
測定年代

(yrBP)

Ｃ

ｏ
，

メ

協
補正望C
(yrBP)

暦年代・

(ctt y。 )

測定番号

(IAAA― )

1 NK01-01 6,130± 40 -27.47 6,090±40 BC5210～5170

BC5140～ 5120

BC5080～ 4900

BC4890～ 4840

10544

NK01-02 6,140± 40 -28.46 6,080± 40 BC5210～ 5180

BC5070～ 4840

10545

3 NK01-03 6,280上 40 -31.87 6,160± 40 BC5260～ 4950 10546

4 NK01-04 6,770± 40 -31.11 6.660± 50 BC5670～ 5480 10547

1:2 sigma,95%probability
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③ 各花粉帯の年代

Ⅶ帯 b亜帯下位の試料血 15で は火山ガラスが濃集しており、試料血 14層準では 6660± 50 y r

B.P.の 聾C年代が得られている。また従来の結果 (例 えば渡辺, 1999)で は、K一Ah火山灰層

がⅦ帯 b亜帯に認められている。これらのことからⅦ帯 b亜帯はK― Ah火山灰降灰 (6300 y r

B.R頃)前後の植生を表していると考えられる。

Ⅶ帯 a亜帯では、下位より6160± 40yr B,P.、  6080± 40yrB,P.、  6090± 40yrB.P.の “C

年代が得られている。またV区 一Aでは上位のⅥ帯 b亜帯で 6020± 50yrB.P.の 14c年
代が得ら

れている (渡辺,1999)。 これらのことから、Ⅶ帯 a亜帯は 6100 y r B.ユ 頃の植生を表している

と考えられる。

今回はⅥ帯 b亜帯では望C年代が得られていないが、前述のように渡辺 (1999)において

6020± 50y rB.Rの 望C年代が得られている。このことから、Ⅵ帯 b亜帯は 6000 y r B.R頃の植

生を表していると考えられる。

珪藻分帯

珪藻分析結果をもとに地域珪藻帯を設定し、珪藻組成の変遷を明らかにするために、下位から上

位に向けて記載した。また試料血も下位から上位に向かって記した。

①D―Ⅵ帯 (試料配 15、 14)

珪藻化石が含まれていなかった。

②D―V帯 (試料配 13、 12)

試料血 12で は汽水種の Tha力sttοsftt b箆理叩utracが卓越傾向にある。淡水種では両試料共に、

ヽ像脆駒 どyΠ F♂aな どのアルカリ。止水・底生種が特徴的に出現する。

③ D―Ⅳ帯 (試料h ll～ 8)

淡水種が 60～ 80%を 占める。汽水種では Ach』anれ es brttlttsが卓越し、淡水種では底生の

CymbeFFa属 やЯttuねコa属が卓越する。

①D―Ш帯 (試報 、7、 6)

淡水種の割合が低く、汽水種が卓越する。

⑤D一Ⅱ帯 (試料沌 5、 4)

汽水種や、海～汽水種が高率を示す。

③ D― I帯 (試料血 3～ 1)

淡水種が卓越する。特に、底生のЯttyねrFa属が卓越する。

古環境復元

① Ⅶ帯 b亜帯期 (6300 y r B.ユ 頃)の古環境

従来の調査でのK―Ah火山灰層の分布は、中村 (1999)、 中村ほか (2001)で示されており、

ほとんどの地点で泥質堆積物中に狭在されていた。今回の調査地点は西川津遺跡の最上流に位置

し持田川との合流部に近いことから、K一Ah火山灰層が河川成堆積物中に狭在していたと考え

られる。珪藻化石は検出されていないものの、古宍道湾奥の河口域で堆積したと考えられる。

従来の花粉分析結果との比較より、マツ属 (複維管束亜属)は局地的な分布をしていた可能性
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が高く、おそらく遺跡南方の丘陵にはアカマツ (あ るいはクロマツ)が局地的に分布していたと

考えられる。遺跡北 。東方に広がる沖積地にはムクノキ属―エノキ属、エレ属―ケヤキ属などの

エレ科を主体とする自然堤防林が分布していたと考えられる。また、カシ類でも先駆的な種であ

るアラカシが、自然堤防林中に混治していた可能性もある。北山山地にかけてはトチノキやサワ

グルミを要素とする渓畔林が分布していたと考えられる。また、周辺の丘陵部にはカシ類、シイ

ノキ類を主要素とする照葉樹林が分布したと考えられる。遺跡近辺では現在でも照葉樹林中にモ

ミの混治している様子が観察されることから、当時もモミやスギなどの針葉樹が混拾していた可

能性がある。コナラ類についてはミズナラ、カシワなどの冷温帯林要素、コナラ、クヌギ、アベ

マキなどの暖温帯の遷移林要素である可能性がある。縄文海進最盛期直前の時期であること、北

山山地の標高がせいぜい 500m程度であることなどから、冷温帯林が北山山地に残存していた可

能性は低 く、ここでのコナラ類は、暖温帯の遷移林であるコナラ、クヌギ、アベマキなどに由来

すると考えられる。

② Ⅶ帯 a亜帯期 (6100 y r B.ユ 頃)の古環境

層相が泥がちになり、珪藻化石も検出されるようになる。珪藻分析結果では上位ほど汽水種が

高率を示し、この時期の終わりに向け海水準が上昇したことが明らかである。海水準の上昇に伴

って古宍道湾はさらに拡大し、現在調査地北部に広がる沖積平野内に至ったと考えられる。この

結果朝酌川の河口はさらに東へ、持田川の河日はさらに北東へ後退したと考えられる。

気温の上昇に伴い、コナラ類を主体とする遷移林はカシ類、シイノキ類を主要素とする照葉樹

林に変わり、照葉樹林の分布域は北山山地全体に至るまで拡大していった考えられる。一方で針

葉樹の混治も丘陵部では希になり、山地部で認められる程度になっていったと考えられる。海水

準の上昇に伴い沖積低地が狭まり、ニレ科の生育範囲は狭まったと考えられる。一方でトチノキ

やサワグルミを要素とする渓畔林が拡大した可能性がある。温暖化に伴う雨量の増加により、山

地の荒廃が進んだ可能性もある。

④ Ⅵ帯 b亜帯期 (6000 y r B.R頃)の古環境

遊藻化石で淡水種が増加し、朝酌川、持田川の河口が再び調査地点に迫ったことが示唆される。

呼応するように草本花粉の検出量が増加し、調査地近辺にイネ科、カヤツリグサ科の生育する湿

原が広がっていったと考えられる。一方、河川沿いの微高地には、ニレ科の木々が自然堤防林を

形成し、コナラ類を交える場所も認められるようになったと考えられる。

Ⅶ帯からⅥ帯の間でアカガシ亜属花粉が減少するが、遺跡近隣での植生復活に伴う相対的なも

のであったと考えられる。

まとめ

西川津遺跡での花粉、珪藻分析の結果を踏まえ、遺跡近辺の古環境を考察した。特筆すべき点は

以下の事柄である。

①西川津遺跡の地域花粉帯の内Ⅶ帯 b亜帯からⅥ帯 b亜帯が確認できた。また、各花粉帯、花粉亜

帯示すおおよその時期が明らかになった。

②縄文時代早期末から前期にかけての海崎地区近辺の古環境が明らかになった。

③Ⅶ帯 b亜帯でマツ属 (複維管束亜属)花粉が卓越することから、従来推定されていた「海崎地区
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でのアカマツ (あ るいはクロマツ)の局地的な生育」がほぼ明らかになった。

④Ⅶ帯 b亜帯でのコナラ亜属花粉を、コナラ、クヌギ、アベマキなどの暖温帯二次林要素に由来す

ると推定した。

⑤Ⅵ帯 b亜帯でのアカガシ亜属花粉減少の原因を、遺跡近隣での植生復活に伴う相対的な現象であ

ると推定した。

【引用文献】

・ 大西郁夫・渡辺正巳 (1987)西川津遺跡 (1983)の 花粉分析.朝酌川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅲ

(海崎地区 I)。 252-261,島 根県教育委員会 .

・ 大西郁夫 。原田吉樹・渡辺正巳 (1989)松江市,西川津遺跡の花粉分析.山陰地域研究 (自 然環境), 5,45-54.

・ 大西郁夫 (1993)中 海・宍道湖周辺地域における過去 2000年 間の花粉分帯と植生変化.地質学論集, 39,33-39。

・ 中村純 (1974)イ ネ科花粉について,と くにイネを中心として,第四紀研究,13,p.187-197.

・ 渡辺正巳 (1995a)花粉升紙法.考古資料分析法, 84,85。 ニユー・サイエンス社 .

・ 渡辺正巳 (1995b)花粉分析法.考古資料分析法, 86,87.ニ ユー・サイエンス社 .

・ 渡辺正巳 (1999)西川津遺跡 96、 97年度調査における花粉分析.朝酌川広域河川改修事業に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告書―西川津遺跡Ⅵ―, 11,321-328.島 根県教育委員会・島根県土本部河川課.

・ 渡辺正巳 (2001)西川津遺跡における花粉組成変遷と周辺地域の環境変遷.朝酌川広域河川改修事業に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告書一西川津遺跡Ⅷ―, 13,25-46,島根県教育委員会・島根県土木部河川課.
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第 6章 小 結

今回の発掘調査は、 1996(平成 8)年に調査が実施されたⅢ区右岸の隣接地と、海崎橋の上流で

西川津遺跡の北端に近いⅥ区について実施し、縄文時代早期末から近世まで 6000年以上に及ぶ朝

酌川の変遷の一端を窺うことができた。実質的な調査期間が 5カ 月あまりと短く調査対象面積 も大

きくなかったため、基本的には今回の調査成果は過去のそれを補強するにとどまるものである。

しかし、Ⅵ区で、宍道湖底の堆積物である宍道湖層
づが存在しないことを確認したことは、当時

の西川津遺跡の様相を考える上で重要な資料を提供することとなった。

1)Ⅲ 区

今回の調査では、縄文時代から近世までの遺物を含む砂礫層を検出した。この砂礫層は 1層で厚

さイま10cm～ 40cmと 比較的薄いものであった。土器では、弥生土器が多数を占めるが、古代末から

中世の上師器が比較的多 く出土している。また、注目される遺物としては、陶磁器や銭貨、玉作の

剥片が認められた。

遺物を包含する砂礫層の堆積年代については、 1996(平成 8)年の調査で下限を平安時代 として

いる。今回はその南西に隣接する調査区を発掘したが、砂礫層出土遺物の下限は近世であった。遺

物包含層の堆積時期については、前回の調査においても下流ほど新しくなる傾向があるとされてい

るD。 また、Ⅲ区左岸の調査でも、この付近では南西側になるほど河道の時期が新しくなると想定

されている。ことから、過去の調査成果を追認したものといえよう。

なお、土層の最下層は宍道湖層となっており、この上面は標高-1.1～ -1.6mで北 (西)側ほ

ど低くなっていた。この中にはアカホヤ火山灰が挟まれていた。この火山灰は調査区西壁のほぼ全

面で検出されており、検出した高さは標高-1.8m～ -1.9mである。

2)Ⅵ区

今回の調査は、過去の発掘調査を含めて西川津遺跡の最も北側 (上流側)に調査区を設定して実

施した。遺構としては、杭列状遺構を検出した。時期は、この遺構の上下に存在する砂礫層 1・ 2

の出土遺物から弥生時代後期～古墳時代と考えられる。この杭列の用途・性格については不明であ

るが、当時の人々の活動の所産であることは疑いない。

主要な遺物包含層は4層 (砂礫層 1～4)を確認し、縄文時代早期末から古墳時代までの遺物を

検出した。このうち砂礫層 1と 2については、前者が縄文時代前期～古墳時代、後者が縄文時代前

期～弥生時代と出土遺物の年代幅が広いが、砂礫層 3・ 4については縄文時代早期末～前期初頭の

遺物のみが出上している。この砂礫層 3・ 4についても二次堆積である可能性は高いが、土器の年

代観と堆積時期に大きな開きはなく
4〔

当該期の単純層と考えて差し支えないであろう。ところで、

西川津遺跡では隣接するV区を含め、ほとんどの調査区でアカホヤ火山灰を挟む宍道湖層が確認さ

れることから、縄文時代早期末～前期には縄文海進の影響で内湾になっていたと考えられている。

今回の調査区にこの宍道湖層が存在せず縄文時代早期末～前期初頭の砂礫層が存在するということ

は、少なくともその時期にⅥ区付近は内湾ではなく河口だったということを示す。また、砂礫層

3・ 4の上にのる縞状堆積 (第 31図北壁の21層 、西壁の12層 )は縄文時代前期以降のある時期、
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流れがきわめて緩やかな状態にあったことを示すものである。縄文海進による海面上昇は前期初頭

に停滞・小海退の時期があり、最高頂期は経文時代中期初頭以降にあったとする報告。があり、こ

れとの関連も興味深―い。

註

1)島根県教育委員会『原|の前遣跡』1995
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う島醜 育委員会 F西―川津遺跡よⅦ 2oOo

4)渡邊正巳「平成13年度西川津遺跡発掘調査に係る自然科学分析」本書第5章所収

.5)島根大学選蔵文化財調査研究センター T島根大学構内遺跡第二次調査よぐ橋縄手地区1)1997
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付篇 西川津遺跡 V-4-1区 出土の杭状木製品について

V-4-1区調査区砂レキF層中から出上した杭状木製品については、都合によりF西川津遺跡Ⅷ』

に掲載できなかったので、紙面を借 り報告したい。

出土状況

V-4-1砂レキ区F層中から出上しており,臼状木製

品 (103図 -1)の西側で加工痕のある先端を北西に

向けた状態で出土した。水平ではなく、加工のない基

部のレベルがやや高い状態であった。

杭状木製品の概要

抗状木製品は現存全長 243.8cm、 径は 13.4cIIlで あ

る。基部側は破損のためか切 り回は粗 く、本体はほぼ

全面にわたって、本来の樹皮を残 している。

先端部は杭状に加工しているが、中心部から放射状

円錐形に形を整えるのではなく、 1/2面のみを手斧

状の工具で削り取っている。手斧痕は 5条確認でき、

それぞれ基部は広く、先端ほど細 くなっていく。手斧

痕の最大幅は 5,511111ほ どで、長さは 5,7～ 1.Ocmほ ど

である。加工痕全体の長さは30,3cmで ある。

木製品の長さが長大であることから、建築部材や橋

脚などの用途が考えられるが、表面には顕著な風化が

見られないことから、未使用の可能性も残される。近

隣では下流に所在する原の前遺跡で平安時代の橋脚が

見つかっているが、全長 438cmで 先端は鉛筆状に丁寧

な加工が行われたものである。

時期

杭状木製品が出上した砂レキF層は陶邑編年TK47

の須恵器が最新の遺物である河川堆積層であることか

ら、5世紀末～ 6世紀初頭を下限とすると考えられる。

【参考文献】

島根県教育委員会『西川津遺跡Ⅷ』 2001

島根県教育委員会『原の前遺跡』 1995

―○

第 53図 V-4-1区
出土杭状木製品実測図 S=1
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図版 4

Ⅲ区南壁土層

Ⅲ区北西壁土層



図版 5
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図版 6

Ⅵ区北壁土層

Ⅵ区北壁土層 (西側 )



図版 7

Ⅵ区北壁土層 (西端付近 )

Ⅵ区杭列検出状況
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図版 9
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図版 11

Ⅲ-1区砂礫層出土土器



図版 12
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Ⅲ-1区砂礫層出土土器



図版 13

Ⅲ-1区砂礫層出土土器
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Ⅲ-2区砂礫層出土土器



図版 14

鯵
14-2

盈
4

Ⅲ-2区砂礫層出土土器



図版 15
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Ⅲ-2区砂礫層出土土器



図版 16

Ⅲ-2区砂礫層出土土器

Ⅲ-3区灰茶色砂層出土土器
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図版 17

Ⅲ-3区砂礫層出土土器



図版 18

Ⅲ-3区砂礫層出土上器



図版 19
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Ⅲ-3区砂礫層出土土器



図版 20

Ⅲ区出土縄文土器



図版 21
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Ⅲ区出土陶磁器



図版 22

Ⅲ区出土陶磁器
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図版 23

Ⅲ区出土石製品



図版 24

Ⅲ区出土木製品



図版 25
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図版 26

Ⅵ区淡青灰色土出土土器



図版 27

Ⅵ区淡青灰色土出土土器
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Ⅵ区砂礫層 1出土土器
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図版 29
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Ⅵ区砂礫層 1出土土器
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Ⅵ区砂礫層 1出土土器



図版 32

Ⅵ区砂礫層 2出土土器



図版 33
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Ⅵ区砂礫層 2出土土器



図版 34

Ⅵ区砂礫層 2出土土器

Ⅵ区砂礫層 3。 4出土土器
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図版 36
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図版 37
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Ⅵ区出土木製品
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Ⅵ区出土木製品
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